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１ 物理学プログラム・物理科学専攻 

1-1 プログラム・専攻の理念と目標 

物理科学専攻・物理学プログラムでは，物質と時空・宇宙に関する物理現象とそれを支配し

ている基礎法則の研究を行う。純粋科学の研究活動を基盤とした高度専門教育を通じて，優れ

た人材を産業・教育の分野に送り出す。そのために，学内の共同利用施設である放射光科学研

究センターや宇宙科学センターとの連携も強化する。 

1-2 プログラム・専攻の組織と運営 

2020年度より，物理学プログラムとして新体制が始まったが，過渡期なので旧の物理科学専

攻と合同運営を行っている。その物理科学専攻・物理学プログラムは，宇宙・素粒子科学講座，

物性科学講座および，放射光科学研究センター所属の放射光科学講座からなる。それぞれの講

座には数人で構成された，より専門化された研究グループがある。日常的な研究や教育などは

主として研究グループ単位で行われている。人事や入試などの大きな問題には講座や専攻単位

で運営が行われている。物理科学専攻・物理学プログラムの教育資格は，基本的に教授と准教

授は教育資格1（博士課程前期後期学生の主・副指導教員になることができる），助教は教育資

格2（博士課程後期学生の副指導教員，博士課程前期学生の主・副指導教員になることができる）

あるいは教育資格3（博士課程前期後期学生の副指導教員になることができる），あるいは教育

資格4（授業のみ担当）である。助教の教育資格の変更は，物理科学専攻・物理学プログラム内

規に定めた基準を満たした場合に可能となる。 

 

1-2-1 教職員（2023年 4月時点での講座の教職員を以下に示す。） 

宇宙・素粒子科学講座 

素粒子論（理論） 

稲垣知宏（教授）※ 両角卓也（准教授）     坂井あづみ（特 Hiddo paper 

draft (10/4) 任助教） 

野中千穂（教授）      石川健一（准教授）      

※：情報メディア教育研究センター所属 

宇宙物理学（理論） 

 岡部信広（准教授） 木坂将大（助教） 

クォーク物理学 

志垣賢太（教授） 山口頼人（准教授）     三好隆博（助教） 

 本間謙輔（准教授）     ＜理学研究科LAN担当＞ 

                            八野 哲（助教） 

高エネルギー宇宙 

深澤泰司（教授） 高橋弘充（准教授） 須田祐介（助教） 
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可視赤外線天文学 

川端弘治*（教授） 植村 誠*（准教授） 稲見華恵*（助教） 

 水野恒史*（准教授）  Singh Avinash*（助教） 

                           Gangopadhyay Anjasha*（助教） 

*：宇宙科学センター協力教員 

物性科学講座 

構造物性 

黒岩芳弘（教授）                    Kim Sangwook（助教）  

森吉千佳子（教授） 

電子物性 

 中島伸夫（准教授） 石松直樹（助教） 

光物性 

木村昭夫（教授） 黒田健太（准教授）  

分子光科学 

 関谷徹司（准教授） 吉田啓晃（助教） 

和田真一（准教授）     仁王頭明伸（助教） 

放射光科学講座（放射光科学研究センター所属） 

放射光物性 

生天目博文（教授） 佐藤 仁（准教授） Mohamed Ibrahim（助教） 

島田賢也（教授） 澤田正博（准教授）  

奥田太一（教授） 松尾光一（准教授）  

              宮本幸治（准教授） 

              出田真一郎（准教授） 

放射光物理 

加藤政博（特任教授）   

プログラム事務 

真野麻紀    平賀 薫    秦 真貴子 
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1-2-2 教員の異動 

ここ数年，定年退職や転出が毎年ある。比較的若手層の採用があったが，将来的な人事構

想が不透明で，教育及び研究活動への影響が心配される。さらなる人事計画を進めたい。 

2023年 4月 1日 採用    坂井あづみ（素粒子ハドロン理論 特任助教） 

2023年 4月30日  転出    八野 哲（クォーク物理学 助教） 

2023年 9月 1日  採用    西澤篤志（宇宙物理学 准教授） 

         採用    角田一樹（放射光物性 特任助教） 

2024年 3月31日  転出    仁王頭明伸（分子光科学 助教） 

 転出    Singh Avinash（可視赤外線天文学 助教） 

         転出    Gangopadhyay Anjasha（可視赤外線天文学 助教） 
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1-3 プログラム・専攻の大学院教育 

理学研究科のアドミッション・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，ディプロマ・ポリシー

に則り専攻・プログラムのポリシーを以下のように設定し，教育を行っている。 

1-3-1 大学院教育の目標とアドミッション・ポリシー 

[1]  アドミッション・ポリシー 

博士の学位を取り，物理関連分野の教育職，研究職，高度技術職を目指す人，及び現代物

理の基礎を修め修士の学位を取り，その物理的知見を基に産業・教育の分野で活躍したい人

を求めています。また社会人や留学生も積極的に受け入れます。 

[2]  カリキュラム・ポリシー 

(1) 理学の基盤学問としての物理学の専門的知識を習得し，高度職業人及び研究者を養成す

る。 

(2) 真理を探究する手法を習得すること及び国際的に協力し，又は競争できる能力を実践的

学習を通じて習得させることを目的とする。 

[3]  ディプロマ・ポリシー 

博士課程前期 

自然界に働く普遍的な法則や基本原理の解明を目指した専門的教育研究活動を通して，課

題探求能力及び問題解決能力を高め，真理探究への感性及び総合的判断力を培い，以下の能

力のいずれかを身につけること。 

(1) 基礎科学のフロンティアを切り開く力を持った研究者としての能力。 

(2) 専門的知識，技能及び応用力を身につけた技術者としての能力。 

(3) 専門的知識及び識見を有しリーダーシップを発揮できる力量のある教育者としての能力。 

博士課程後期 

自然界に働く普遍的な法則や基本原理の解明を目指した専門的教育研究活動を通して，課

題探求能力及び問題解決能力を高め，真理探究への感性及び総合的判断力を培い，以下の能

力のいずれかを身につけること。 

(1) 基礎科学のフロンティアを切り開いて国際的に活躍できる研究者としての能力。 

(2) 高度の専門的知識，技能及び幅広い応用力を持ち国際的に通用する先進的な科学技術を

創造できる技術者としての能力。 

(3) 高度の専門的知識及び識見を有しリーダーシップを発揮できる力量のある教育者として

の能力。 
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大学院授業担当 

2 0 2 3 年 度 【 前 期 】 物 理 学 プ ロ グ ラ ム  授 業 時 間 割 表  

曜

日 

時

限 
科 目 教 員 教 室 

月 

1.2 

3.4 
素粒子物理学 稲垣 E208 

5.6 

7.8 
電子物性物理学 中島 E208 

9.10    

火 

1.2 

3.4 
相対論的宇宙論 岡部 オンライン 

5.6    

7.8    

9.10    

水 

1.2 

3.4 
量子場の理論 両角 B305 

5.6    

7.8    

9.10    

木 

1.2    

3.4 
X 線ガンマ線宇宙観測 深澤，水野，高橋弘 オンライン 

光赤外線宇宙観測 川端，植村 オンライン，E211 

5.6 放射光科学特論A 生天目他7名 オンライン，E211 

7.8 

X 線ガンマ線宇宙観測 深澤，水野，高橋弘 オンライン 

光赤外線宇宙観測 川端，植村 オンライン，E211 

放射光科学特論 B 生天目他 7 名  

9.10    

金 

1.2    

3.4 
クォーク物理学 志垣，山口 オンライン，A017 

高エネルギー物理学 高橋 オンライン，先 405N 

5.6 高エネルギー物理学 高橋 オンライン，先 405N 

7.8 クォーク物理学 志垣 オンライン，A017 

9.10    

集 中 

物理学エクスターンシップ（野中），物理学演習Ⅰ（各教員），物理学特別演習 A（各

教員），物理学特別研究（各教員），物理学特別講義 B（日高義将，世話教員：野

中），物理学特別講義 C（ 足立純一，世話教員：中島） 

 

 

 

 



Ⅱ－6 

2 0 2 3 年 度 【 後 期 】 物 理 学 プ ロ グ ラ ム  授 業 時 間 割 表  

曜

日 

時

限 
科 目 教 員 教 室 

月 

1.2    

3.4    

5.6 

7.8 
構造物性物理学 黒岩 B301 

9.10 
Introductory course to advanced 

physics 
島田 B301 

火 

1.2    

3.4    

5.6 

7.8 
熱場の量子論 野中 A017 

9.10    

水 

1.2 

3.4 
格子量子色力学 石川 A004 

5.6 

7.8 
光物性論 黒田 E104 

9.10    

木 

1.2    

3.4    

5.6 

7.8 
表面物理学 奥田 B301 

9.10    

金 

1.2    

3.4    

5.6    

7.8    

9.10 
Introductory course to advanced 

physics 
島田 B301 

集 中 

放射光科学院生実験（横谷尚睦，世話教員：黒岩），物理学エクスターンシップ

（野中），物理学演習Ⅱ（各教員），物理学特別演習 B（各教員），物理学特別研

究（各教員），物理学特別講義 A（山崎了，世話教員：岡部），物理学特別講義 D

（木村真一，世話教員：奥田） 
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1-3-2 大学院教育の成果とその検証 

博士課程前期では，研究する上で必要な内容を講義およびセミナー等で修得できており，

特別な場合を除き，2年間で修士の学位を取得し，就職または進学している。博士課程後期で

は，研究室単位でより密着して指導が行われている。 

博士課程前期の入学定員（目安）28名に対し，32名(内部生29名，他大学から3名)が入学し

ている。 

博士課程後期の入学定員（目安）12名に対しては，6名(内部生6名，他大学から0名)が進学し

ている。 

1-3-3 大学院生の国内学会発表実績 

○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 93 件 

○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 34 件 

○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 25 件 

コロナ禍前に比し大幅減少 

1-3-4 大学院生の国際学会発表実績 

○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 49 件 

○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 37 件 

○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 18 件 

コロナ禍前に比し大幅減少 

外国人留学生の受入状況 

○ 博士課程前期在籍者 3 名 

○ 博士課程後期在籍者 10 名 

 

1-3-5 修士論文発表実績 

2023年度（31名） 

 氏名 論 文 題 目 指導教員 主査 副査 副査 

1 副田幸暉 ALICE 実験前方飛跡検出器を用いたハドロ

ン崩壊点再構成による重フレーバー粒子識

別可能性評価（Feasibility evaluation of heavy 

flavor particle identification based on hadron 

decay point reconstruction with ALICE Muon 

Forward Tracker） 

志垣 志垣 野中 高橋 

（徹） 

2 岡田理玖 EXAFS と逆モンテカルロ法を用いた水素吸

蔵多元合金の構造解析 

石松 石松 黒岩 梅尾 

3 坪田悠希 角度分解光電子分光による銅酸化物高温超

伝導体Bi2Sr2CaCu2O8+δの電子相図の再検討

（Re-examination of the phase diagram of the 

high-Tc cuprate superconductor 

Bi2Sr2CaCu2O8+δ studied by ARPES） 

出田 出田 森吉 野原 
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4 伊藤 友 Charged-Particle Multiplicity Dependence of 

J/ψ Yield and ω+ρ Mass Width via Dimuon 

Measurement in p-p collisions at √s = 13.6 TeV 

as Potential Signatures of Quark-Gluon Plasma 

Production in Small Collision Systems（重心

系エネルギー 13.6 TeV 陽子-陽子衝突にお

ける µ 粒子対測定による小規模衝突系で

のクォーク・グルーオン・プラズマ生成の

潜在的信号たる J/ψ 収量と ω+ρ 質量幅の

荷電粒子多重度依存性） 

志垣 志垣 稲垣 高橋

（徹） 

5 西岡幸美 ディラック線ノード超伝導体 MP2-xSex (M = 

Hf, Zr) の電子構造の解明  

木村 木村 島田 野原 

6 猫本勇輝 チタン酸ストロンチウム薄膜の歪み誘起分

極の電場応答 

中島 中島 黒田 駒口 

7 松本将弥 Ybジグザグ鎖をもつ磁性半導体YbCuS2の

結晶構造に及ぼす元素置換効果 

森吉 森吉 関谷 鬼丸 

8 下山絢女 顕微 X 線光電子分光による Pd-Rh 合金表面

の電子状態と吸着特性の研究 

中島 中島 和田 宮岡 

9 柴田湧輝 低周波電波帯域のかにパルサーの巨大電波

パルスの特性 

木坂 木坂 須田 岡本 

10 黒岩太平 波束の効果を含めたニュートリノ振動の研

究 

両角 両角 本間 栗木 

11 森下皓暁 宇宙ガンマ線観測用アクティブシールドに

向けた MPPC 光検出器＋シンチレータの研

究 

深澤 深澤 木坂 岡本 

12 添田 拓 シリコン検出器読出高速化に向けたプロセ

ッサ内蔵型FPGAを用いた回路設計 

山口 山口 高橋

（弘） 

檜垣 

13 阪本菜月 XRISM 衛星搭載 CCD 検出器 Xtend の軌道

上エネルギースケール較正 

水野 水野 石川 薮田 

14 小野翔子 Schwinger-Dyson方程式によるQCD相転移の

解析 

稲垣 稲垣 植村 畠中 

15 福島凪世 放射光 X 線回折によるマルチスケール構造

解析手法の構築 

黒岩 黒岩 石松 水田 

16 丹羽怜太 小型衛星に搭載される MPPC 光検出器の放

射線耐性の向上のための研究 

高橋

（弘） 

高橋

（弘） 

三好 高橋

（徹） 

17 高木 隆 任意の高次における Bell 不等式とその

B0→J/ψ K*における検証方法 

両角 両角 水野 栗木 

18 中西楓恋 放射光角度分解光電子分光によるFe4Nと

Co2FeSiの磁気輸送機構の解明 

木村 木村 Kim 鬼丸 

19 堀 友哉 かなた望遠鏡HONIRを用いた可視近赤外偏

光観測による星無し分子雲コア周縁部の磁

場構造の研究 

川端 川端 西澤 栗木 
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20 吉岡直樹 ECKS 理論における修正重力理論と初期宇

宙への適用 

稲垣 稲垣 志垣 岡本 

21 前田玲史 ワインガルテン模型のループ方程式に関す

る研究 

稲垣 稲垣 深澤 檜垣 

22 羽佐田拓海 eV 質量域アクシオン的粒子探索へ向けた角

度可変な 3 ビーム誘導共鳴光子衝突器の構

築と機構検証 

本間 本間 両角 飯沼 

23 橋爪大樹 宇宙 MeV ガンマ線観測用電子飛跡型コン

プトン カメラに向けた SOI ピクセル検出

器 XRPIX8.5 の応用実験 

須田 須田 山口 檜垣 

24 谷元優希美 角度分解光電子分光によるカイラル金属磁

性体 Yb(Ni1-xCux)3Al9の電子状態の研究 

佐藤 佐藤 木村 梅尾 

25 岩田拓万 反強磁性スピントロニクス材料の探索に向

けた Spin-ARPES 顕微鏡と SHG 顕微鏡の開

発 

黒田 黒田 中島 多田 

26 竹下昌之介 実験的に検証可能な大統一模型の構築 両角 両角 稲見 田中 

27 佐﨑凌佑 WZ Sge 型矮新星 TCP J23580961+5502503

のアウトバースト初期における降着円盤構

造の進化 

植村 植村 岡部 薮田 

28 神尾 彬 機械学習の粒子加速器制御への応用 加藤 加藤 森吉 栗木 

29 星岡駿志 ジェームズ・ウェッブ宇宙望遠鏡を用いた

撮像観測シミュレーションによる近傍高光

度赤外線銀河の解析手法の検討 

稲見 稲見 本間 伊藤 

30 MUHAMA

D  NOOR 

IZWAN 

BIN ISHAK 

Simulation Study to Identify Muons from 

Heavy Flavor Mesons in Proton-Proton and 

Lead-Lead Collisions at LHC ALICE Run 3 

志垣 志垣 石川 Liptak 

31 竹内康太 S1/Z2コンパクト空間をもつ 5 次元 SU(N)ゲ

ージ理論における同値類の網羅的分類 

稲垣 稲垣 水野 飯沼 
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1-3-6 博士学位 

2023年度（課程博士6名） 

[1]  JI YINGBO 2024年2月28日授与（甲） 

Study of Numerical Stochastic Perturbation Theory toward the high-order perturbation of matrix 

models 

（行列模型の高次摂動計算のための数値確率過程摂動理論の研究） 

主査：石川健一 

副査：野中千穂，深澤泰司，志垣賢太，黒木伸一郎 

[2]  眞武寛人 2024年3月23日授与（甲） 

Statistical analysis of Gamma-ray emitting radio galaxies: relation between jet power and disk 

luminosity 

（ガンマ線を発する電波銀河の統計解析：ジェットパワーと降着円盤光度の関係性につ

いて） 

主査：深澤泰司 

副査：志垣賢太，栗木雅夫，植村 誠，西澤篤志 

[3]  桐田勇利 2024 年 3 月 23 日授与（甲） 

Search for sub-eV axion-like particles via asymmetric stimulated resonant photon scattering in 

two-color coaxially focused laser beams 

（2色の同軸集光レーザー下の非対称誘導共鳴光子散乱を介したサブ電子ボルトのアク

シオン様粒子探索） 

主査：本間謙輔 

副査：稲垣知宏，志垣賢太，水野恒史，飯沼昌隆 

[4]  MINGYANG SHAO 2024年3月23日授与（甲） 

Ferroelectric phase transitions in perovskites-type oxides and their composites  

studied by synchrotron radiation X-ray diffraction 

（放射光X線回折を用いたペロブスカイト型酸化物とその複合体における強誘電相転移

の研究） 

主査：黒岩芳弘 

副査：木村昭夫，島田賢也，押目典宏 

[5]  谷口真彦 2024年3月23日授与（甲） 

 Cartan F(R) gravity and the time evolution of the Universe 

（Cartan F(R)重力と宇宙の時間発展） 

主査：稲垣知宏 

副査：野中千穂，深澤泰司，黒木伸一郎 

[6]  ZHANG CHENG 2024年3月23日授与（甲） 

Spin- and Angle-Resolved Photoelectron Spectroscopy Studies of Chiral Crystals NbSi2 and 

TaSi2 

（スピン角度分解光電子分光によるキラル結晶NbSi2およびTaSi2の電子状態の研究） 

主査：奥田太一 
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副査：鬼丸孝博，木村昭夫 

1-3-7 TAの実績 

2023年度は，博士課程前期の学生を20名，博士課程後期の学生を4名（通年：3名，前期：10

名，後期：11名）採用した。主たる業務は学部の実験及び演習を補助することであるが，大学

院生が科目内容の再確認と教授法の技能の修得に役立った。 

1-3-8 大学院教育の国際化 

博士課程後期の定員充足は喫緊の課題である。2013年度中から検討してきた外国人留学生

特別選抜を活用して，中国トップレベルの大学（中国科学院や復旦大学等）との連携の下で

優秀な学生を見出す独自の取組みを継続している。しかし，本来，博士課程後期の定員充足

は日本人学生の受入れで達成されるべきである。そのためには経済的支援の充実と海外派遣

等を含む国際的な研究交流の活性化が不可欠と考えられる。2017年度から外国人教員による

授業や研究指導を開始した。さらに，外国人を招待した研究室セミナーや共同研究（実験）

などに院生を積極的に参加させている。例えば，物性科学講座の研究室では学内の放射科学

研究センター（HiSOR）や高輝度光科学研究センター（SPring-8）などで国際共同実験に参画

させている。大学院生には自身の研究の位置づけを確認させるとともに，外国人を含む本学

以外の研究者や学生と交流させ，様々な研究方法や共同研究のあり方を実践的に習得させて

いる。 

 

  1-3-9 大学院学生の定員充足への工夫 

博士課程前期の入学定員の充足は現在十分に満たしているが，博士課程後期の入学定員の

更なる充実をも目指し，2023年度からオンラインでの外部学生に向けたプログラムの説明会

を開始している。初年度の2023年度は4月22日（土）に行った。この説明会に出席した学生の

うち，博士課程前期への入学者が存在した。 
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物理学プログラム（博士課程前期） 

科目 

区分 
授業科目の名称 

配当 

年次

（注） 

単位数  

要修得単

位数 
必修 

選択

必修 

大
学
院
共
通
科
目 

持
続
可
能
な
発
展
科
目 

Hiroshimaから世界平和を考える  

原爆文学、芸術を通して「平和」を考

える -被爆者の経験記をもとに - 

Japanese Exper ience of Social  Development -

Economy,Infras truc ture,and  peace  

Japanese Experience of  Human 

Development -Cul ture,Educat ion,and Health  

SDGsへの学問的アプローチA 

SDGsへの学問的アプローチB 

SDGsへの実践的アプローチ  

ダイバーシティの理解  

1・2 

1・2 

 

1・2 

 

1・2 

 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

 

1 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

1 

1 

1 

１
単
位
以
上 

２
単
位
以
上 

キ
ャ
リ
ア
開
発
・
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
科
目 

データリテラシー  

医療情報リテラシー  

人文社会系キャリアマネジメント  

理工系キャリアマネジメント  

ストレスマネジメント  

情報セキュリティ  

MOT入門  

アントレプレナーシップ概論  

情報科学概論 Ⅰ  

情報科学概論Ⅱ 

理系基礎研究者養成概論  

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

 

1 

1 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

１
単
位
以
上 

研
究
科
共
通
科
目
通
科
目 

国
際
性 

アカデミック・ライティング Ⅰ  

海外学術活動演習A 

海外学術活動演習B 

1 

1・2 

1・2 

 

1 

1 

2 

１
単
位
以
上 

３
単
位
以
上 社

会
性 

MOTとベンチャービジネス論  

技術戦略論  

知的財産及び財務・会計論  

技術移転論  

技術移転演習  

未来創生思考（基礎）  

ルール形成のための国際標準化  

理工系のための経営組織論  

起業案作成演習  

事業創造演習  

フィールドワークの技法  

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

2 

1・2 

1・2 

1・2 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

２
単
位
以
上 
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データビジュアライゼーションA 

データビジュアライゼーションB 

環境原論A 

環境原論B 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

 

1 

1 

1 

1 
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目 

Int roductory course to advanced physics  

物理学特別演習A 

物理学特別演習B 

物理学特別研究  

1 

1 

1 

1～2 

2 

2 

2 

4 

 

１
０
単
位 

２
５
単
位
以
上 

量子場の理論  

素粒子物理学  

格子量子色力学  

熱場の量子論  

宇宙物理学  

相対論的宇宙論  

クォーク物理学  

高エネルギー物理学 

X線ガンマ線宇宙観測 

光赤外線宇宙観測  

放射光科学特論A 

放射光科学特論B 

構造物性物理学  

電子物性物理学  

光物性論  

表面物理学  

放射光科学院生実験  

物理学特別講義A 

物理学特別講義B 

物理学特別講義C 

物理学特別講義D 

物理学エクスターンシップ  

物理学演習 Ⅰ  

物理学演習Ⅱ 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1 

1 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

８
単
位
以
上 

他プログラム専門科目    

 ２
単
位
以
上 

 

【履修方法及び修了要件】 

修了に必要な単位数を 30 単位以上とし，以下のとおり単位を修得し，かつ必要な研究指導を受け

た上で，修士論文の審査及び最終試験又は博士論文研究基礎力審査に合格すること。 

修了要件単位数：30 単位以上 

（1）大学院共通科目：2 単位以上 
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 ・持続可能な発展科目：1 単位以上 

 ・キャリア開発・データリテラシー科目：1 単位以上 

（2）研究科共通科目：3 単位以上 

 ・国際性科目：1 単位以上 

 ・社会性科目：2 単位以上 

（3）プログラム専門科目：25 単位以上 

 ・物理学プログラム専門科目：18 単位以上（必修科目 10 単位及び選択必修科目 8 単位以上） 

なお，物理学特別講義 A，物理学特別講義 B，物理学特別講義 C 及び物理学特別講義 D は， 

同じ科目の単位を修得しても，修了要件単位数に含めることを可とする。 

 ・他プログラム専門科目：2 単位以上 

なお，指導教員の許可を得て他専攻・他研究科等の専門科目の単位を修得した場合には，「他プロ

グラム専門科目」に含むことができる。 

（注）配当年次 

1：1 年次に履修，2：2 年次に履修，1～2：1 年次から 2 年次で履修，1・2：履修年次を問わない 
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物理学プログラム（博士課程後期） 

科目 

区分 
授業科目の名称 

配当年次

（注） 

単位数 
要修得

単位数 必修 
選択

必修 

大
学
院
共
通
科
目 

持
続
可
能
な
発
展
科
目 

スペシャリスト型 SDGsアイディアマ

イニング学生セミナー  

SDGsの観点から見た地域開発セミナ

ー  

普遍的平和を目指して  

原爆文学、戦争文学と平和 -被爆者と

強制収容所囚人の経験記をもとに -  

1・ 2・ 3 

 

1・ 2・ 3 

 

1・ 2・ 3 

 

1・ 2・ 3 

 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

１
単
位
以
上 

２
単
位
以
上 

キ
ャ
リ
ア
開
発
・
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
科
目 

データサイエンス  

パターン認識と機械学習  

データサイエンティスト養成  

医療情報リテラシー活用  

リーダーシップ手法  

高度イノベーション人財のためのキ

ャリアマネジメント  

事業創造概論  

イノベーション演習  

長期インターンシップ  

1・ 2・ 3 

1・ 2・ 3 

1・ 2・ 3 

1・ 2・ 3 

1・ 2・ 3 

1・ 2・ 3 

 

1・ 2・ 3 

1・ 2・ 3 

1・ 2・ 3 

 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

 

1 

2 

2 

１
単
位
以
上 

研
究
科
共
通
科
目 

国
際
性 

アカデミック・ライティングⅡ 

海外学術研究  

1・ 2・ 3 

1・ 2・ 3 
 

1 

2 

１
単
位
以
上 

２
単
位
以
上 

社
会
性 

経営とアントレプレナーシップ 

Technology Strategy and R&D Management 

技術応用マネジメント概論 

未来創造思考（応用） 

自然科学系長期インターンシップ 

1・ 2・ 3 

1・ 2・ 3 

1・ 2・ 3 

1・ 2・ 3 

1・ 2・ 3 

 

1 

1 

1 

1 

2 

１
単
位
以
上 

プログラム

専門科目 
物理学特別研究 1～3 12  12単位 

【履修方法及び修了要件】 

修了に必要な単位数を 16 単位以上とし，以下のとおり単位を修得し，かつ必要な研究指導を受け

た上で，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。 

修了要件単位数：16 単位以上 

（1）大学院共通科目：2 単位以上 

 ・持続可能な発展科目：1 単位以上 

 ・キャリア開発・データリテラシー科目：1 単位以上 

（2）研究科共通科目：2 単位以上 

 ・国際性科目：1 単位以上 

 ・社会性科目：1 単位以上 
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（3）プログラム専門科目：12 単位 

（注）配当年次 

1～3：1 年次から 3 年次で履修，1・2・3：履修年次を問わない 

 

就職情報 

博士課程前期 

進 学：博士課程後期進学 10名，電気通信大学 1名 

企 業：Japan Advanced Semiconductor Manufacturing（株）3名，ブラザー工業（株）2名， 

ソニー（株）1名，三菱重工業（株）1名，（株）スカイウイル 1名， 

本田技研工業（株）1名，ルネサスエレクトロニクス（株）1名， 

ソフトバンク（株）1名，（株）アルプス技研 1名，戸田工業（株）1名， 

（株）デンソー 1名，（株）パソナ 1名，（株）Dirbato 1名， 

パナソニックインダストリー（株）1名，ウエスタンデジタル（合）1名 

 

 

学生の表彰 

広島大学 エクセレント・スチューデント・スカラシップ 成績優秀学生表彰者：4名 

広島大学 大学院先進理工系科学研究科学生表彰者：1名 
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1-4 プログラム・専攻の研究活動 

1-4-1 研究活動の概要 

物理科学専攻・物理学プログラムの教員が主導する研究拠点の活動 

物理科学専攻・物理学プログラムの教員が主導する研究拠点として，  

広島大学自立型研究拠点 極限宇宙研究拠点（Core-U : Core Research for Energetic Universe） 

があるが，詳しい活動内容は拠点の報告書を参照されたい。 

 

講演会・セミナー等の開催実績 

令和5年度 … 17件 

 

学術団体等からの受賞実績 

須田祐介（ほか学外者3名）：Florian Goebel Prize 2023 

石川健一（ほか学外者7名）：第10回HPCI利用研究課題優秀成果賞 

西澤篤志：APS Outstanding Referees 

 

学生の受賞実績 

浅井佑哉：先進理工系科学研究科 学生表彰 

日本加速器学会年会賞（ポスター部門） 

日本物理学会 学生優秀発表賞 

福島凪世：エクセレントスチューデントスカラシップ表彰 

前田玲史：エクセレントスチューデントスカラシップ表彰 

眞武寛人：エクセレントスチューデントスカラシップ表彰 

岩田拓万：エクセレントスチューデントスカラシップ表彰 

谷口真彦：The 4th International Conference on Symmetry Best Poster Award 

今浦稜太：第23回日本蛋白質科学会 ポスター賞 

Mingyang Shao：15th China-Japan Symposium on Ferroelectric Materials and Their Applications  

Best Poster Award  

AMF-AME C2023 Best Poster Award 

橋本 聡：第19回キラル分光国際会議 ポスター賞 

日本生物物理学会 学生発表賞 

白川皓介：AMF-AMEC 2023 Best Poster Award 

大西祐輝：UVSOR Symposium 2023 最優秀学生発表賞 

 

産学官連携実績 

令和5年度 … 1件 

 

国際共同研究・国際会議開催実績 

令和5年度 … 114件 
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1-4-2 研究グループの研究活動 

物理科学専攻・物理学プログラムの研究活動を研究グループごとに以下の項目でまとめる。 

○ 研究活動概要（発表論文，講演等を含む） 

○ 学生の国際・国内学会等での活動状況 

○ 学会ならびに社会での活動 

○ 研究助成金の受入状況，学術団体等からの受賞実績 

○ その他 

宇宙・素粒子科学講座 

○素粒子論グループ 

研究活動の概要 

（Ⅰ）ハドロン物理学（野中，坂井） 

（ⅰ）量子色力学における相転移現象と超高温QCD物質の研究 

素粒子，原子核物理において，クォーク・グルーオンプラズマ(QGP)相とハドロン相の相転移，

QCD相転移現象・量子色力学(QCD)相図の解明は重要な課題である。2000年に稼働したRelativistic 

Heavy Ion Collider(RHIC)におけるQGP生成の成功という大きな到達点を経て，QGP研究は，今や，

「QGPの性質の解明」へとシフトしている。ここではQGP物性とは何か，そして，QGP 物性の根

底にある普遍的な物理とは何かの2つの問いから本研究を遂行している。現在，実験の高統計，高

精度化，実験理解のための現象論的模型の成熟，そして計算機の向上の条件の全てが整った状態

にある。そのため，これまでは困難であると考えられていた高エネルギー重イオン衝突実験の定

量的な解析という王道というべき手段で，今まさにQCD相図，相転移現象の解明，熱力学性質を

明らかにすることが可能になってきたと言える。それと同時に，これまでの高エネルギー原子核

衝突実験の研究の中で新たに提示されてきた謎の理解を目指すことで，周辺物理との共通性を探

り背景にある普遍的な物理を明らかにすることも目標にしている。特に，衝突後短時間での流体

化・熱平衡化のプロセス，流体揺らぎに関連して非平衡物理，磁場やカラー磁場に関連してプラ

ズマ物理・宇宙物理学との連携を探っている。 

1) 媒質中のハドロンの性質から探る高温クォーク物質の研究（野中，坂井） 

高エネルギー原子核衝突実験においてレプトン対は重要な電磁プローブとして注目されている。

レプトン対は強い相互作用をせず，高エネルギー原子核衝突直後から放出されるため，QGPから

ハドロンの詳細な情報を直接調べることができる。特に媒質中のハドロンから放出するレプトン

対はQCD相転移と関連が深いカイラル対称性の回復の痕跡を探ることができると期待されている。

最近になって従来のRHICだけでなく，LHCからも興味深い実験結果も報告された。これに対し，

カイラル対称性の回復に起因するベクトル中間子と擬ベクトル中間子の間のカイラル混合に注目

し，その痕跡が実験で観測できるかどうかの理論計算を行った。この結果，レプトン対の不変質

量分布からその痕跡を十分に観測可能であることを示した。 

2) 流体ゆらぎの混合高調波キュムランへの影響（野中，坂井） 

高エネルギー原子核衝突実験の現象論的な解析では相対論的粘性流体模型が用いられている。

ここでは粘性とも関連がある「流体ゆらぎ」を取り入れた相対論的流体模型の解析を行い，混合

高調波キュムランとへの影響を解析した。その結果，QGPの粘性の決定に重要であることが 

わかった。（国内学会一般講演[1]） 
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3) 相対論的抵抗性磁場流体を用いた高エネルギー原子核衝突実験の解析（野中） 

衝突後に存在すると考えられている磁場の効果を取り入れた相対論的抵抗性電磁流体の模型の

構築を行った。抵抗性まで取り入れた解析は世界で初めての研究であり，高エネルギー原子核衝

突実験結果の磁場の影響を詳細に明らかにできる可能性が出てきた。現在コード開発は終了し，

実際の実験を視野に入れた解析を行った。粒子の生成量，集団運動と行った実験結果との比較と

検討を行うことで，磁場の存在を明らかにできる手がかりを得た。特にCu+Auといった非対称の

衝突系の直接フローに影響が現れることを明らかにした。この研究はさらにカラー磁場への拡張

など大きな発展が期待できる。これらの成果はプラズマ物理・宇宙物理学の研究者との連携で可

能になった。（国内学会一般講演[28]） 

4) パートンカスケード模型の開発（野中） 

高エネルギー原子核衝突実験で現在注目されている話題の一つに衝突直後の短時間での熱平衡

化と流体化の過程のプロセスの解明がある。これらを明らかにするべくパートンカスケード模型

をハドロンベースに構築されたSMASHの模型の枠組みを使用して開発を行っている。これにより

現在では現象論的に与えている流体模型の初期条件の物理的背景を明らかにすることができる。

現在のところ基礎的な枠組みの構築を終え，衝突後の熱化，流体化，重いクォークのジェットエ

ネルギー損失，大きい系と小さい系の熱化の振る舞いの比較，新しい熱化のメカニズムといった

現象論的解析を遂行している。 

（ii）格子ゲージ理論を用いた量子色力学相図の研究（野中） 

1) 低温高密度領域の相構造については，有効模型を用いた解析により様々な相の可能性が挙げら

れている。その一つとして非一様なカイラル凝縮相がある。非一様なカイラル凝縮とは，カイラ

ル対称性の秩序変数が空間依存していることを意味する。カイラル凝縮の関数形を決定する一般

的な手法はまだ確立されておらず，振動解や空間依存しない一様な解を仮定することが多い。一

方で，低温高密度領域では符号問題により第一原理計算である格子QCD計算はモンテカルロ積分

が正しく実行できない。しかし，QCDに似た性質を持つ 1+1 次元GN模型は符号問題がなく，格

子計算が可能である。ここでは 1+1 次元GN模型の相図の解析を格子計算で行う。格子計算を用

いる利点は二つある。一つ目は特定のカイラル凝縮の関数形を仮定することなく計算することが

できる点，二つ目は有限のフレーバー数においても非一様相が存在するか調べることができる点

である。真空の格子QCDの計算プログラムをもとに有限温度有限密度GN模型の格子計算プログラ

ムを開発した。それにより解を仮定することなく振動する非一様なカイラル凝縮相を見出すこと

に成功した。 

 

（II）素粒子と重力の理論（稲垣） 

（ⅰ）極限状態にあるフェルミオン系 

右巻きのフェルミオンと左巻きのフェルミオンに対して独立に定義された変換をカイラル変換

と呼ぶ。質量を持たないフェルミオンに対する強い相互作用の理論はカイラル変換の下で不変で

あり，カイラル対称性を持つ。実際には，クォークが質量を持つことで，カイラル対称性は理論

の厳密な対称性ではない。また，フェルミオンとその反粒子の場からなる複合演算子が期待値を

持つことで，カイラル対称性は自発的にも破れる。複合演算子の期待値は，系のサイズ，温度，

密度，磁場，曲率といった環境に左右され，環境を変えることでカイラル対称性の破れ方も変化

する。 

我々は，強い相互作用をするフェルミオンの理論である4体フェルミ相互作用模型にカイラル対
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称性を破る質量項を導入した場合，高温高密度状態で複合演算子が期待値を持つことによるカイ

ラル対称性の自発的破れが質量項による効果の一部を打ち消す過回復現象について指摘してきた。

2023年度は，過回復現象の物理的な帰結として中間子のソフトモードへの影響を明らかにした（国

際学会一般講演[3]，国内学会一般講演[8] ）。 

（ii）高次元ゲージ理論 

ゲージ相互作用と重力を統一的に記述可能な理論の候補に超弦理論がある。超弦理論では理論

の整合性から時空の次元は10となり，余分な次元は小さなサイズにコンパクト化している可能性

が指摘されている。コンパクト化した空間はそのサイズとトポロジーによって，物質場は境界条

件によって特徴づけられる。また，ゲージ対称性を持つ場に関しては，異なる境界条件がゲージ

対称性で結びつく同値類を成す場合がある。 

2023年度の研究で，我々は，単純化した模型として1次元リングあるいは2次元トーラス状にコ

ンパクト化した余剰次元を持つ模型を取り上げ，物質場の分類に必要な境界条件の同値類につい

て，これを分類するためのトレース則を見出すことに成功した。トレース則の発見は，より複雑

な余剰次元での模型の分類につながる可能性を持つ成果であり，今後の展開に期待している（原

著論文[3]，国内学会一般講演[2] ）。 

（ⅱi）修正重力理論 

地平線問題，平坦性問題，モノポール問題と呼ばれる宇宙論の諸問題は，熱的ビッグバン以前

に空間が急激に加速膨張するインフレーション期を経たと考えることにより解決できる。また，

現在の宇宙膨張速度も加速していることが観測されている。一般相対性理論と素粒子模型で，宇

宙初期と現在の宇宙の加速膨張を同時に説明するには，宇宙定数とインフラトンと呼ばれる場を

導入することで加速膨張を引き起こすエネルギー源とすることが可能であるが，既知の粒子をイ

ンフラトンと考えるにはとてつもなく大きな曲率相互作用が必要になる。一方で，一般相対性理

論と量子論の整合性から，プランクスケールでは重力理論に修正が必要になると考えられており，

一般相対性理論を修正することで宇宙の加速膨張を引き起こす可能性が指摘されている。 

アインシュタイン・カルタン幾何学に基づくF(R)修正重力理論に関しては，共形変換なしでよ

り単純なスカラー・テンソル理論と同等になることを見つけており，2023年度は，この成果を用

いてインフレーション期の量子揺らぎの成長の帰結と考えられている宇宙背景輻射についてパワ

ー則模型，対数模型，指数模型等について，通常のF(R)修正重力よりも強固な予測が可能になるこ

とを示した（原著論文[1]）。また，通常のF(R)修正重力理論における重力波源から放出される重力

波について系統的解析を進めた（原著論文[2] ）。 

 

（III）格子量子色力学（格子QCD）を用いた強い相互作用の研究（石川） 

（ⅰ）ラージN極限におけるツイストされた時空縮約モデルの研究 

SU(N)格子ゲージ（ヤン・ミルズ）理論は，Nを無限に持っていった極限で時空の自由度を内部

空間に吸収できてしまう可能性がある。通常格子ゲージ理論は4次元格子上で定義されるが，江口・

川合は格子点が1点しかない理論（江口・川合模型）を考えた。これはNが無限大のときにSU(N)格

子ゲージ理論と等価になると予想されたが，弱結合相および中間結合相ではZ(N)対称性が自発的

に破れ2つの理論は同等ではないことがわかっている。この困難を回避するために，大川とゴンザ

レス・アロヨは理論にtwisted境界条件を課するtwisted江口・川合模型を提案し，大きなNの極限で

SU(N)格子ゲージ理論と同じ理論になることが確かめられている。𝒩 = 1超対称性を持つヤン・ミ

ルズ模型はQCDを含む通常のヤン・ミルズ模型と同様に，漸近自由性やカイラル対称性の破れ，
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閉じ込め現象を呈する模型である。超対称性により理論的性質がよいためQCDの非摂動現象の理

論的解明のために研究が進められている。特にゲージ群SU(𝑁)の𝑁が無限大の極限はこれらの非摂

動現象の理論的解明につながると期待されている。twisted江口・川合模型に随伴表現のマヨラナ

フェルミオンを一つ含む模型はこの𝒩 = 1超対称性を持つヤン・ミルズ模型の𝑁が無限大の極限を

効率よく探求できる格子上の模型である。一方有限個のゲージ群基本表現のフェルミオンを含む

SU(N)ゲージ理論は量子色力学のラージN極限に該当する。 

2023年度はこれまでに行ってきたtwisted江口・川合模型のラージN極限でのゲージ群基本表現フ

ェルミオンからなる中間子質量スペクトルの高精度化に向けて N=529, 841 の計算を始めた。こ

れは量子色力学のラージN極限を精密化する研究である。また，ゲージ群基本表現フェルミオンの

カイラル対称性の自発的破れの秩序パラメータ（カイラル凝縮Σ）のラージNでの値を求めた（原

著論文[10,11]，国際会議一般講演[10]，国内学会一般講演[11,12]）。中間子質量のフェルミオン質

量依存性から導出する方法（Gell-Mann–Oakes–Renner法）とディラック演算子の固有値の累積分布

関数から導出する方法（Giusti–Luescher法）の2種類の方法を用いてこれを評価し， lim
𝑁→∞

Σ(𝑁)/𝑁 =

[184(13)MeV]3(MS，𝜇 = 2GeV， √𝜎 = 440 MeV) の値を得た。これはQCDの評価値[184(7)MeV]3と

非常に近い値であった。これらの結果を受けて，𝒩 = 1超対称性を持つヤン・ミルズ模型の𝑁無限

大極限でのグルイーノ（随伴表現マヨラナフェルミオン）のカイラル凝縮の計算を始めている。 

（ⅱ）格子QCDに関する計算 

1） 大体積，格子 QCD による物理点でのハドロン行列要素の研究 

格子QCDを用いた第一原理計算による核子や軽い原子核，ストレンジネスを持つハドロンの性

質の導出が世界的に進められてきている。これらの性質を理論的に精密に決定することは素粒子

標準模型のクォークセクターに関わる構造の精密実験との比較のために必要不可欠である。物理

的クォーク質量における計算ではクォーク質量が軽いため核子の持つ仮想パイ中間子の放出吸収

に伴う核子や原子核の有効体積の広がりによる有限体積効果への系統誤差の増加を抑えるために，

非常に大きな物理体積での計算が必要になってきている。平成29年度から筑波大学，東北大学，

理研の共同研究者とともに，物理クォーク質量での核子1つが有限体積効果を受けないような大き

な体積としておよそ (10fm)4の大きさの体積の物理点格子QCDモンテカルロ計算を行っている。 

令和5年度はK中間子のKl3崩壊の形状因子や核子の形状因子・構造関数についての計算を続け

ている。K中間子のKl3崩壊とは𝐾 → 𝜋𝑙𝜈の3体崩壊であり，この崩壊の形状因子はカビボ-小林-益

川行列の成分の一つである|𝑉𝑢𝑠|を実験値から引き出すために必要な理論部品である。令和5年度は

3つの格子間隔の計算を完了し，格子間隔ゼロへの外挿を行ない予備評価を得ている（原著論文[9]，

国際会議一般講演[12]）。核子構造に関して重要な問題の一つに，核子の荷電半径の互いに矛盾す

る独立な実験結果の問題が残っている。格子QCD核子の荷電半径の理論値を決めることは，自然

界に標準模型からのズレが有ることを示す強力な証拠となるため，世界的に研究が進められてい

る。令和5年度は引き続き核子構造（形状因子，構造関数，電荷分布）の研究を行った。これまで

の2つの格子間隔での値を用いて軸性ベクトル結合定数や荷電半径の格子間隔依存性や格子間隔

誤差の評価を行った。（原著論文[8]，国際会議一般講演[11]，国内学会一般講演[14,15]）。 

2） 素粒子原子核分野アプリケーションプログラム調査 

2022年度より，文部科学省科学技術試験研究委託事業が始まり，スーパーコンピュータ「富岳」

の次の世代の計算機の調査研究が始まった。牧野淳一郎（神戸大学）を代表とする「次世代計算

機に係る調査研究」（システム調査研究）に，石川は素粒子原子核分野アプリケーションプログ

ラムの将来の性能調査担当として参加した。本調査研究ではアクセラレータ型の将来の計算機で
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の素粒子原子核分野アプリケーションプログラムの性能の調査をしている。 

 

（IV）素粒子の現象論（両角）  

（ⅰ）運動量分布を考慮したレプトン数密度の時空発展の研究(両角清水勇介,  コラスベンワ) 

ニュートリノの担うレプトン数がマヨラナニュートリノかディラックニュートリノかを判別す

るのに有効なことがわかっている。清水勇介，博士研究員ニコラスベンワらとの共同研究では，

ニュートリノが運動量分布を持つ場合にレプトン数密度がどのように時空発展していくかを研究

した。この研究によって, 空間的にレプトン数密度が一様でない場合にも,マヨラナニュートリノ

とディラックニュートリノで異なる結果が得られ, 両者を区別できることが明らかになった。ま

た, 局在したレプトン数密度が光速より遅い群速度で伝搬する様子を時間一次元，空間一次元に

プロットすることによって, 空間的に非一様な場合のレプトン数密度の時間発展を場の量子論

を用いて, 世界で初めて明らかにすることができた。各質量固有状態のもつ異なる伝搬速度によ

るデコーヒーレンスの効果を解析的な方法と数値計算の両方で示した。（原著論文[1]，国際会議一

般講演[16]，国内会議一般講演[22]） 

（ii）ユニバーサルシーソー模型に基づくクォークの質量階層性の研究（両角） 

博士課程3年のアルバトスパヌルと共同して，特に第3世代のトップとボトムクォークの質量の

違い（mass hierarchy of the third generation for the quarks）をユニバーサルシーソー模型で説明する

ことを試みた。特に質量に対する厳密な表式を導出し，これに基づいた解析を行っている。また, 

同じ模型を繰り込み群を用いて解析した。(国内会議一般講演[2526]) 

（iii）密度行列を用いたニュートリノのレプトン数の時間発展の研究（両角，稲垣） 

ニコラスベンワやアプリアディサリムアダム，稲垣らと共同で，各フレーバーのレプトン数密

度がどのように時間変化するかを混合状態に対して期待値を取ることにより研究した。 
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国際会議 

（招待講演） 

[1] Chiho Nonaka, “Dynamical Model for Jet Analysis”, Hawaii 2023, Hawaii, USA, [2023年12月1日発表] 

[2] Ken-Ichi Ishikawa, “Wilson-Clover quark solver implementation on the supercomputer Fugaku”, Large-

scale lattice QCD simulation and application of machine learning, 2023.11.23-24, Center for 

Computational Sciences, University of Tsukuba, [2023年11月24日発表] 

[3] Azumi Sakai, “Correlations and fluctuations (Theory)”, ATHIC2023, Hiroshima, [2023年4月25日発表] 

（一般講演） 

[1]  ◎K. Oshima, K. Murase, C. Nonaka, A.Sakai, “Effect of Hydrodynamic Fluctuations on Mixed 

Harmonic Cumulants”, ATHIC 2023, Hiroshima, [2023 年 4 月 25 日発表] 

[2]  ◎K. Nakamura, T. Miyoshi, C. Nonaka, H. Takahashi, “Charge-Dependent Anisotropic Flow in 

Relativistic Resistive Magneto-Hydrodynamic Expansion”, ATHIC 2023, Hiroshima, [2023 年 4 月 25 日
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[3]  K. Horie, C.Nonaka, “Analysis on Phases in the Gross-Neveu Model on the Lattice with Shap-based 

Clustering Method”, the 40th international conference on lattice field theory. Lattice 2023, Fermilab IL 
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[4]  ◎ K.Nakamura, T. Miyoshi, C. Nonaka, H. Takahashi, “Charge-dependent Anisotropic Flow in 

Relativistic Resistive Magneto-hydrodynamic Expansion”, Quark Matter 2023, Texas, USA, [2023 年 9

月 6 日発表] 

[5]  ◎ K.Nakamura, T. Miyoshi, C. Nonaka, H. Takahashi, “Charge-dependent Anisotropic Flow in 

Relativistic Resistive Magneto-hydrodynamic Expansion”, Hawaii 2023, Hawaii, USA, [2023 年 12 月 1

日発表] 

[6]  T. Inagaki, “Early-time Inflation in Cartan F(R) Gravity”, Cosmology and Quantum Vacuum, Benasque, 

Spain, [2023 年 9 月 15 日発表] 

[7]  T. Inagaki, “Predictions in Cartan F(R) Gravity”, 3rd Conference on Nonlinearity, Belgrade, Serbia, 

[2023 年 9 月 5 日発表] 

[8]  T. Inagaki, “Super Restoration of Explicit and Spontaneous Breaking of Chiral Symmetry in Four-

Fermion Interaction Models”, Symmetry 2023 - The 4th International Conference on Symmetry, Barcelona, 

[2023 年 6 月 22 日発表] 

[9]  Y. Murakami, T. Inagaki, “Informatics Education for University Students based on Text Input Time”, 

ICCE2023: The 31st International Conference on Computers in Education, Matsue, Japan, [2023 年 12 月

8 日発表] 
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with Social Media Simulators and the Formation of Learner’s Attitudes”, IFIP TC3 OCCE2024, 
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8 月 8 日発表] 
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Yusuke Taniguchi, Naoya Ukita, Tomoteru Yoshie, “|Vus| from kaon semileptonic form factor in Nf=2+1 

QCD at the physical point on (10 fm)^4”, the 40th international conference on lattice field theory. Lattice 

2023, Fermilab IL USA, [2023 年 8 月 3 日発表] 
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Shimizu, Naoya Toyota, “Space time evolution of the lepton number densities including the momentum 
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[20]  Yusuke Shimizu, Shonosuke Takeshita, “W boson mass and grand unification via the type-II seesaw-
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[21]  Shoko Ono, “Schwinger-Dyson analysis of chiral symmetry breaking on Torus”, Cosmology and the 

Quantum Vacuum, Benasque, Spain, [2023 年 9 月 14 日発表] 

 

国内学会  

（招待講演） 

[1] 野中千穂,「高エネルギー原子核衝突反応における大規模数値計算」, 計算機ワークショップ, 

東京大学, [2023年4月28日発表] 

[2] 稲垣知宏,「生成系AIを前提とする情報教育をめぐって」, 情報処理学会 第86回全国大会 イベ

ント企画「生成系AIによる情報教育へのインパクト」, 神奈川大学, [2024年3月16日発表] 

[3] 石川健一 ,「Algorithms for Lattice Quantum Chromodynamics」 , 第19回  High Performance 

Computing Physics (HPC-Phys) 勉強会, [2023年8月31日発表] 

（一般講演） 

[1]  堀江敬太, 野中千穂,「形状ベースクラスタリング手法を用いた 有限密度格子 Gross-Neveu 模

型の相分類」, KEK 研究会「熱場の量子論とその応用」, KEK, [2023 年 8 月 29 日発表] 

[2]  ◎Nicholas Benoit, C. Nonaka, T. Miyoshi, H. Takahashi, “Charge-dependent anisotropic flow in a 

relativistic resistive magneto-hydrodynamic expansion”, KEK 研究会「熱場の量子論とその応用」, 

KEK, [2023 年 8 月 29 日発表] 

[3]  Cendikia Abdi, C. Nonaka, “Transport Model Approach to Quark-Gluon Plasma Equilibration”, KEK 研

究会「熱場の量子論とその応用」, KEK, [2023 年 8 月 28 日発表] 

[4]  野中千穂,「量子色力学における行列関数」, 行列関数計算研究会, 下呂, [2024 年 3 月 27 日発

表] 

[5]  稲垣知宏,「カイラル対称性の超回復」, KEK 研究会「熱場の量子論とその応用」, KEK, [2023

年 8 月 29 日発表] 

[6]  竹内康太, 稲垣知宏,「S1/Z2 および T2/Z3 オービフォールド上の同値類に対するゲージ変換の

構造によらない分類方法」, 日本物理学会 2024 年度春季大会, オンライン, [2024 年 3 月 20 日

発表]  

[7]  谷口真彦, 稲垣知宏,「Cartan F(R)重力理論の対数モデルによる宇宙の加速膨張」, 日本物理学

会 2024 年春季大会, オンライン, [2024 年 3 月 20 日発表]  

[8]  村上祐子, 稲垣知宏,「グループディスカッションにおける生成 AI の体験を通じた学習活動と

異文化理解」, 情報処理学会 第 86 回全国大会, 神奈川大学, [2024 年 3 月 16 日発表]  

[9]  青木麟太郎, 村上祐子, 稲垣知宏,「地域別データサイエンス教育の挑戦と展望：広島県を事例
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に」, 情報処理学会 第 86 回全国大会, 神奈川大学, [2024 年 3 月 15 日発表]  

[10]  匹田 篤, 稲垣知宏, 長澤江美,「SNS シミュレータによる学習者の態度形成」, 大学 ICT 推進

協議会 2023 年度年次大会, 名古屋国際会議場, [2023 年 12 月 15 日発表] 

[11]  村上祐子, 稲垣知宏,「大学初年次学生を対象としたデータサイエンス授業におけるグループ

ディスカッションでの ChatGPT 活用事例」, 大学 ICT 推進協議会 2023 年度年次大会, 名古屋国

際会議場, [2023 年 12 月 15 日発表] 

[12]  木村大自, 下地寛武, 稲垣知宏,「NJL 模型におけるカイラル対称性の過回復とソフトモード」, 

日本物理学会第 78 回全国大会, 東北大学, [2023 年 9 月 18 日発表] 

[13]  谷口真彦, “Cartan F(R)修正重力理論を用いた宇宙の加速膨張の導出”, 瀬戸内サマーインステ

ィテュート SSI2023, [2023 年 9 月 20 日発表] 

[14]  吉岡直樹, 坂本弘樹, 稲垣知宏,「Cartan 修正重力理論におけるフェルミオンのプレヒーティ
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[16]  稲垣知宏,「VUCA 時代の一般情報教育」, 第 70 回中国・四国地区大学教育研究会情報教育分
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照 for PACS Collaboration,「PACS10 配位を用いたハドロンの質量スペクトル計算」, 日本物理学

会第 78 回年次大会（2023 年）, 東北大学青葉山キャンパス, [2023 年 9 月 13 日発表] 
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指した核子形状因子の物理点格子 QCD 計算」, 日本物理学会第 78 回年次大会（2023 年）, 東

北大学青葉山キャンパス, [2023 年 9 月 19 日発表] 

[21]  姫 英博, 石川健一, 大川正典, Antonio Gonzalez-Arroyo,「ツイストされた時空縮約カイラル模
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[22]  両角卓也, アプリアディ サリム アダム, ニコラス ベンワ, 河村優太, 松尾大和, 清水勇介, 

豊田直哉, “Spacetime evolution of lepton number densities including the momentum distribution”, 瀬戸

内サマーインスティテュートSSI2023, 広島大学理学部, E102, 2023.9.20-22, ハイブリッド, [2023

年 9 月 20 日発表] 

[23]  ◎N.J. Benoit, T. Miyoshi, C. Nonaka, H.R. Takahashi, “Charge-dependent anisotropic flow in a 

relativistic resistive magneto-hydrodynamic expansion”, International workshop J-PARC Hadron 2023 

[2023 年 8 月発表] 

[24]  竹内康太, 稲垣知宏, “Classification of equivalence classes independent of the gauge transformation 

structure in higher-dimensional SU(N) gauge theories with S1/Z2 or T2/Z3 orbifolds”, KEK-NAOJ 

Student Workshop 2023, [2023 年 12 月 16 日発表] 

[25]  Albertus Hariwangsa Panuluh, Takuya Morozumi, “Renormalization Group Effects for Quark Seesaw 
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[31]  Yukimura Izawa, “S4 flavor model with 3HDM”, KEK Theory Meeting on Particle Physics 
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[36]  武井玄徳,「ツイステッド・グラディエント・フローを用いた時空縮約模型のラムダパラメー

タの決定」, 日本物理学会 第 78 回年次大会, [2023 年 9 月 19 日発表] 

[37]  武井玄徳,「数値確率過程摂動論を用いた時空縮約模型の解析」, 瀬戸内サマーインスティテ

ュート SSI2023, [2023 年 9 月 21 日発表] 

[38]  清水勇介, 竹下昌之介,「Type-Ⅱ seesaw-like 機構を用いた大統一模型における W ボゾンの質

量とゲージ結合定数の統一」, 2023 年度第 69 回原子核三者若手夏の学校, 東京都国立オリンピ

ック記念青少年総合センター, [2023 年 8 月 20 日発表] 

[39]  竹下昌之介,「Type-Ⅱ seesaw-like 機構を用いた大統一模型における W ボゾン質量とゲージ結

合定数の統一」, 日本物理学会 第 78 回年次大会, [2023 年 9 月 17 日発表] 

[40]  竹下昌之介,「SU(5)大統一模型を用いたアクシオン質量の予測」, 瀬戸内サマーインスティテ

ュート SSI2023, 広島大学, [2023 年 9 月 21 日発表] 

[41]  清水勇介, 竹下昌之介, “W boson mass and grand unification via the type-II seesaw-like mechanism”, 

KEK-NAOJ Student Workshop 2023, [2023 年 12 月 16 日発表] 

[42]  清水勇介, 竹下昌之介, ” W boson mass and grand unification via the type-II seesaw-like mechanism”, 

新ヒッグス勉強会第 37 回定例会, 大阪大学, [2024 年 1 月 20 日発表] 

[43]  折見智治(田原智治：折見→田原へ改姓),「場の量子論に基づくニュートリノの振動確率とレ

プトン数の時間変化の関係」, 2023 年度第 69 回原子核三者若手夏の学校, 東京都国立オリンピ

ック記念青少年総合センター, [2023 年 8 月 20 日発表] 

[44]  折見智治(田原智治：折見→田原へ改姓),「Neutrino oscillations in Quantum Field Theory 

(Review)」, 瀬戸内サマーインスティテュート SSI2023, 広島大学, [2023 年 9 月 23 日発表] 
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[45]  Shoko Ono, “Report on Schwinger-Dyson analysis of Super Restoration”, 瀬戸内サマーインスティ

テュート SSI2023, 広島大学東広島キャンパス, [2023 年 9 月 22 日発表] 

 

学生の学会発表実績 

（国際会議） 

○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 6 件 

○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 6 件 

○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 0 件 

（国内会議） 

○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 23 件 

○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 8 件 

○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 0 件 

○各種研究員と外国人留学生の受入状況 

外国人留学生（博士後期課程 2021年10月入学） 2名 

Abdi Cendikia  

Albertus Hariwangsa Panuluh 

外国人留学生（博士前期課程 2023年10月入学） 1名 

Muhammad Azzam Alwan  

○ SSH セミナー 高等学校による大学訪問 

[1]  野中千穂：「宇宙はしずくから始まった」, 夢ナビ講義 Video の撮影, 2023 年 4 月 7 日 

[2]  野中千穂：「宇宙はしずくから始まった」, 夢ナビライブ 2023 in Summer, 2023 年 7 月 15 日,16

日 

[3]  野中千穂：「宇宙はしずくから始まった」, 広島大学附属福山高校, 2023 年 12 月 5 日 

[4]  稲垣知宏：「データに基づく推定と統計的取り扱い」, 兵庫県立星稜高等学校, 2023 年 7 月 18

日 

○ セミナー・講演会開催実績 

[1] 野中千穂：第 41 回 Heavy Ion Cafe & 第 38 回 Heavy Ion Pub 合同研究会, 2023 年 11 月 4 日,  

51 名, 名古屋大学, 世話人 

[2] 野中千穂：第 39 回 Heavy Ion Pub 研究会, 2024 年 3 月 9 日, 41 名, 奈良春日野国際フォーラム, 

世話人 

[3] 野中千穂：KEK 研究会「熱場の量子論とその応用」, 2023 年 8 月 28 日-30 日, 162 名, 高エネ

ルギー加速器研究機構研究本館小林ホール, 世話人 

[4] 石川健一：「高性能計算物理勉強会 (HPC-Phys)」アドバイザー 

第19回勉強会, 2023年8月31日(木) 13:30-17:30, 理化学研究所和光 

第20回勉強会, 2023年12月8日(金) 15:00-17:30, オンライン 

第21回勉強会, 2024年3月5日(火) 15:00-17:30, オンライン 

[5] 両角卓也：CORE-Uセミナー世話人 

第82回広島大学極限宇宙研究拠点(CORE-U)セミナー 
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「SuperKEK加速器とBelleII 実験で挑む未踏のビーム衝突性能と未知の素粒子物理」 

日時：2023年11月7日(木) 16:30-18:30, 広島大学理学部E002 

講師：植木 竜一 氏 (KEK) 

題目：SuperKEKB加速器で挑む未踏のビーム衝突性能 

講師：山田 悟 氏 (KEK)  

Belle II実験で挑む新物理探索 

[6] 両角卓也：CORE-Uセミナー世話人 

第84回広島大学極限宇宙研究拠点(CORE-U)セミナー, 

日時：2024年2月22日(木) 14:35-16:05, 広島大学先端研401N 

講師：山本 恵 氏 （広島工業大） 

題目：Phenomenological implication of flavor symmetry  

○ 国際共同研究・国際会議開催実績 

[1]  国際会議 野中千穂 

The 9th Asian Triangle Heavy-Ion Conference (ATHIC 2023), 2023 年 4 月 23 日-27 日, 198 名, 

JMS Aster Plaza(広島), Co-Chair 

[2]  国際共同研究 野中千穂 

Phenomenological analysis on high-energy heavy-ion collisions: Duke University  

共同研究者 Steffen A. Bass  

[3]  国際共同研究 野中千穂 

Construction of parton cascade model Base on SMASH: Frankfurt Univeristy   

共同研究者 Hannah Elfner 

[4]  国際共同研究 稲垣知宏 

Theory of Modified Gravity: ICREA, Barcelona 

共同研究者 Sergei D. Odintsov 

[5]  国際共同研究 稲垣知宏 

Phenomenological Imprecation of Modified Theory of Gravity: BITS-Pilani, India 

共同研究者 Bivudutta Mishura 

[6]  国際共同研究 両角卓也  

(1)Time variation of particle number: Tomsk State Pedagogical University (Russia) 

共同研究者 Takata Hiroyuki  

(2) Time variation of lepton number and cosmological neutrinos background : BRIN  

(国立研究革新庁, インドネシア) 

共同研究者 Apriadi Salim Adam 

(3) The renormalization group effects for the models with the vector-like quarks 

共同研究者 Drigantara Bayu （インドネシア） 

社会活動・学外委員 

○ 学協会委員 

[1]   野中千穂：日本物理学会男女共同参画推進委員会委員 オブザーバー 

[2]   野中千穂：日本物理学会研究費配分に関する教育研究環境検討委員会オブザーバー 

[3]   野中千穂：日物応物男女共同参画連絡会メンバー, 代表 
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[4]   野中千穂：日本物理学会代議員 

[5]   野中千穂：名古屋大学素粒子宇宙起源研究所客員研究員 

[6]   野中千穂：QCD Matter Open Forum (QCDMOF) 世話人 

[7]   野中千穂：一般財団法人高度情報科学技術研究機構 神戸センター, 課題審査のためのレビュ

アー 

[8]   野中千穂：日本物理学会理論核物理領域代表 

[9]   野中千穂：核理論委員会委員 

[10]  野中千穂：日本物理学会プログラム委員（HAWAII2023, 第 6 回日米物理学会 合同核物理分

科会） 

[11]  野中千穂 : 日本学術振興会「特別研究員等審査会専門委員, 卓越研究員候補者選考委員会書

面審査員及び国際事業委員会書面審査員・書面評価員」 

[12]  野中千穂 : 日本物理学会学生優秀発表賞審査委員 

[13]  野中千穂：第 20 回日本物理学会 Jr.セッション（2024）第 1 次審査委員 

[14]  野中千穂：第 20 回日本物理学会 Jr.セッション（2024）当日審査委員 

[15]  稲垣知宏：情報処理学会情報処理教育委員会委員長 

[16]  稲垣知宏：情報処理学会一般情報教育委員会委員 

[17]  稲垣知宏：情報処理学会アクレディテーション委員会委員 

[18]  稲垣知宏：情報処理学会情報科教員・研修委員会委員 

[19]  稲垣知宏：日本パグウォッシュ会議運営委員会委員長 

[20]  石川健一：今後の HPCI を使った計算科学発展のための検討会委員 

[21]  両角卓也：令和 5 年度(2023 年度）日本学術振興会 特別研究員等審査会専門委員卓越研究

員候補者選考委員会書面審査員及び国際事業委員会書面審査員・書面評価員 

○ 講習会・セミナー講師 

[1]  野中千穂：“Exploring Chirality in High-Energy Heavy-Ion Collisions”, SKCM2 lunch seminar,  

広島大学, 2023 年 4 月 20 日 

[2]  野中千穂：“Relativistic Resistive Magneto-Hydrodynamics in High-Energy Heavy-Ion Collisions”,  

ニールスボーア研究所, デンマーク, 2023 年 11 月 21 日 

[3]  野中千穂：“Exploring Chirality and Knot in Quantum Chromodynamics”, Winter school WPI-SKCM2, 

広島大学, 2023 年 12 月 22 日 

[4]  野中千穂：“Relativistic Resistive Magneto-Hydrodynamics in High-Energy Heavy-Ion Collisions”,  

理化学研究所, 2024 年 1 月 18 日 

[5]  稲垣知宏：「カルタン形式の F(R)修正重力理論」, 岡山理科大学, 2023 年 7 月 27 日 

[6]  稲垣知宏：「対称性が織りなす素粒子の世界」, 岡山理科大学, 2023 年 7 月 27 日 

[7]  稲垣知宏：「数理・データサイエンス・AI 教育を始めませんか 〜大学の現状とカリキュラム

について〜」, 広島文化学園大学 FD, オンライン, 2023 年 12 月 1 日 

[8]  坂井あづみ：“Hydrodynamic fluctuations in high-energy heavy-ion collisions”, The High Energy 

Theory Group Friday Seminar (Academia Sinica) Taiwan (Online), 2024 年 1 月 12 日 

[9]  井澤幸邑：「非可換離散対称性を用いたフレーバー模型の構築と数値解析」,  

新潟大学セミナー, 新潟大学, 2024 年 3 月 11 日 

[10]  上村直樹：「Second Higgs doublet を使ったニュートリノ質量」, 岡山理科大学長尾研究室セミ

ナー, 2023 年 12 月 26 日 
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研究助成金の受入状況 

[1]  野中千穂：科学研究費補助金基盤研究(A), 高エネルギー原子核衝突実験の理解に基づく超高

温 QCD 物質・QCD 相転移現象の解明（2020 年度～2024 年度, 研究代表者,  

2023 年度 3,400 千円） 

[2]  野中千穂：科学研究費補助金基盤研究(A), 物理学・情報科学に共通する大規模行列関数の総

合的数値計算法の創成（2020 年度～2024 年度, 研究分担者, 2023 年度 600 千円） 

[3]  稲垣知宏：科学研究費補助金基盤研究(B), 一般情報教育のデジタルトランスフォーメーショ

ン（DX）（2023 年度～2026 年度, 研究分担者, 2023 年度 2,000 千円） 

[4]  稲垣知宏：科学研究費補助金基盤研究(C), SNS メディアリテラシー教育における評価指標と

しての信頼度とシェア行動の検討（2023 年度～2026 年度, 研究分担者, 2023 年度  

120 千円） 

[5]  石川健一：令和 5 年度科学技術試験委託事業「次世代計算基盤に係る調査研究」（システム調

査研究）（令和 5 年度・委託機関：神戸大学, 再委託機関：広島大学, 2023 年度分担：2,057 千円） 

[6]  石川健一：科学研究費補助金基盤研究(C), 行列模型を用いたラージ N 質量スペクトルの研究

（2021 年度～2024 年度, 研究分担者, 2023 年度 100 千円） 

○その他 

[1] 石川健一(ほか学外者7名)が第10回HPCI利用研究課題優秀成果賞を受賞 

[2] Masahiko Taniguchi, “Cartan F(R) Gravity and Cosmological Accelerated Expansion” 2023.6.21  

Masahiko Taniguchi, The Best Poster Presentation Award を受賞  at Symmetry 2023 International 

Conference 

[3] Shoko Ono, “Nonlinear analysis of strong coupling gauge theory on Torus” 2023.9.4-8, Belgrade, Serbia 

the best lecture award for young researchers presented at the 3rd Conference on Nonlinearity 

 

 

 

 

○宇宙物理学グループ 

研究活動の概要（岡部信広） 

銀河団の弱い重力レンズ解析を中心とする多波長観測の研究を行った。銀河団は宇宙で最大の

天体であり，その質量の約85％が暗黒物質で占められ，目で見ることができる通常の物質（バリ

オン）のうち高温ガスが約10％，銀河が約5％占められる。高温ガスはX線衛星やスニヤエフ・ゼ

ルドビッチ(SZ)効果を観測する電波望遠鏡で，銀河は光学望遠鏡を通して観測される。これらの

観測から銀河団の質量分布を測定するためには様々な仮定が必要となる。一方，背景銀河に対す

る弱い重力レンズ効果は銀河団の力学状態によらず，銀河団の質量分布を測定する唯一の観測手

法である。また，各構成要素を直接観測する複数の手法を組み合わせる研究を多波長研究と呼ぶ。 

高角度分解能SZ効果とすばる望遠鏡データを組み合わせた論文と，すばる望遠鏡HSC-SSP領域

にある銀河団ガスのX線論文などを執筆した。SZ効果を使った論文では赤方偏移z〜1程度の銀河

団中心部ガスコアの様子を観測し，低赤方偏移のコアの進化への初期段階であることをが分かっ

た。HSC-SSP領域ではいずれ集まる弱い重力レンズ質量と比較するためにX線解析を行った。 
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研究活動の概要（西澤篤志） 

重力波によるアクシオン暗黒物質探査について研究を行った。我々の宇宙に存在するほとんど

の物質は未知の暗黒物質であり，アクシオンはその候補の1つとして考えられてきた。天の川ハロ

ーには複数のアクシオン雲が存在していると考えられており，アクシオンのグラビトンへの崩壊

が，重力波の伝播に影響を与える。我々は，これまでに検出された連星合体由来の重力波信号の

周辺にアクシオン特有の特徴的な信号を探すことで，アクシオンの重力結合定数に対して先行研

究より最大で約10倍強い制限を課した。この成果は名古屋大学と京都大学で開催された国際会議，

および，日本物理学会にて報告した。一方，主に東京大学理学系研究科の安東研究室で行われて

いるアクシオン探査のテーブルトップ実験にも理論・データ解析の方面から参加し共同研究を行

っており，その最初の観測結果を論文として発表した。また，科研費「原始重力波観測へ向けた

前景放射除去のための統計データ解析法の開発」の研究において，連星合体により生成される前

景放射の偏極に関する性質を調べ，その成果を韓国ポハンで開催された国際会議で報告した。科

研費「重力波が届けるマルチメッセンジャー観測の号砲」の研究において，連星ブラックホール

合体からの重力波の母銀河の同定可能性について数値シミュレーションを行い，その成果を岐阜

で開催された国際会議で報告した。個人的な研究とは別に，重力波観測国際コラボレーションで

ある LIGO-Virgo-KAGRAに参加しており，コラボレーションとして3編の観測成果と観測技術に

関する論文を発表した。 

研究活動の概要（木坂将大） 

強磁場を持ち高速で自転するブラックホールや中性子星は，その周囲にプラズマで満たされた

磁気圏を形成する。この磁気圏から放出されるジェットなどの相対論的プラズマ流の形成過程の

解明は宇宙物理学における重要な課題の一つである。これを解明するには，磁気圏の電磁場構造

とそこで起こる粒子加速，電磁波放射，粒子生成を含む電磁カスケードを考慮したプラズマのダ

イナミクスを明らかにする必要がある。ブラックホール近傍での電磁カスケード現象を観測的に

検証するには，電磁カスケードに伴って非常に高エネルギーまで加速された粒子からの超高エネ

ルギーガンマ線を検出する必要がある。ただし，この明るいガンマ線放射が期待されるのは質量

膠着率が低い天体である。このような天体として，銀河系内に存在すると考えられている連星系

を成していない孤立した太陽質量の10倍程度のブラックホールが期待されている。そこで，この

ような天体を効率的に検出することを目的として，一般相対論的プラズマ粒子シミュレーション

を用いて，ブラックホール近傍からのガンマ線光度やエネルギースペクトルを調べた。特に周囲

の環境にガンマ戦の特性がどのように依存するかを明らかにした。これにより効率的な検出方法

や期待される検出数が評価でき，将来観測に非常に役立つと期待できる。 

また，高密度星である白色矮星でも中性子星やブラックホールで期待される電磁カスケード現

象が起きている可能性があることから，X線観測データを用いて白色矮星からの電磁カスケード

起源のX線の探査を行い，1つの候補天体を発見した。この天体のX線光度に対して，具体的にど

のような粒子加速と電磁波放射過程が働いているかのモデルを新たに提案した。 

 

原著論文 

[1] T. Kitayama, S. Ueda, N. Okabe, T. Akahori, M. Hilton, and 13 others “Galaxy clusters at z ~1 imaged 

by ALMA with the Sunyaev-Zel'dovich effect”, PASJ, 75, 311-337 (2023) 
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[2] ◎H. Poon, N. Okabe, Y. Fukazawa, D. Akino, C. Yang, “Scaling relations of X-ray luminous clusters in 

the Hyper Suprime-Cam Subaru Strategic Program field”, MNRAS, 520, 6001-6016 (2023) 

[3] K. Kurahara et al. (N. Okabe is the 9th of 14 others), “Diffuse radio source candidate in CIZA J1358.9-

4750”, PASJ, 75, S138-S153 (2023) 

[4] R. Abbott et al. (LIGO Scientific Collaboration, Virgo Collaboration, and KAGRA Collaboration, A. 

Nishizawa), “GWTC-3: Compact Binary Coalescences Observed by LIGO and Virgo during the Second 

Part of the Third Observing Run”, Physical Review X 13, 041039 (2023). 

[5] Yuka Oshima, Hiroki Fujimoto, Masaki Ando, Tomohiro Fujita, Jun'ya Kume, Yuta Michimura, Soichiro 

Morisaki, Koji Nagano, Atsushi Nishizawa, and Ippei Obata, “First Results of Axion Dark Matter Search 

with DANCE”, Physical Review D, 108, 072005 (2023). 

[6] T. Akutsu et al. (KAGRA Collaboration., A.Nishizawa), “Overview of KAGRA: Data transfer and 

management”, Progress of Theoretical and Experimental Physics, 2023, 10A102 (2023). 

[7] R. Abbott et al. (LIGO Scientific Collaboration, Virgo Collaboration, and KAGRA Collaboration, A. 

Nishizawa), “Search for Gravitational Waves Associated with Fast Radio Bursts Detected by CHIME/FRB 

during the LIGO–Virgo Observing Run O3a”, The Astrophysical Journal, 955, 155 (2023). 

[8]  J. Takata, H.-H. Wang, L.C.-C. Lin, S. Kisaka, “Efficiency of Nonthermal Pulsed Emission from Eight 

MeV Pulsars”, ApJ, 965 (2024) 126 

[9]  K. Kin, S. Kisaka, K. Toma, S. Kimura, A. Levinson, “One-dimensional General Relativistic Particle-

in-cell Simulations of Stellar-mass Black Hole Magnetospheres: A Semianalytic Model of Gamma-Rays 

from Gaps”, ApJ, 964 (2024) 78 

 

著書，総説 

[1] 上田周太朗, 北山 哲, 岡部信広,「アルマ電波遠鏡による 5 秒角スニヤエフ–ゼルドビッチ効果

の銀河団観測」天文月報, 2024 年 2 月号 p92 

[2] LST 計画推進グループ（岡部信広）,「大型サブミリ波望遠鏡 LST 計画 科学白書 2023」,  

2024 年 1 月（第 3 章 宇宙の大規模構造と観測的宇宙論, 担当） 

 

著作 

該当無し 

 

国際会議 

（招待講演） 

[1] S. Kisaka, “Global Particle Simulation of Pulsar Magnetospheres”, Cosmic Plasma Revisited: New 

Landscape of High-Energy Astrophysical Bursts, 京都大学, 2023年10月25日-27日, 参加者41名 

（一般講演） 

[1] A. Nishizawa, “Observational constraints on axion dark matter from GW propagation”, YITP long-term 

workshop: Gravity and Cosmology 2024, 2024.1.29-3.1, Kyoto Univ., Japan 

[2] A. Nishizawa, “When should we follow-up binary black-hole mergers?”, Transformative Research Areas 

(A): The creation of multi-messenger astrophysics, The first Annual Area Symposium, 2023.12.4-6, Gero, 

Gifu, Japan 
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[3] A. Nishizawa, “Stochastic gravitational wave background from axion dark matter”, One-day workshop: 

Search for new particles using gravitational waves (SNPGW), 2023.12.2, Nagoya Univ., Japan 

[4] A. Nishizawa, “Circular Polarizations of the Astrophysical Gravitational Wave Background”, Black Hole 

and Gravitational Waves: from modified theories of gravity to data analyses, 2023.9.4-8, APCTP, Pohang, 

Korea 

[5] S. Kisaka, “Global Particle Simulation of Pulsar Magnetosphere”, Polish - Japanese Workshop on 

Extreme Field and Plasma around Pulsar Magnetosphere, University of Zielona Gora, 2024.3.11-12,  

参加者 13 名 

[6] S. Kisaka, “Pulsar theory vs observation”, Pulsar mini workshop in Yamagata, 山形大学, 2023.10.2-3, 

参加者 13 名 

 

国内学会 

（招待講演） 

[1] 岡部信広,「TMT への期待」, TMT 情報交換会, 2024 年 2 月 27 日, 広島大学 東広島キャンパス 

[2] 西澤篤志,「重力波による重力理論検証の最前線」, 日本物理学会年次大会, 2023 年 9 月 16 日-

19 日, 東北大学 青葉山キャンパス 

[3] 西澤篤志,「2030 年代の重力波プロジェクト」, TMT 情報交換会, 2024 年 2 月 27 日, 広島大学 

東広島キャンパス 

[4] 西澤篤志,「重力勾配雑音」, 素粒子・宇宙・重力と量子センシング 第 1 回「原子干渉計と重

力波観測」, 2024 年 1 月 22 日-23 日, 九州大学 伊都キャンパス 

[5] 木坂将大,「パルサー磁気圏での粒子加速と粒子生成」, 名大 ISEE 共同研究集会「宇宙プラズ

マとレーザー生成プラズマにおける粒子加速・加熱に関する研究集会」, 名古屋大学, 2024 年 3

月 4 日-5 日, 参加者約 50 名 

（一般講演） 

[1] 西澤篤志, Lorenzo Valbusa Dall'Armi, 筒井拓也,「背景重力波探索によるアクシオン暗黒物質へ

の観測的制限」, 日本物理学会 2024 年春季大会, 2024 年 3 月 18 日-21 日, オンライン 

[2] 木坂将大,「可視光観測で探る中性子星の物理」, TMT 情報交換会, 広島大学, 2024 年 2 月 27

日, 参加者約 20 名 

[3] 木坂将大,「パルサー磁気圏の Y ポイント近傍の構造」, 2024 年冬季「中性子星・超新星残骸

及び関連天体」研究会, オンライン, 2024 年 2 月 26 日, 参加者約 20 名 

[4] 木坂将大,「Electric current circuit in pulsar magnetospheres」, ~中性子星の観測と理論~ 研究活性

化ワークショップ 2023, 京都大学, 2023 年 9 月 6 日-8 日, 参加者約 130 名 

[5] 木坂将大,「高密度星磁気圏の数値シミュレーション」, 天体理論グループ 10 周年記念研究

会: 杜の都における宇宙物理の 10 年, 東北大学, 2023 年 7 月 28 日-19 日, 参加者約 40 名 

[6] 木坂将大,「パルサー磁気圏の電流回路形成」, 高エネルギー天体現象に関するミニワークシ

ョップ, 東北大学, 2023 年 5 月 18 日, 参加者約 20 名 
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学生の学会発表実績 

（国際会議） 

○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 0 件 

○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 0 件 

○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 0 件 

（国内学会） 

○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 0 件 

○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 0 件 

○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 0 件 

 

社会活動・学外委員 

○学協会委員 

[1]  岡部信広：HSC collaboration, cluster working group chair 

[2]  岡部信広：HSC-XXL collaboration, negotiator 

[3]  岡部信広：HSC-eROSITA collaboration, cluster working group coordinator 

[4]  岡部信広：日本学術振興会 特別研究員等審査会審査委員及び国際事業委員会書面審査員・

書面評価員査 

[5]  西澤篤志：日本物理学会誌 編集委員 

○講習会・セミナー講師 

[1] 木坂将大：PSR Bi-Monthly Meeting,「パルサーの X 線偏光観測とパルサー磁気圏の放射領域」, 

2023 年 12 月 16 日, オンライン 

[2] 木坂将大：慶應義塾大学理論ゼミ,「中性子星の多様性とクラストの弾性力」, 2023 年 5 月 23

日, オンライン 

○SSHセミナー, 講演会開催実績, 講習会 

[1] 木坂将大：高大連携公開講座 宇宙のマルチメッセンジャー観測,「重力波観測」, 2023年7月

24日, 広島大学 

○国内研究会開催 

[1] 木坂将大：「～中性子星の観測と理論～研究活性化ワークショップ 2023」, 2023 年 9 月 6 日-8

日, 参加者約 130 名, 主催 

○国際共同研究・国際会議開催実績 

[1] 木坂将大：「Polish - Japanese Workshop on Extreme Field and Plasma around Pulsar 

Magnetosphere」, 2024 年 3 月 11 日-12 日, 参加者 13 名, 主催 

[2] 木坂将大：「Pulsar mini workshop in Yamagata」, 2023 年 10 月 2 日-3 日, 参加者 13 名, 主催 
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○研究助成金の受入状況 

[1] 岡部信広：科学研究費補助金 国際共同研究加速基金（国際共同研究強化（B））「HSC-SSP 光

学サーベイと eROSTIA X 線サーベイによる精密宇宙論」（2019 年度～2024 年度, 代表, 2023 年

度 900 千円） 

[2] 西澤篤志：学術変革領域研究（A）研究分担者:「重力波が届けるマルチメッセンジャー観測

の号砲」（2023-2028 年度, 2023 年度 500 千円） 

[3] 西澤篤志：基盤（A）研究分担者:「重力波によるスカラー新粒子の探索」（2023-2028 年度, 

2023 年度 総額 650 千円） 

[4] 西澤篤志：基盤（C）研究代表者:「原始重力波観測へ向けた前景放射除去のための統計デー

タ解析法の開発」（2023 年度～2027 年度, 2023 年度 1,300 千円） 

[5] 木坂将大：科学研究費補助金, 基盤研究（B）「中性子星の磁気圏物理から迫る Repeating FRB 

の解明」（2022-2025 年度, 代表, 2023 年度 10 千円） 

[6] 木坂将大：東北大学惑星プラズマ・大気研究センター共同利用研究「かにパルサーと FRB 

20201124A 多周波観測で迫る Fast Radio Burst の起源解明」（2023 年度, 代表, 2023 年度 100 千

円） 

[7] 木坂将大：科学研究費補助金, 基盤研究（B）「強磁場高密度天体で探るアクシオン暗黒物

質」（2021-2024 年度, 分担, 2023 年度 800 千円） 

[8] 木坂将大：科学研究費補助金, 基盤研究（C）「中性子星磁気圏のグローバル数値シミュレー

ション」（2022-2025 年度, 分担, 2023 年度 170 千円） 

○その他特記すべき事項 

受賞 

[1] 西澤篤志：APS Outstanding Referees, 2024年3月1日 

 

 

 

 

○クォーク物理学グループ 

研究活動の概要 

宇宙創成のシナリオ完成を目指し，欧州CERN研究所LHC加速器における国際共同実験研究

ALICEを軸に，高エネルギー原子核衝突により生成する超高温クォーク物質の究明を進めている。

ALICE実験において前方領域のミュー粒子を用いた新測定や高精度測定を実現する前方ミュー粒

子飛跡検出器MFTをフランスなどの研究機関およびCERN研究所と連携して開発建設導入し，

2022年からLHC加速器第3期運転を開始した。併せて同第2期運転で収集済の衝突実験データの物

理解析にも注力し，ALICE国際共同実験共著として査読学術論文75編を公表した。ALICE実験以

前から継続してきた米国BNL研究所RHIC加速器における国際共同実験研究PHENIXはデータ収集

完了済であるが，継続的な物理解析に基づき国際共同実験共著として査読学術論文3編を公表した。

国内においては固定標的を用いるJ-PARC E16実験を並行して進め，査読学術論文2編を公表した。

併せて次期計画も重視し，BNL研究所で2032年開始を予定するEIC加速器ePIC実験，CERN研究所

で2035年開始を予定するALICE 3実験に向けた検出器開発を開始した。並行して，宇宙暗黒成分源

となり得る未知素粒子の探索に取組み，欧州連合内超高強度レーザーおよび国内の中規模レーザ

ーを用いた探索実験により，査読学術論文2編を公表した。加えて，同等原理に基づきマイクロ波
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を用いる探索へ向けた超伝導検出器開発を，高エネルギー加速器研究機構（KEK）量子場計測シ

ステム国際拠点（WPI-QUP）および産総研と共同で始動した。さらに，広く宇宙プラズマ物理学

と太陽物理学の理論的研究を進め，プラズマ物理学と高エネルギー原子核物理学の学際領域の新

規開拓をも推進した。 

2023年度の人事や受賞などを纏める。八野哲助教が2023年5月より本学WPI持続可能性に寄与す

るキラルノット超物質拠点特任助教に転籍した。桐田勇利（大学院博士課程後期3年）が2024年3

月に博士（理学）の学位を取得した。栗田峻輔（大学院博士課程前期1年）が粒子物理コンピュー

ティングサマースクール発表会優秀賞を受賞した。大矢元海（大学院博士課程後期3年），徳本涼

香（同2年）が日本学術振興会特別研究員DC2に，江島廉（同1年）が同DC1に，各々採用された。

江島廉（前出），老田将大（大学院博士課程前期1年），村岡俊一郎（同）がWPI広島大学「持続可

能性に寄与するキラルノット超物質拠点」研究員に採用された。 

志垣賢太教授は，2022年から開始したALICE実験第3期運転の物理データ解析に着手し，特に新

規導入したMFT検出器を用いて，カイラル対称性回復現象の探索や原子核偏心衝突で生成する宇

宙最高強度磁場の直接検出に向け，多面的な検討と解析作業を推進した。また，次期計画ePIC実

験に向け，新規半導体検出素子を用いる飛行時間測定器の開発を日本主導で進めるべく，環境整

備を進めた。日本国内では，J-PARC（茨城県）において，量子色力学相図の有限密度領域で物質

質量起源に迫る点でALICEおよびPHENIX実験と相補的な共同実験研究E16を継続し，データ取得

準備を整えた。併せて，複数の理論研究者との共同研究を進め，カイラル対称性回復現象の実験

的検出や関連する新奇現象の探索などに向けて進展を得た。科研費基盤研究（A）の代表者，日米

科学技術協力事業（高エネルギー物理学分野）特別枠の日本側代表者として研究を展開し，また，

日本物理学会代議員，核物理委員などを務めた。本学内では，WPI研究拠点SKCM2の主任研究者

を兼担している。教育面では，大学院博士課程後期学生4名，同前期学生7名，学部卒業研究生2名

を指導し，修士（理学）3名（外国人留学生1名を含む），学士（理学）2名を輩出した。 

山口頼人准教授は，ALICE実験第3期運転でのMFT検出器制御系運用責任者を前年度に引き続き

務め，また，2024年3月からはMFT検出器全体運用責任者として物理データ取得に向けた検出器運

用を主導している。ALICE実験データ解析ではMFT検出器データを用いたミュー粒子対による重

クォーク測定，未知のハドロン束縛状態探索に向けた陽子-Ω粒子相関測定を進めている。2023年

秋にFAIR加速器・CBM実験の準メンバーとして活動を開始し，同じくCBM実験の準メンバーでも

あるJ-PARC加速器・E16実験の共同研究者と協力し，シリコン検出器STSの磁場中での動作検証お

よびE16実験の物理データ取得を行っている。また，LHC加速器次期実験計画であるALICE 3実験

に参画する日本グループをとりまとめており，センサーと読出部が一体化した最先端シリコン検

出器であるMAPS検出器の次世代核心技術開発を進めている。この技術開発のために立ち上げた

複数の大型高エネルギー物理実験に従事する日本・フランス・韓国の研究者による研究協力体制

とともに，2024年3月にKEK・PF-ARテストビームを用いたプロトタイプMAPS性能評価試験を行

った。以上の研究は大学院博士課程後期学生2名，同前期学生2名，学部卒業研究生2名と共に行っ

た。 

本間謙輔准教授は，宇宙の暗黒成分の源となり得る光と弱く結合するeVおよびsub-eV質量領域

にある未知素粒子を，誘導共鳴光子散乱(=真空内四光波混合)過程を介して探索することを目指し，

欧州連合の超高強度レーザーを用いるExtreme Light Infrastructureプロジェクト（ELI）の原子核部

門（ELI-NP），および，京都大学化学研究所において中規模のレーザーを用いた探索実験を，科研
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費基盤研究（A）と京都大学化学研究所課題提案型共同研究の助成の下で推進した。並行して，高

強度レーザーの基礎物理学への応用を主眼とする国際会議を1つ共同主催し，もう1つ組織委員と

して貢献した。さらに，マイク波ビームによるmeVおよびμeVの質量域探索のための準備研究を推

進し，レーザーとマイクロ波の互いに関連し合う研究成果を，複数の国際/国内会議にて指導大学

院生らと共に報告した。2023年度は，マイクロ波用単一光子センサーとして，超伝導センサーに

着眼し，新規に高エネルギー加速器研究機構（KEK）量子場計測システム国際拠点（WPI-QUP）

連携研究員となり，指導大学院生2名をQUP内の新着希釈冷凍機の立ち上げにインターンシップと

して参画させ，極低温技術の習得に尽力した。並行して，超伝導センサー本体を製作できる産総

研部門と共同研究契約を結び，広島大学−産総研マッチングファンド事業から，超伝導遷移端セン

サー（TES）を用いる共同研究に対して助成を獲得し，準備研究を始動した。 

三好隆博助教は，宇宙プラズマ物理学に関する理論・シミュレーション研究およびプラズマ流

体モデルに対する先進的数値解法の研究開発を広く推進するとともに，プラズマ物理学と高エネ

ルギー原子核物理学との新たな学際領域の開拓を目指している。太陽大気中のプラズマ爆発現象

の解明と予測には太陽大気磁場の解析が不可欠であるが，太陽大気磁場の直接観測は困難である。

そこで太陽大気磁場の構造を推定するため，米国ニュージャージー工科大の井上助教，名大ISEE

の草野教授，JAXA/ISASの鳥海准教授と共同で，太陽表面ベクトル磁場から太陽大気中の磁気静

水圧平衡磁場を外挿する磁気流体力学緩和法の開発を進めた。特に本年度は，前年度に発足した，

世界中で提案された磁気静水圧平衡磁場モデルの公正な比較研究を実施し，モデルの改良を促進

する国際共同研究チーム「Magnetohydrostatic Modeling of the Solar Atmosphere with New Datasets」

（PI: Zhu Xiaoshuai & Chifu Lulia，スイス国際宇宙科学研究所／スイス国際宇宙科学研究所北京支

部）の初会合を開催した。また，井上助教の率いるニュージャージ工科大のチームと共同で，太

陽表面磁場観測データを用いた太陽コロナ噴出現象に関する磁気流体力学シミュレーションを実

施し，太陽大気磁場のトーラス不安定性に対する磁気リコネクションの役割を明らかにした。併

せて，JAMSTECの簑島研究員とプラズマ爆発現象における最重要物理過程である磁気リコネクシ

ョンについて，また総研大のWehmeyer大学院生と完全二流体プラズマ方程式に対する先進的数値

解法について，それぞれ共同研究・開発を進めた。さらには，高エネルギー原子核物理学，高エ

ネルギー宇宙物理学，およびプラズマ物理学にまたがる学際領域の創生を目指し，本学の野中教

授，Benoit博士研究員，駒澤大高橋講師らと議論を深めた。 

八野哲助教は，陽子質量やスピンの生成機構，クォークの閉じ込め機構の解明を目指し，米国

ePIC実験と欧州ALICE実験を推進した。ePIC実験では，2023年4月に同実験主要粒子識別検出器

TOFの副責任者に選任され，開発を牽引した。ALICE実験では，高エネルギーハドロン衝突を用い

たグルーボール探索を新たに提案し，ALICE第2期運転（2015-2018）で取得したデータの解析を行

った。加えて，ALICE第3期運転で新たに導入したMFTを用いたミュー粒子飛跡再構成手法の開発

も主導した。 
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[4]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Measurements of long-range two-particle 

correlation over a wide pseudorapidity range in p-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.0 TeV”, 

10.1007/JHEP01(2024)199, JHEP, 01, 199, 2024. 

[5]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Probing the chiral magnetic wave with 

charge-dependent flow measurements in Pb-Pb collisions at the LHC”, 10.1007/JHEP12(2023)067, 

JHEP, 12, 067, 2023. 

[6]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Prompt and non-prompt J⁄ψ production at 

midrapidity in Pb-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 10.1007/JHEP02(2024)066, JHEP, 02, 066, 2024. 

[7]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Skewness and kurtosis of mean transverse 

momentum fluctuations at the LHC energies”, 10.1016/j.physletb.2024.138541, Phys. Lett. B, 850, 

138541, 2024. 

[8]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “System-size dependence of the hadronic 

rescattering effect at energies available at the CERN Large Hadron Collider”, 

10.1103/PhysRevC.109.014911, Phys. Rev. C, 109, 014911, 2024. 

[9]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Study of flavor dependence of the baryon-to-

meson ratio in proton-proton collisions at √𝑠 = 13 TeV”, 10.1103/PhysRevD.108.112003, Phys. Rev. D, 

108, 112003, 2023. 

[10]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Charm production and fragmentation 

fractions at midrapidity in pp collisions at √𝑠 = 13 TeV”, 10.1007/JHEP12(2023)086, JHEP, 12, 086, 

2023. 

[11]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Measurement of non-prompt D^0-meson 

elliptic flow in Pb-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 10.1140/epjc/s10052-023-12259-3, Eur. Phys. J. 

C, 83, 1123, 2023. 

[12]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Pseudorapidity dependence of anisotropic 

flow and its decorrelations using long-range multiparticle correlations in Pb-Pb and Xe-Xe collisions”, 

10.1016/j.physletb.2024.138477, Phys. Lett. B, 850, 138477, 2024. 

[13]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Measurement of the low-energy antitriton 

inelastic cross section”, 10.1016/j.physletb.2023.138337, Phys. Lett. B, 848, 138337, 2024. 

[14]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Energy dependence of coherent 

photonuclear production of J⁄ψ mesons in ultra-peripheral Pb-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 

10.1007/JHEP10(2023)119, JHEP, 10, 119, 2023. 

[15]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Accessing the strong interaction between Λ 

baryons and charged kaons with the femtoscopy technique at the LHC”, 

10.1016/j.physletb.2023.138145, Phys. Lett. B, 845, 138145, 2023. 

[16]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Exclusive and dissociative J⁄ψ 

photoproduction, and exclusive dimuon production, in p-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 8.16 TeV”, 

10.1103/PhysRevD.108.112004, Phys. Rev. D, 108, 112004, 2023. 

[17]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Data-driven precision determination of the 

material budget in ALICE”, 10.1088/1748-0221/18/11/P11032, JINST, 18, P11032, 2023. 

[18]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Measurement of inclusive J⁄ψ pair 

production cross section in pp collisions at √𝑠 = 13 TeV”, 10.1103/PhysRevC.108.045203, Phys. Rev. 

C, 108, 045203, 2023. 

[19]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Study of the p-p-K+ and p-p-K- dynamics 

using the femtoscopy technique”, 10.1140/epja/s10050-023-01139-9, Eur. Phys. J. A, 59, 298, 2023. 

[20]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Inclusive and multiplicity dependent 

production of electrons from heavy-flavour hadron decays in pp and p-Pb collisions”, 

10.1007/JHEP08(2023)006, JHEP, 08, 006, 2023. 



Ⅱ－40 

[21]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Measurements of inclusive J⁄ψ production at 

midrapidity and forward rapidity in Pb-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 

10.1016/j.physletb.2024.138451, Phys. Lett. B, 849, 138451, 2024. 

[22]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Higher-order correlations between different 

moments of two flow amplitudes in Pb-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 

10.1103/PhysRevC.108.055203, Phys. Rev. C, 108, 055203, 2023. 

[23]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Inclusive photon production at forward 

rapidities in pp and p-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 10.1140/epjc/s10052-023-11729-y, Eur. Phys. 

J. C, 83, 661, 2023. 

[24]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Azimuthal correlations of heavy-flavor 

hadron decay electrons with charged particles in pp and p-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 

10.1140/epjc/s10052-023-11835-x, Eur. Phys. J. C, 83, 741, 2023. 

[25]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Measurement of the radius dependence of 

charged-particle jet suppression in Pb-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 

10.1016/j.physletb.2023.138412, Phys. Lett. B, 849, 138412, 2024. 

[26]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Measurement of the non-prompt D-meson 

fraction as a function of multiplicity in proton-proton collisions at √𝑠 = 13 TeV”, 

10.1007/JHEP10(2023)092, JHEP, 10, 092, 2023. 

[27]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Symmetry plane correlations in Pb-Pb 

collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 2.76 TeV”, 10.1140/epjc/s10052-023-11658-w, Eur. Phys. J. C, 83, 576, 2023. 

[28]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Production of pions, kaons, and protons as a 

function of the relative transverse activity classifier in pp collisions at √𝑠 = 13 TeV”, 

10.1007/JHEP06(2023)027, JHEP, 06, 027, 2023. 

[29]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “First measurement of prompt and non-

prompt D*+ vector meson spin alignment in pp collisions at √𝑠 = 13 TeV”, 

10.1016/j.physletb.2023.137920, Phys. Lett. B, 846, 137920, 2023. 

[30]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Measurement of the production of 

(anti)nuclei in p-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 8.16 TeV”, 10.1016/j.physletb.2023.137795, Phys. Lett. B, 

846, 137795, 2023. 

[31]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Pseudorapidity densities of charged 

particles with transverse momentum thresholds in pp collisions at √𝑠 = 5.02 and 13 TeV”, 

10.1103/PhysRevD.108.072008, Phys. Rev. D, 108, 072008, 2023. 

[32]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Multiplicity dependence of charged-particle 

production in pp, p-Pb, Xe-Xe and Pb-Pb collisions at the LHC”, 10.1016/j.physletb.2023.138110, Phys. 

Lett. B, 845, 138110, 2023. 

[33]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Investigation of K^+ K^- interactions via 

femtoscopy in Pb-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 2.76 TeV at the CERN Large Hadron Collider”, 

10.1103/PhysRevC.107.054904, Phys. Rev. C, 107, 054904, 2023. 

[34]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Enhanced Deuteron Coalescence 

Probability in Jets”, 10.1103/PhysRevLett.131.042301, Phys. Rev. Lett., 131, 042301, 2023. 

[35]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Measurement of electrons from beauty-

hadron decays in pp and Pb-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 10.1103/PhysRevC.108.034906, Phys. 

Rev. C, 108, 034906, 2023. 

[36]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “J⁄ψ production at midrapidity in p-Pb 

collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 8.16 TeV”, 10.1007/JHEP07(2023)137, JHEP, 07, 137, 2023. 

[37]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “First measurement of Λc
+ production down 

to pT = 0 in pp and p-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 10.1103/PhysRevC.107.064901, Phys. Rev. C, 

107, 064901, 2023. 

[38]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Light (anti)nuclei production in Pb-Pb 

collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 10.1103/PhysRevC.107.064904, Phys. Rev. C, 107, 064904, 2023. 



Ⅱ－41 

[39]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Production of Ks
0, Λ (Λ ̅), Ξ± and Ω± in jets 

and in the underlying event in pp and p-Pb collisions”, 10.1007/JHEP07(2023)136, JHEP, 07, 136, 2023. 

[40]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Measurement of the angle between jet axes 

in pp collisions at √𝑠 = 5.02 TeV”, 10.1007/JHEP07(2023)201, JHEP, 07, 201, 2023. 

[41]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Two-particle transverse momentum 

correlations in pp and p-Pb collisions at LHC energies”, 10.1103/PhysRevC.107.054617, Phys. Rev. C, 

107, 054617, 2023. 

[42]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Jet-like correlations with respect to Ks
0 and 

Λ (Λ ̅) in pp and Pb-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 10.1140/epjc/s10052-023-11614-8, Eur. Phys. J. 

C, 83, 497, 2023. 

[43]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Measurements of azimuthal anisotropies at 

forward and backward rapidity with muons in high-multiplicity p-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 8.16 TeV”, 

10.1016/j.physletb.2023.137782, Phys. Lett. B, 846, 137782, 2023. 

[44]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “ψ(2S) Suppression in Pb-Pb Collisions at 

the LHC”, 10.1103/PhysRevLett.132.042301, Phys. Rev. Lett., 132, 042301, 2024. 

[45]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Measurement of the Lifetime and Λ 

Separation Energy of Λ3H”, 10.1103/PhysRevLett.131.102302, Phys. Rev. Lett., 131, 102302, 2023. 

[46]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Performance of the ALICE Electromagnetic 

Calorimeter”, 10.1088/1748-0221/18/08/P08007, JINST, 18, P08007, 2023. 

[47]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Neutron emission in ultraperipheral Pb-Pb 

collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 10.1103/PhysRevC.107.064902, Phys. Rev. C, 107, 064902, 2023. 

[48]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Measurements of Groomed-Jet Substructure 

of Charm Jets Tagged by D0 Mesons in Proton-Proton Collisions at √𝑠 = 13 TeV”, 

10.1103/PhysRevLett.131.192301, Phys. Rev. Lett., 131, 192301, 2023. 

[49]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “f0(980) production in inelastic pp collisions 

at √𝑠 = 5.02 TeV”, 10.1016/j.physletb.2022.137644, Phys. Lett. B, 846, 137644, 2023. 

[50]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Anisotropic flow and flow fluctuations of 

identified hadrons in Pb-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 10.1007/JHEP05(2023)243, JHEP, 05, 243, 

2023. 

[51]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Observation of flow angle and flow 

magnitude fluctuations in Pb-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV at the CERN Large Hadron Collider”, 

10.1103/PhysRevC.107.L051901, Phys. Rev. C, 107, L051901, 2023. 

[52]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “A Closing in on critical net-baryon 

fluctuations at LHC energies: Cumulants up to third order in Pb-Pb collisions”, 

10.1016/j.physletb.2022.137545, Phys. Lett. B, 844, 137545, 2023. 

[53]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Towards the understanding of the genuine 

three-body interaction for p-p-p and p-p-Λ”, 10.1140/epja/s10050-023-00998-6, Eur. Phys. J. A, 59, 145, 

2023. 

[54]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Constraining the K ̅N coupled channel 

dynamics using femtoscopic correlations at the LHC”, 10.1140/epjc/s10052-023-11476-0, Eur. Phys. J. 

C, 83, 340, 2023. 

[55]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Σ(1385)± resonance production in Pb-Pb 

collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 10.1140/epjc/s10052-023-11475-1, Eur. Phys. J. C, 83, 351, 2023. 

[56]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “First measurement of Ωc
0 production in pp 

collisions at √𝑠 = 13 TeV”, 10.1016/j.physletb.2022.137625, Phys. Lett. B, 846, 137625, 2023. 

[57]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Dielectron production at midrapidity at low 

transverse momentum in peripheral and semi-peripheral Pb-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 

10.1007/JHEP06(2023)024, JHEP, 06, 024, 2023. 

[58]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Photoproduction of low-p_T J⁄ψ from 

peripheral to central Pb-Pb collisions at 5.02 TeV”, 10.1016/j.physletb.2022.137467, Phys. Lett. B, 846, 



Ⅱ－42 

137467, 2023. 

[59]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “W±-boson production in p-Pb collisions at 

√𝑠𝑁𝑁 = 8.16 TeV and Pb-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 10.1007/JHEP05(2023)036, JHEP, 05, 

036, 2023. 

[60]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Study of charged particle production at high 

pT using event topology in pp, p-Pb and Pb-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 

10.1016/j.physletb.2022.137649, Phys. Lett. B, 843, 137649, 2023. 

[61]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “ALICE luminosity determination for Pb-Pb 

collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 10.1088/1748-0221/19/02/P02039, JINST, 19, P02039, 2024. 

[62]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “System-size dependence of the charged-

particle pseudorapidity density at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV for pp, pPb, and PbPb collisions”, 

10.1016/j.physletb.2023.137730, Phys. Lett. B, 845, 137730, 2023. 

[63]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “First measurement of the Λ-Ξ interaction in 

proton-proton collisions at the LHC”, 10.1016/j.physletb.2022.137223, Phys. Lett. B, 844, 137223, 

2023. 

[64]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Elliptic flow of charged particles at 

midrapidity relative to the spectator plane in Pb-Pb and Xe-Xe collisions”, 

10.1016/j.physletb.2022.137453, Phys. Lett. B, 846, 137453, 2023. 

[65]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Measurements of the groomed jet radius and 

momentum splitting fraction with the soft drop and dynamical grooming algorithms in pp collisions at 

√𝑠 = 5.02 TeV”, 10.1007/JHEP05(2023)244, JHEP, 05, 244, 2023. 

[66]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Measurement of ψ(2S) production as a 

function of charged-particle pseudorapidity density in pp collisions at √𝑠 = 13 TeV and p-Pb collisions 

at √𝑠𝑁𝑁 = 8.16 TeV with ALICE at the LHC”, 10.1007/JHEP06(2023)147, JHEP, 06, 147, 2023. 

[67]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Measurement of inclusive and leading 

subjet fragmentation in pp and Pb-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 10.1007/JHEP05(2023)245, 

JHEP, 05, 245, 2023. 

[68]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Multiplicity and rapidity dependence of 

K*(892)0 and ϕ(1020) production in p-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 10.1140/epjc/s10052-023-

11449-3, Eur. Phys. J. C, 83, 540, 2023. 

[69]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Measurement of the production of charm 

jets tagged with D^0 mesons in pp collisions at √𝑠 = 5.02 and 13 TeV”, 10.1007/JHEP06(2023)133, 

JHEP, 06, 133, 2023. 

[70]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Underlying-event properties in pp and p-Pb 

collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 10.1007/JHEP06(2023)023, JHEP, 06, 023, 2023. 

[71]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Measurement of beauty-strange meson 

production in Pb-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV via non-prompt Ds
+ mesons”, 

10.1016/j.physletb.2022.137561, Phys. Lett. B, 846, 137561, 2023. 

[72]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Measurement of the J⁄ψ Polarization with 

Respect to the Event Plane in Pb-Pb Collisions at the LHC”, 10.1103/PhysRevLett.131.042303, Phys. 

Rev. Lett., 131, 042303, 2023. 

[73]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “First Measurement of Antideuteron Number 

Fluctuations at Energies Available at the Large Hadron Collider”, 10.1103/PhysRevLett.131.041901, 

Phys. Rev. Lett., 131, 041901, 2023. 

[74]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “Constraining hadronization mechanisms 

with Λc
+⁄D0 production ratios in Pb-Pb collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 5.02 TeV”, 

10.1016/j.physletb.2023.137796, Phys. Lett. B, 839, 137796, 2023. 

[75]  ◎S. Acharya, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, S. Yano, et al., “K*(892)0 and ϕ(1020) production in p-Pb 

collisions at √𝑠𝑁𝑁 = 8.16 TeV”, 10.1103/PhysRevC.107.055201, Phys. Rev. C, 107, 055201, 2023. 

[76]  ◎N.J. Abdulameer, K. Homma, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, et al., “Transverse single-spin asymmetry of 



Ⅱ－43 

charged hadrons at forward and backward rapidity in polarized p + p, p + Al, and p + Au collisions at 

√𝑠𝑁𝑁 = 200 GeV”, 10.1103/PhysRevD.108.072016, Phys. Rev. D 108, 072016, 2023. 

[77]  ◎N.J. Abdulameer, K. Homma, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, et al., “Transverse single-spin asymmetry of 

midrapidity π0 and η mesons at √𝑠𝑁𝑁 = 200GeV”, 10.1103/PhysRevD.107.112004, Phys. Rev. D 107, 

112004, 2022. 

[78]  ◎N.J. Abdulameer, K. Homma, K. Shigaki, Y. Yamaguchi, et al., “Measurement of Direct-Photon Cross 

Section and Double-Helicity Asymmetry at √𝑠 = 510  GeV in p→+p→Collisions”, 

10.1103/PhysRevLett.130.251901, Phys. Rev. Lett. 130, 251901, 2023. 

[79]  T.N. Murakami, K. Shigaki, et al., “Construction of gas electron multiplier tracker for the J-PARC E16 

experiment”, 10.1016/j.nima.2023.168817, Nucl. Instrum. Meth. A 1058, 168817, 2024. 

[80]  K. Aoki, K. Shigaki, et al., “Experimental Study of In-medium Spectral Change of Vector Mesons at J-

PARC”, 10.1007/s00601-023-01828-7, Few Body Syst. 64, 63, 2023. 

[81]  T. Hasada, K. Homma, Y. Kirita, “Design and Construction of a Variable-Angle Three-Beam Stimulated 

Resonant Photon Collider toward eV-Scale ALP Search”, 10.3390/universe9080355, Universe 2023, 9(8), 

355, 2023. 

[82]  K. Homma, O. Tesileanu, Y. Nakamiya, Y. Kirita, C. Chiochiu, M. Cuciuc, G. Giubega, T. Hasada, M. 

Hashida, F. Ishibashi, T. Kanai, A. Kodama, S. Masuno, T. Miyamaru, L. Neagu, V. Rodrigues, M. Rose, S. 

Sakabe, J. Tamlyn, S. Tazlauanu, and S. Tokita (The SAPPHIRES collaboration), “Challenge of search for 

cosmological dark components with high-intensity lasers and beyond”, 10.1140/epja/s10050-023-01001-y, 

The European Physical Journal A 59, 109, 2023. 

 

国際会議 

（招待講演） 

[1]  K. Shigaki, “Chirality in quantum chromodynamics via high energy nuclear collisions”, SKCM2 Spring 

Symposium (2024.3.8-10, Nara, Japan) 

[2]  K. Shigaki, “Dynamic chirality in high energy nuclear physics: origin of our own mass”, SKCM2 Winter 

School 2023 (2023.12.20, Hiroshima, Japan) 

[3]  K. Shigaki, “AC-LGAD Detector R&D for the EIC ePIC Experiment”, 6th Joint APS-JPS DNP meeting, 

“The ePIC Experimental Program at the EIC” workshop (2023.11.27, Waikoloa, Hawaii, USA) 

[4]  K. Shigaki, “Toward Ultra-Intense Magnetic Field Detection with the ALICE Detector at LHC”, 6th Joint 

APS-JPS DNP meeting, “Exploring the Ultra-strong Electromagnetic Fields of Heavy-ion Collisions” 

workshop (2023.11.27, Waikoloa, Hawaii, USA) 

[5]  K. Shigaki, “Dynamic chirality in high energy nuclear physics: origin of our own mass”, SKCM2 

Symposium for Young Scientists in Europe (2023.10.14, Wroclaw, Poland) 

[6]  Y. Yamaguchi, “RHIC & LHC to CBM”, Workshop at Quark-Nuclear Matters in Tomonaga Center for 

the History of the Universe (TCHoU) (2024.3.29, Tsukuba, Japan/online) 

[7]  K. Homma, “Searches for dark matter with 10 TW and beyond”, Japan - ELI Joint Workshop on 

Collboration in High Power Laser Science and Technology (2023.4.17, Yokohama, Japan) 

[8]  K. Homma, “Probing cosmological dark components with multi-wavelengths high-intensity coherent 

photons”, The 79th Fujihara Seminar Prospects for High Field Science PHFS2023 (2023.7.13, Awajishima, 

Japan) 

[9]  K. Homma, “Search for axion-like particles with combinations of high-intensity coherent fields”, The 

5th Conference on Extremely High Intensity Laser Physics (ExHILP 2023) (2023.9.15, Gwangju, South 

Korea) 

[10]  K. Homma, “Helicity dependent γ-γ scattering for testing QED and BSM”, Romanian-Japanese 
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Bilateral Workshop on QED and Plasma Interactions in Petawatt Laser Experiments (2023.10.10, 

Bucharest, Romania) 

[11]  S. Yano, “Electromagnetic probe Experiment”, 9th Asian Triangle Heavy Ion Conference (2023.4.24-

27, Hiroshima, Japan) 

（依頼講演） 

[1]  Y. Yamaguchi, “Probing extremely hot partonic matter properties via high precision muon measurements 

at the ALICE experiment”, 2023 Joint Workshop of TYL/FJPPL and FKPPL (2023.5.9-11, Tokyo, Japan) 

（一般講演） 

[1]  K. Shigaki, “New physics opportunities with MFT”, ALICE Muon Week 2023 (2023.6.5-9, Cagliari, 

Italy)  

[2]  Y. Kirita, T. Hasada, M. Hashida, Y. Hirahara, K. Homma, S. Inoue, F. Ishibashi, Y. Nakamiya, L. Neagu, 

A. Nobuhiro, T. Ozaki, M. Rosu, S. Sakabe, and O. Tesileanu (The SAPPHIRES Collaboration), “Search 

for sub-eV axion-like particles with an analysis method for discriminating atomic process backgrounds in 

a stimulated resonant photon-photon collider”, 31st Annual International Laser Physics Workshop 

(LPHYS'23), (2023.7.3-7, online) 

[3]  T. Hasada, K. Homma, Y. Kirita, M. Hashida, S. Masuno, S. Tokita, T. Kanai, “Pilot Search for eV-Mass-

Region Dark Matter Via Stimulated Resonant Photon Scattering Using Three Pulsed-Laser Beams”, 31st 

Annual International Laser Physics Workshop (LPHYS'23), (2023.7.3-7, online) 

[4]  T. Hasada, K. Homma, Y. Kirita, M. Hashida, S. Masuno, S. Tokita, T. Kanai, “Search for axion-like 

particles near 1.5 eV mass by a three-beam stimulated resonant photon collider with short pulse lasers”, 

The 79th Fujihara Seminar (PHFS2023) (2023.7.10-13, Awaji Yumebutai International Conference Center, 

Awaji, Japan) 

[5]  T. Miyamaru, T. Hasada, K. Homma, T. Abe, “Design for a X-band circular-polarized dual-frequency 

focusing system toward μeV wide-mass range ALPs search”, The 79th Fujihara Seminar (PHFS2023) 

(2023.7.10-13, Awaji Yumebutai International Conference Center, Awaji, Japan) 

[6]  K. Kimura for the ALICE collaboration, “Feasibility of ρ → π π measurement with standalone MFT 

tracks with ALICE”, The 9th Asian Triangle Heavy-Ion Conference (ATHIC 2023) (2023.4.24-27, JMS 

Aster Plaza, Hiroshima, Japan) 

[7]  R. Tokumoto for the ALICE collaboration, “Hyperon reconstruction methods with high purity and 

efficiency in Pb+Pb collisions at ALICE”, The 9th Asian Triangle Heavy-Ion Conference (ATHIC 2023) 

(2023.4.24-27, JMS Aster Plaza, Hiroshima, Japan) 

[8]  R. Ejima for the ALICE collaboration, “Forward muon track reconstruction between multiple detectors 

using machine learning in ALICE Run 3”, The 9th Asian Triangle Heavy-Ion Conference (ATHIC 2023) 

(2023.4.24-27, JMS Aster Plaza, Hiroshima, Japan) 

[9]  M.N.I. Ishak for the ALICE collaboration, “Separation of heavy flavour decay muons with the ALICE 

Muon Forward Tracker (MFT)”, The 9th Asian Triangle Heavy-Ion Conference (ATHIC 2023) (2023.4.24-

27, JMS Aster Plaza, Hiroshima, Japan) 

[10]  S. Kurita for the ALICE collaboration, “Simulation study of the Ring Imaging Cherenkov detector for 

the next-generation heavy-ion experiment at LHC”, The 9th Asian Triangle Heavy-Ion Conference 

(ATHIC 2023) (2023.4.24-27, JMS Aster Plaza, Hiroshima, Japan) 

[11]  S. Muraoka for the ALICE collaboration, “Feasibility study of ultra-intense magnetic field detection 
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via virtual photon derived dimuon polarization in ALICE Run 3”, The 9th Asian Triangle Heavy-Ion 

Conference (ATHIC 2023) (2023.4.24-27, JMS Aster Plaza, Hiroshima, Japan) 

[12]  ◎K. Matsutani, W. Yamauchi, Y. Akiba, Y. Goto, T. Hachiya, I. Nakagawa, K. Shigaki, S. Yano for the 

EIC Japan group, “Simulation studies and R&D status and plans in Japan for the EIC ePIC Barrel TOF 

with AC-LGAD”, The 9th Asian Triangle Heavy-Ion Conference (ATHIC 2023) (2023.4.24-27, JMS Aster 

Plaza, Hiroshima, Japan) 

[13]  R. Tokumoto for the ALICE collaboration, “Hyperon reconstruction method with machine learning in 

Pb-Pb collisions at ALICE”, Quark Matter 2023 (2023.9.3-9, Hilton of the Americas, USA) 

[14]  K. Tomohiro for the ALICE collaboration, “Feasibility study of chiral symmetry restoration with 

ALICE”, Quark Matter 2023 (2023.9.3-9, Hilton of the Americas, USA) 

[15]  R. Tokumoto, “Hyperon Reconstruction with Machine Learning for Baryon-Baryon interactions in Pb-

Pb collisions at ALICE”, ALICE/sPHENIX/STAR/EIC-J Workshop (2023.9.28-29, RIKEN, Wako, Japan) 

[16]  M. Oida, “Search for mass spectrum modification of low mass vector mesons with low pT di-muons at 

ALICE”, ALICE/sPHENIX/STAR/EIC-J Workshop (2023.9.28-29, RIKEN, Wako, Japan) 

[17]  S. Kurita, “Heavy flavour electron-muon correlation in ALICE”, ALICE/sPHENIX/STAR/EIC-J 

Workshop (2023.9.28-29, RIKEN, Wako, Japan) 

[18]  T. Katsuno, “Validation of new MAPS detector for ITS3 upgrade : Simulation study”, 

ALICE/sPHENIX/STAR/EIC-J Workshop (2023.9.28-29, RIKEN, Wako, Japan) 

[19]  K. Matsutani, “Performance evaluation method of new LGAD detector and prospects at Hiroshima 

University”, ALICE/sPHENIX/STAR/EIC-J Workshop (2023.9.28-29, RIKEN, Wako, Japan) 

[20]  W. Yamauchi, “Physics at EIC and strategies at Hiroshima”, ALICE/sPHENIX/STAR/EIC-J Workshop 

(2023.9.28-29, RIKEN, Wako, Japan) 

[21]  R. Wada, “Validation of New MAPS Detector for ITS3 Upgrade : Prototype Test”, 

ALICE/sPHENIX/STAR/EIC-J Workshop (2023.9.28-29, RIKEN, Wako, Japan) 

[22]  T. Hasada, K. Homma, Y. Kirita, M. Hashida, S. Masuno, S. Tokita, T. Kanai, “Pilot Search for axion-

like particles in the eV mass by a three-beam stimulated resonant photon collider”, Romanian-Japanese 

Bilateral Workshop on QED and Plasma Interactions in Petawatt Laser Experiments (2023.10.9-10, ELI-

NP, Romania) 

[23]  M. Oida, K. Shigaki, “Search for chiral symmetry restoration via di-muon measurement at high energy 

nucleus-nucleus collision experiment ALICE at CERN-LHC”, WPI-SKCM2 Symposium for Young 

Scientists in Europe (2023.10.14, University of Wrocław, Poland) 

[24]  T. Hasada, K. Homma, Y. Kirita, M. Hashida, S. Masuno, S Tokita, T. Kanai, “The implementation of 

a three-beam stimulated resonance photon collider with variable angle of incidence toward eV mass range 

ALP search”, Kashiwa Dark Matter Symposium 2023 (2023.12.5-8, The University of Tokyo, Kashiwa, 

Japan) 

[25]  A. Kodama on behalf of the SAPPHIRES collaboration, “Status of Searches for ALPs via Stimulated 

Resonant Photon-Photon Scattering in Quasi Parallel Collision System with Lasers Introducing an Eclipse 

Filter to Remove Background Photons”, Kashiwa Dark Matter Symposium 2023 (2023.12.5-8, The 

University of Tokyo, Kashiwa, Japan) 

[26]  T. Miyamaru, T. Hasada, K. Homma, T. Abe, “Estimation of propagation efficiency in X-band circular-

polarized dual-frequency focusing system toward μeV wide-mass range ALPs search”, Kashiwa Dark 

Matter Symposium 2023 (2023.12.5-8, The University of Tokyo, Kashiwa, Japan) 
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[27]  A. Kodama on behalf of the SAPPHIRES collaboration, “Proof-of-principle Experiment for an Eclipse 

Filter to Mitigate Background Photons toward ALPs Searches via Stimulated Resonant Photon-Photon 

Scattering in Quasi-Parallel Collision System with Lasers”, QUPosium2023 (2023.12.11-15, Tsukuba 

International Congress Center, Tsukuba, Japan) 

[28]  T. Miyamaru, T. Hasada, K. Homma, T. Abe, “Design of a proof-of-principle system for a X-band 

circular-polarized dual-frequency focusing system toward μeV wide-mass range ALPs search”, 

QUPosium2023 (2023.12.11-15, Tsukuba International Congress Center, Tsukuba, Japan) 

[29]  R. Tokumoto, “Measurement of proton-Omega correlation for understanding their interaction with high 

energy heavy ion collisions at LHC”, Symposium to Promote Gender Balance & Diversity in Science 

(2024.2.27, Hiroshima University, Higashihiroshima, Japan) 

[30]  R. Ejima, “Chiral Mixing in Dense Matter and Its Measurability at J-PARC E16”, WPI-SKCM2 Spring 

Symposium (2024.3.8-9, Nara Kasugano International Forum, Nara, Japan) 

[31]  M. Oida, K. Shigaki, “Search for chiral symmetry restoration via di-muon measurement at high energy 

nucleus-nucleus collision experiment ALICE at CERN-LHC”, WPI-SKCM2 Spring Symposium 

(2024.3.8-9, Nara Kasugano International Forum, Nara, Japan) 

[32]  T. Miyoshi, “Development and application of an MHD relaxation method with constrained-transport”, 

First meeting of the ISSI-ISS Beijing international team “Magnetohydrostatic Modeling of the Solar 

Atmosphere with New Datasets” (2023.7.10-14, ISSI-BJ, Beijing / Online) 

[33]  J.M. Wehmeyer, T. Miyoshi, “An implicit-explicit Runge-Kutta scheme strictly satisfying Gauss’s Laws 

for the full two-fluid plasma model”, 34th IUPAP Conference on Computational Physics (CCP2023) 

(2023.8.4-8, Kobe International Conference Center, Kobe, Japan) 

[34]  T. Miyoshi, S. Inoue, S. Toriumi, K. Kusano, “Development of a robust and divergence-free scheme for 

the magnetohydrodynamic relaxation method”, The 6th NAOJ symposium Hinode-16 / IRIS-13 meeting 

(2023.9.25-29, Toki Messe, Niigata, Japan) 

 

国内学会 

（招待講演） 

[1]  志垣賢太, “EIC/ePIC 実験での AC-LGAD ToF 検出器の開発と物理展望”, 日本物理学会シンポ

ジウム（2024.3.21, オンライン） 

[2]  山口頼人, “Experimental study of exotics in heavy ion collisions”, J-PARC と重イオン衝突実験の交

差点（2023.10, J-PARC） 

（依頼講演） 

[1]  山口頼人, “Exotics & Femtoscopy”, ALICE/sPHENIX/STAR/EIC-J Workshop（2023.9, 理研） 

[2]  山口頼人, “ALICE 実験における MAPS 開発現状と日本グループの活動”,「KEK 測定器開発プ

ラットフォーム・シリコン検出器」研究会（2024.3, 九州大/オンライン） 

（一般講演） 

[1]  羽佐田拓海, 石橋迪也, 桐田勇利, 本間謙輔, 橋田昌樹, 升野振一郎, 時田茂樹, 金井恒人, 

「eV質量域ALP探索へ向けた入射角度可変な 3ビーム誘導共鳴光子衝突器の時空間同期検証」, 

日本物理学会 第 78 回年次大会（2023.9.16-19, 東北大学） 

[2]  児玉愛梨, 羽佐田拓海, 橋田昌樹, 本間謙輔, 金井恒人, 桐田勇利, 升野振一郎, 中宮義英, 

Liviu Neagu, Madalin-Mihai Rosu, 阪部周二, Ovidiu Tesileanu, 時田茂樹,「日食背景光除去フィル



Ⅱ－47 

ターを用いた準平行系レーザー誘導共鳴散乱による ALP 探索の現状」, 日本物理学会 第 78 回

年次大会（2023.9.16-19, 東北大学） 

[3]  宮丸嵩史, 羽佐田拓海, 本間謙輔, 阿部哲郎,「μeV 広質量域 ALP 探索へ向けた X-band 円偏

光二周波集光衝突系におけるマイクロ波伝播効率の推定」, 日本物理学会 第 78 回年次大会

（2023.9.16-19, 東北大学） 

[4]  江島 廉, 佐々木千尋, Philipp Gubler, 志垣賢太,「高密度媒質におけるカイラル混合を用いたハ

ドロン質量起源探求実験の可能性」, J-PARC と重イオン衝突実験の交差点（2023.10.27-28, KEK

東海キャンパス） 

[5]  羽佐田拓海, 本間謙輔, 桐田勇利, 橋田昌樹, 升野振一郎, 時田茂樹, 金井恒人,「eV 質量域の

暗黒物質探索へ向けた 3 つの短パルスレーザーによる角度可変誘導光子コライダーの時空間同

期実証」, レーザー学会学術講演会 第 44 回年次大会（2024.1.16-19, 日本科学未来館および東

京国際交流会館プラザ平成） 

[6]  児玉愛梨, 羽佐田拓海, 橋田昌樹, 本間謙輔, 金井恒人, 桐田勇利, 升野振一郎, 中宮義英, 

Liviu Neagu, Madalin-Mihai Rosu, 阪部周二, Ovidiu Tesileanu, 時田茂樹,「日食背景光除去フィル

ターを用いた準平行系レーザー誘導共鳴散乱によるアクシオン的粒子探索の現状」, レーザー

学会学術講演会 第 44 回年次大会（2024.1.16-19, 日本科学未来館および東京国際交流会館プラ

ザ平成） 

[7]  江島 廉, 佐々木千尋, Philipp Gubler, 志垣賢太,「有限密度におけるベクトル-軸性ベクトル混

合を用いたカイラル対称性の回復の測定可能性」, 日本物理学会 2024 年春季大会（2024.3.18-

21, オンライン） 

[8]  児玉愛梨, 羽佐田拓海, 橋田昌樹, 本間謙輔, 桐田勇利, 升野振一郎, 中宮義英, Liviu Neagu, 

Madalin-Mihai Rosu, 阪部周二, Ovidiu Tesileanu, 時田茂樹,「誘導共鳴散乱による ALP 探索に向

けたレーザー高強度化に伴う非線形光学背景光の仔細制御」, 日本物理学会 2024 年春季大会

（2024.3.18-21, オンライン） 

[9]  宮丸嵩史, 羽佐田拓海, 本間謙輔, 阿部哲郎,「μeV 広質量域 ALP 探索へ向けた X-band フーリ

エ限界パルスマイクロ波光源の基礎研究」, 日本物理学会 2024 年春季大会（2024.3.18-21, オン

ライン） 

[10]  山田蓮斗, 落合秀太, 青木和也, 山口頼人, 小沢恭一郎, 高橋智則, T. Maksym, D.R. Garces, 延

與秀人, 市川真也, 中須賀さとみ, 長房俊之介, 角永 丈, for the J-PARC E16 collaboration,「J-

PARC E16 実験に向けたシリコンストリップ検出器の性能評価及び開発の現状」, 日本物理学会 

2024 年春季大会（2024.3.18-21, オンライン） 

[11]  ◎勝野永遠, 山口頼人, 志垣賢太,「ALICE 検出器増強に向けた新型 MAPS 検出器の電荷共

有によるセンサー応答のシミュレーション」, 日本物理学会 2024 年春季大会（2024.3.18-21, オ

ンライン） 

[12]  中村太陽, 本間謙輔, 桐田勇利, 羽佐田拓海, 児玉愛梨,「光波面鏡長距離走査による冷たいア

クシオン的粒子の誘導崩壊探索系設計と予備実験」, 日本物理学会 2024 年春季大会（2024.3.18-

21, オンライン） 

[13]  ◎松谷 奏, 志垣賢太, 八野 哲, P.Tribedy, A.Tricoli,「EIC 加速器実験における高時空間分解能

測定に向けた AC-LGAD 検出器の性能評価方法と展望」, 日本物理学会 2024 年春季大会

（2024.3.18-21, オンライン） 

[14]  ◎山内 航, 山口頼人, 志垣賢太,「HBT 干渉を用いた QCD 特異状態の観測に向けた基礎研

究」, 日本物理学会 2024 年春季大会（2024.3.18-21, オンライン） 
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[15]  ◎和田澪太, 志垣賢太, 八野 哲, 山口頼人,「ALICE 実験における電磁カロリメータによる反

中性子同定可能性評価」, 日本物理学会 2024 年春季大会（2024.3.18-21, オンライン） 

[16]  J. Wehmeyer, 三好隆博,「完全二流体プラズマモデルに対するガウスの法則を厳密に満たす数

値解法の開発」, 日本地球惑星科学連合 2023 年大会（2023.5.21-26, 幕張メッセ） 

[17]  三好隆博,「高エネルギー原子核衝突における磁気流体力学」, 宇宙プラズマの活動性～天体

形成から高エネルギー現象まで～（2023.8.21-23, 千葉大学） 

[18]  三好隆博, 井上 諭, 山崎大輝, 鳥海 森, 草野完也,「太陽活動領域磁場モデルの高度化に向け

たロバストな磁気流体力学緩和法の開発」, 「太陽地球圏環境予測のためのモデル研究の展望」

「STE シミュレーション研究会：計算科学とデータ科学の融合に向けて」合同研究集会

（2023.12.19-22, 神戸大学） 

[19]  J. Wehmeyer, 三好隆博,「完全二流体プラズマモデルに対する離散的ガウスの法則を厳密に満

たす陰陽的ルンゲ＝クッタ法を用いた数値解法の開発」, 「太陽地球圏環境予測のためのモデル

研究の展望」「STE シミュレーション研究会：計算科学とデータ科学の融合に向けて」合同研究

集会（2023.12.19-22, 神戸大学） 

[20]  山崎大輝, 三好隆博, 井上 諭,「MHD 緩和法に基づく有限プラズマ β コロナ磁場外層コード

の開発」, 日本天文学会 2024 年春季年会（2024.3.11-15, 東京大学） 

 

学生の学会発表実績 

（国際会議） 

○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 12 件 

○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 8 件 

○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 5 件 

（国内学会） 

○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 3 件 

○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 2 件 

○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 5 件 

 

セミナー・講演会開催実績 

[1]  志垣賢太：第38回 Heavy Ion Pub 第41回 Heavy Ion Café 合同研究会（2023年11月4日, 名古屋大

学）世話人 

[2]  志垣賢太：第39回 Heavy Ion Pub 研究会（2024年3月9日, 奈良春日国際フォーラム）世話人 

[3]  山口頼人：2nd workshop on hadron interactions, hyper-nuclei and exotic hadron productions at high-

energy accelerator experiments（2023年5月22日, 東京大学／オンライン）世話人代表 

[4]  三好隆博：宇宙プラズマの活動性～天体形成から高エネルギー現象まで～（2023年8月21日-23

日, 千葉大学）現地実行委員 

 

社会活動・学外委員 

（学協会委員） 

[1]  志垣賢太：日本物理学会代議員 

[2]  志垣賢太：核物理委員会委員 

[3]  志垣賢太：高温高密度QCD物質オープンフォーラム 世話人 
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[4]  志垣賢太：日本の核物理の将来ワーキンググループ 第4分野委員 

[5]  志垣賢太：山田科学振興財団海外研究援助審査員 

[6]  山口頼人：高温高密度QCD物質オープンフォーラム 代表幹事 

[7]  本間謙輔：山田科学振興財団助成候補選考委員 

[8]  三好隆博：地球電磁気・地球惑星圏学会（SGEPSS）太陽地球惑星系科学シミュレーション分

科会 代表幹事 

[9]  三好隆博：地球電磁気・地球惑星圏科学将来構想検討ワーキンググループ 委員 

（講習会・セミナー講師） 

[1]  K. Homma, “Stimulated Resonant Photon Collider (SRPC) to reach gravitational coupling 

strength” (2023.8.3, WPI-QUP@KEK QUP Week (summer)) 

[2]  K. Homma, “Remote sensing of backward reflection from stimulated axion decay” 

(2023.12.15, WPI-QUP@KEK QUP Week (winter)) 

（客員など） 

[1]  志垣賢太：長崎総合科学大学客員教授 

[2]  志垣賢太：理化学研究所客員研究員 

[3]  志垣賢太：筑波大学連携教員 

[4]  本間謙輔：高エネルギー加速器研究機構（KEK）量子場計測システム国際拠点（WPI-QUP）

連携研究員 

 

国際共同研究・国際会議開催実績 

（国際共同研究） 

[1]  志垣賢太, 山口頼人, 本間謙輔：国際共同研究PHENIX実験（米国BNL研究所） 

[2]  志垣賢太, 山口頼人, 八野 哲：国際共同研究ALICE実験（欧州CERN研究所） 

[3]  志垣賢太, 八野 哲：国際共同研究ePIC実験（米国BNL研究所） 

[4]  山口頼人：国際共同研究CBM実験（ドイツGSI研究所） 

[5]  本間謙輔：国際共同研究Extreme Light Infrastructure Nuclear Physics（ELI-NP）プロジェクト（ル

ーマニアIFIN-HH研究所） 

[6]  本間謙輔：高エネルギー加速器研究機構（KEK）量子場計測システム国際拠点（WPI-QUP）連

携研究 

[7]  三好隆博：磁気静水圧平衡モデリングに関する国際研究チーム（スイス国際宇宙科学研究所／

スイス国際宇宙科学研究所北京支部） 

[8]  三好隆博：観測データ駆動シミュレーションによる太陽フレア発現機構の調査（米国ニュージ

ャージ工科大学） 

（国際会議開催） 

[1]  志垣賢太：9th Asian Triangle Heavy Ion Conference (ATHIC 2023) 組織委員長（2023.4.23-

27, 日本・広島） 

[2]  山口頼人：9th Asian Triangle Heavy Ion Conference (ATHIC 2023) 組織委員, 学術事務局

（2023.4.23-27, 日本・広島） 

[3]  本間謙輔：31st Annual International Laser Physics Workshop (LPHYS2023 seminar 9) 共

同主催 
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[4]  本間謙輔：5th Conference on Extremely High Intensity Laser Physics (ExHILP 2023) 組織

委員 

[5]  八野 哲：9th Asian Triangle Heavy Ion Conference (ATHIC 2023) 組織委員（2023.4.23-27, 

日本・広島） 

 

高大連携事業への参加状況 

[1]  志垣賢太：宇宙の始まり, 物質の謎, 重さの起源（2023.7.12, 広島市立基町高等学校訪問模擬

授業） 

[2]  志垣賢太：極小世界のカイラリティと質量の起源（2024.2.6, 広島学院高等学校訪問模擬授業） 

 

研究助成金の受入状況（科学研究費補助金は直接経費金額） 

[1]  志垣賢太：科学研究費補助金, 基盤研究（A）（2023年度, 7,300千円）「至高エネルギー原子核衝

突におけるミュー粒子測定：運動学領域と測定技術の新たな邂逅」代表 

[2]  志垣賢太：日米科学技術協力事業（高エネルギー物理学分野）特別枠（2023年度, 1,015.36千円）

日本側代表 

[3]  山口頼人：日仏素粒子物理学研究所（2023年度, 400千円）「Probing extremely hot partonic matter 

properties via high precision muon measurements at the ALICE experiment」日本側代表 

[4]  本間謙輔：科学研究費補助金, 基盤研究（A）（2023年度, 4,290千円）「レーザー誘導共鳴散乱

によるXENON1T超過事象のアクシオン的解釈の検証」代表 

[5]  本間謙輔：京都大学化学研究所課題提案型共同研究（2023年度, 1,200千円）「真空内四光波混

合の探索」代表 

[6]  本間謙輔：広島大学−産総研マッチングファンド事業（2023年度, 500千円）「超伝導光検出器

がつなぐ暗黒物質探索と量子計算の研究」広島大学側代表 

[7]  三好隆博：科学研究費補助金, 基盤研究（S）（2023年度, 150千円）「高エネルギー原子核衝突

実験の理解に基づく超高温QCD物質・QCD相転移現象の解明」分担 

 

 

 

 

○高エネルギー宇宙・可視赤外線天文学グループ 

研究活動の概要 

令和5年度はフェルミガンマ線衛星とかなた望遠鏡他を用いた観測を軸に，TeVガンマ線望遠鏡，

X線編偏光観測IXPE衛星，次期X線ガンマ線観測衛星計画，かなた望遠鏡次期検出器の開発，重力

波対応天体探査用チベット望遠鏡HinOTORIの開発，赤外線衛星による観測などを柱として活動を

行った。学位論文としては，博士論文（眞武），修士論文6編（佐崎，阪本，丹羽，橋爪，堀，森

下），卒業論文9編（大槻，石川，笠井，呉屋，竹岡，仲野，丸田，宮島，横田）を発表した。 

 

[フェルミ衛星，CTA/MAGIC望遠鏡によるガンマ線観測を基軸とした研究] 

フェルミ衛星は，打ち上げから15年目を迎えたが，特に故障もなく全天ガンマ線サーベイを続

けている。本グループも，活動銀河核，宇宙線現象の解析，かなた望遠鏡との多波長観測を進め

た。また，重力波・ニュートリノ・潮汐力突発現象対応ガンマ線天体の探査にさらに関わった。

さらに，データプロセス管理とデータプロセスのモニター当番に，スタッフと学生が参加すると
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ともに，2度のフェルミ衛星全体会議に参加して，研究の情報交換を行った。ジェット天体では，

CTA/MAGICでの観測天体を中心に解析を進めた（今澤，深沢）。また，電波銀河に関して多波長

スペクトルの理解を進めるためのモデル化によるジェットパパワー推定を行った結果，ブレーザ

ーと同じパワーを持つことが確認され，電波銀河がブレーザーの親種族であることと矛盾ない結

果を得た（眞武D論）。HI 21cm線のラインプロファイルを用いて宇宙線・星間ガス分布を精度よく

測定する研究を推し進め，複数の近傍分子雲に適用し，良好な結果を得てコラボレーション会議

で報告した。関連して，Tibet AS-gamma実験の超高エネルギーイベントと高銀緯雲との相関を用

い，宇宙線ハローの探査を行う研究も進めている（水野）。 

CTA/MAGIC望遠鏡を用いたTeVガンマ線観測では，観測シフトに入るとともに，各種解析ソフ

トの開発にも関わっている。ガンマ線バーストについて，近年発見されたTeVガンマ線放射の研究

を進めるため，MAGIC望遠鏡で検出に成功したGRB 201216C（TeVガンマ線望遠鏡で検出した最

遠方の天体。z = 1.1）について観測結果を論文発表した（須田）。須田はMAGICの突発現象グルー

プの3人いるコンビーナーのうちのひとりとして活動を開始した。北半球で最も感度の高いTeVガ

ンマ線観測の実現を目指し，CTAの大口径望遠鏡の初号基 LST1とMAGIC望遠鏡の同時観測デー

タの解析パイプラインの国際開発チームに参加しており，TeVガンマ線の標準光源であるかに星

雲のデータやモンテカルロシミュレーションを用いて解析パイプライン開発し，性能評価論文を

発表した（須田，今澤）。この貢献に対し，須田は他3名のコラボレータとともにFlorian Goebel Prize 

2023を受賞した。また，CTAによる宇宙線起源の解明に向け，宇宙線鉄原子核のLSTモンテカルロ

シミュレーション研究を始め，鉄事象を背景事象から分離するために特徴量の評価を行った（竹

岡卒論）。 

 

[IXPE衛星，Swift衛星，XMM-Newton衛星などのX線データ解析] 

初のX線偏光観測衛星IXPEが2021年12月に無事打ち上げられ，1ケ月のコミッショニング（性

能検証）を経て22年1月から観測を開始した。広島大学からは水野がScience Collaboratorとして参

加し，代表的なエネルギー天体である「かに星雲・カニパルサー」では，2022年度に取得したデ

ータの詳細解析および理論モデルとの比較を行い，主著論文として出版した（水野）。2023年度

に新たに取得したデータの解析も中心メンバとして進め，呉屋卒論としてまとめるとともにチー

ムに報告をし，チーム論文（投稿中）に取り込まれた。また代表的なブラックホール連星「はく

ちょう座X-1」の解析に大学院生（Zhang）とともに参加し，NICER，NuSTARのデータも用い，

スペクトルおよび偏光特性の時間変動に着目した解析を進めている。 

次期X線観測衛星XRISMが9月に打ち上げられた。本年度は衛星機器や検出器の立ち上げ，観

測設定がメインであり，12月から初期試験観測が開始された。そのため，本年度は観測開始に向

けた準備を進めた。ジェットと円盤風の関係を探るべく電波銀河Mrk 6について，XMM-Newton

衛星のデータ解析を注意深く進め，論文を発表した（榧木）。また，電波銀河Cen Aについて，ガ

スの温度分布の調査を進め，ジェット方向の高温ガスの温度が高いことがわかった（浦田）。ま

た，衝突銀河団に関するデータ解析も進めている（楊）。 

 

[将来X線ガンマ線観測装置開発] 

2023年9月に打ち上げられたX線天文衛星XRISMにプロジェクトメンバーとして参加してい

る。広島大学からは深沢がサイエンス検討，水野と高橋が準備チームのサブグループリーダーを

務めており，打ち上げ前に科学運用計画の策定やソフトウェアの検証を取りまとめ，初年度の観

測天体では，深沢・水野・高橋がいくつかのターゲットのリーダー・サブリーダーを務め，観測
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計画立案を行った。打ち上げ後は，運用・軌道上較正に貢献し，水野と大学院生が広視野X線

CCD装置の軌道上較正，特に正規プロセスの生成物を用いた性能確認・ツールの検証を担当し阪

本修士論文としてまとめた（水野，阪本修論）。また水野がバックグラウンド評価チームのリー

ダを務め，バックグラウンド評価ツールの開発やデータベース整備を行っている（水野）。 

日米瑞の国際協力で進めている硬Ｘ線集光偏光計X(L)-Calibur気球実験では，高橋が日本側代

表として参画している。2018年の南極フライトに続き，日本製の大型FFAST望遠鏡を搭載して

2022年7月12-18日に北極圏でのフライトを実施した。2022年フライトで実測したバックグラウン

ド環境について，投稿論文にまとめた。次回のフライトを2024年に実施すべく，SPring-8および

宇宙科学研究所において再較正を実施した（高橋，須田，榧木，橋爪，森下）。また，数um角の

シンチレータのアレイを用いた硬X線偏光検出のため，CMOSセンサーを用いた実験を開始した

（榧木）。 

重力波源の探査を目的として，ガンマ線バーストの到来方向を超小型衛星群を用い(到来時間

差を測定する)，精度よく決めるプロジェクトCAMELOTをチェコ・ハンガリーとの国際協力で

推進している（深沢，高橋，水野）。GRB-alpha，VZLUSAT-2を運用しガンマ線バーストを継続

的に検出し，3号機(GRB beta)の製作も進めている。将来のより高感度な観測に向け，MPPC光検

出器の放射線耐性を，若狭湾エネルギー研究センターの陽子線を用いて測定した（森下，丹羽，

宮島）。低温環境や同期を取ることでどの程度の改善が見られるかを定量的に評価した（丹羽修

論）。CsIシンチレータを分割して複数のMPPCで読み出して低エネルギー閾値を上げるため，32

個のMPPCを読み出すASICの読み出しシステムの立ち上げを行うとともに，2つのCsI+MPPC同時

読み出しによる利点に関する学術論文を発表した（森下修論）。シンチレータの波形情報を利用

することで，エネルギー分解能が向上できることを調べた（宮島卒論）。 

フェルミ衛星に続いて全天ガンマ線モニタを行うものとし，アメリカを中心に構想されている

MeVガンマ線観測衛星計画AMEGO-Xを中型ミッションカテゴリ(MIDEX)計画について，HV-

CMOSセンサ開発，検出器シミュレーションやサイエンス検討に加わり議論に関わっている(深

沢，須田)。AMEGO-Xで使用が検討されている新しいタイプのHV-CMOSセンサであるAstroPix

の国際開発チームに参加している(深沢，須田)。本年度は，週1回のonline 打ち合わせを続け，

version 3センサの実験結果報告，新たに試作するセンサについての設計を進めた。新しく試作さ

れたAstroPix ver.3の基礎特性試験を進め，パラメータ設定，ガンマ線スペクトル，リニアリテ

ィ，空乏層厚などを取得するとともに，ノイズ特性，ゲインや波形のばらつき，放射線耐性など

を調べ，国際会議などで発表した（須田，深沢，仲野卒論)。AstroPixでは捉えられないコンプト

ン散乱反跳電子の方向を測定できるSOIPIXセンサについて，CsIと組み合わせてコンプトン散乱

イベントの測定を行い，開発した電子飛跡の方向決定のアルゴリズムを用いて，入射ガンマ線の

方向決定ができることを確認し，国際会議で発表した（橋爪修論）。同じく将来MeVガンマ線観

測プロジェクトであるGRAMS計画で想定している液体アルゴンTPCについて，その光をMPPCで

読み出すためのガスチェンバーを立ち上げ，光の検出に成功した（横田卒論）。 

 

[かなた望遠鏡等を用いた可視赤外線観測］ 

年間200晩程度にわたり，東広島天文台（東広島市西条町下三永）の口径1.5mかなた望遠鏡を用

いた活動銀河核や超新星，ガンマ線バースト，X線連星，前主系列星，重力波対応天体等の観測を

実施し，そのデータに基づいた研究を行っている。常設されている観測装置は当グループが主導

して開発したものであり，その運用も担当している。観測を実施するのは，主に大学院生とポス

ドクである。2017年8月以降，ほぼすべての観測を主として東広島キャンパス内からリモートで実
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施しており，車で通っていた頃に比べると格段に安全性・利便性が高まっている。これは，2018

年7月の豪雨災害による東広島天文台へのアクセス道の被害や，2020-22年の新型コロナウィルス

禍に対しても有効に働き，ほぼ途切れない観測が実施できている。観測データの使用率や論文生

産率は，この10年にわたり，国内の他の同クラス望遠鏡と比較して同等以上を維持している。こ

れには，可視光と近赤外線の同時観測が可能な汎用型の可視赤外線同時カメラHONIRと，一回の

露出で直線偏光パラメータの取得が可能な一露出型可視広視野偏光撮像器HOWPolといった，世

界的にもユニークな機能を持つ観測装置が常時装着され，機動性の高い望遠鏡と共に日常的にメ

ンテナンスがなされていることも貢献している。2023年度は望遠鏡や観測装置には年間を通じて

大きなトラブルはなかった。例年，国立天文台・岡山分室において行っている望遠鏡の主鏡面の

アルミ膜再蒸着作業は，2022年度は岡山188cm鏡ドームの事故のため中止となっていたが，岡山分

室のはからいにより2023年7月に1年半ぶりに実施することができた。 

かなた望遠鏡で行われた観測のうち1割程は，国内外の研究者との共同研究者により，他機関の

研究者がPIとなって実施した観測である。これは，天文学コミュニティの中でかなた望遠鏡が一

つの観測研究拠点となっている表れでもある。2023年度にかなた望遠鏡で実施ないし公表した主

な研究テーマとして，活動銀河核やX線連星，超新星，星間偏光，ガンマ線バーストが挙げられる。 

活動銀河核やX線連星に関しては，BL Lacをはじめとする複数のブレーザー天体の可視近赤外偏

光モニターを実施し，ガンマ線やX線のフレアに同期した可視近赤外線光の特徴からブラックホ

ールから噴き出るジェットとその磁場の幾何構造やその活動機構を見出す研究が引き続き行われ

た。そのうちいくつかは，2021年に打ち上げられたX線天文衛星IXPEとのどう同時観測キャンペ

ーンに参加する形で行われた（今澤，榧木，橋爪，植村）。 

超新星に関しては，京都大学3.8mせいめい望遠鏡やインド2.0m HCTとの共同観測により，近傍

の銀河に現れた明るい超新星を，なるべくその初期段階から後期まで多バンドで密に観測するこ

とで，その爆発機構を探ることを目的とした観測が多数実施され，SNe 2018gj, 2023ixf, 2021gmjに

関しては共著論文も出版された（中岡，Gangopadhyay，Singh，川端ほか）。 

かなた望遠鏡ではこれ以外にも，重力波アラートやIceCubeニュートリノアラートに応じた対応

天体捜索観測のほか，ガンマ線バーストの早期可視残光の偏光観測，各種変光星，ブラックホー

ル連星等の多波長・多モード観測，天の川銀河内の星間偏光サーベイによる銀河磁場構造の観測

が行われている。また，そのためのデータ解析パイプラインの開発や，自動観測システムの整備，

観測装置の開発・保守も行われている。2023年度は，HONIRにおける偏光撮像データの自動リダ

クションパイプラインの整備がさらに進み，いて座腕を見通す視線上で距離ごとに磁場の向きが

変わる様子を解き明かした共著の査読論文が公表されたほか（川端），星無し分子雲コアの磁場の

整列度合いからコアが収縮しない原因を論じた研究（堀修論），OB型星アソシエーション内の星

団中の磁場やダストサイズを論じた研究（丸田卒論）など，銀河磁場構造の観測感をが進んだ。

また，何らかの突発天体が現れた際にそのタイプを自動的に判別して即時に観測開始するための

Smart-Kanataシステムの開発がひと段落して定常運用が進み，WZ Uma型矮新星の初期アウトバー

スト時の観測に成功し，観測結果から降着円盤をトモグラフィー再構成する研究が進んだ（佐崎

修論，植村）。またIW And型矮新星で赤いフレアを捉えることに成功し，フレアの成因について考

察した（笠井卒論）。IceCubeによる高エネルギーニュートリノイベントのアラートに応じた追跡

観測も引き続き行った（今澤，橋爪，中岡）。 
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光・赤外線天文学大学間連携(以下，OISTER。2011年度～)の参加大学として，OISTERの枠組み

を通じた共同観測も引き続き実施した（中岡，川端，植村）。2023年度は計8件のべ97夜の観測を

実施した。この観測の中には，太陽系内天体，太陽系外惑星など，広島大学のメンバーではカバ

ーしきれていない観測も行われており，研究テーマの多様性を生んでいる。また，本連携事業で

は大学院生の連携教育にも力を入れており，天文画像データ解析ツールIRAFの合同オンライン講

習会を企画し実施するなどしている。2023年度も宇宙科学センターの研究員がその講師を務めた

ほか，短期滞在実習枠で埼玉大の学生3名，東京大の学生1名の観測研究滞在を受け入れた（中岡，

川端）。 

観測装置開発に関しては大きな進展は無いものの，かなた望遠鏡の主力装置であるHONIRと

HOWPolの安定運用に努めた。特に，CCDデュワーの冷凍機が劣化して夏場にダークが高めとなる

症状が近年見られていたことに関し，代替機を購入して2023年5月に交換したことで夏場も問題な

く冷却できるようになった。 

 

[その他の可視光赤外線グループの活動］ 

宇宙科学センターのスタッフがCo-PIとして参画している，宇宙初期の銀河を調査するアタカマ

大型ミリ波サブミリ波干渉計(ALMA)の大型プロジェクトREBELSについて，フォローアップ観

測を継続して行っている。個別の銀河を詳細に調査する複数の査読論文が出版された(稲見，

Algera)。 

宇宙科学センターのスタッフがco-Iとして参加しているジェームズ・ウェッブ宇宙望遠鏡を用い

た近傍宇宙の赤外線銀河の調査を継続して実施している。ガスとダストの性質を調査した複数の

論文が出版された(稲見，Bohn)。また，そのシミュレーションデータを基に高光度赤外線銀河を

より高精度にデータ解析するため手法を議論する研究や（星岡修論），赤外線銀河の放射シミュレ

ーションの結果から銀河中の減光曲線の性質を導出する研究を進めた（大槻卒論）。 

NASAの次世代赤外線宇宙望遠鏡候補の1つであるPRIMA計画への参画を目指し，宇宙科学セン

ターのスタッフが日本側PIを務めている。自然科学研究機構 Open Mix Lab (OML) の枠組みで，

国立天文台・先端技術センターと協力し自由曲面鏡を用いた冷却光学系の技術検討を実施してい

る(稲見，石川卒論)。 

世界的な天文観測の好サイトとして期待されている中国・チベット地区に口径50cmのパイロッ

ト望遠鏡を設置するHinOTORIプロジェクトが，2012年以来，中国科学院国家天文台，紫金山天文

台と共同で進められているが，2023年度もコロナ禍のため現地でのハードウェアの修理・整備は

叶わなかったため，特に進展はみられなかった。 

将来計画の一部として，遠方のガンマ線バーストを捜索する将来衛星HiZ-GUNDAMの開発メン

バーとして参加しており，2023年度は同衛星の赤外線望遠鏡において1つの検出器で4バンドの撮

像観測を可能にするケスタープリズムの最初の試作品の製作に携わると共に，その組み上げに用

いる接着剤の各種耐性試験を実施した（川端，堀）。 
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山キャンパス, 2023.9.16-19 

[8] 高橋弘充, ｢硬X線集光偏光計XL-Calibur気球実験の2024年フライトへ向けた準備状況」, 秋の

物理学会, 東北大学青葉山キャンパス, 2023.9.16-19 

[9] Zhang Sixuan,「The spectrum and polarimetric analysis on disk and coronageometry of Cyg X-1 based 

on IXPE and NuStar data」, 秋の物理学会, 東北大学青葉山キャンパス, 2023.9.16-19 
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[10] 榧木大修, ｢CMOSイメージセンサIU233N5-ZのX線性能評価とシンチレーション光の読み出

し」, 秋の物理学会, 東北大学青葉山キャンパス, 2023.9.16-19 

[11] 深沢泰司,「ガンマ線バースト観測超小型衛星群CAMELOTの現状」, 秋季天文学会, 名古屋大

学東山キャンパス, 2023.9.20-22 

[12] Gangopadhyay Anjasha,「SN 2022crv: Bridging the gap between SN IIb and SN Ib classes」, 秋季天

文学会, 名古屋大学東山キャンパス, 2023.9.20-22 

[13] Singh Avinash,「SN2022jli: Multi-peaked Type Ic Supernova」, 秋季天文学会, 名古屋大学東山キ

ャンパス, 2023.9.20-22 

[14] 佐崎凌佑,「WZ Sge型矮新星TCP J23580961+5502508のアウトバースト初期の降着円盤構造の

進化」, 秋季天文学会, 名古屋大学東山キャンパス, 2023.9.20-22 

[15] 堀 友哉,「かなた望遠鏡可視偏光サーベイ：高銀緯分子雲 MBM 37 領域の磁場構造」, 秋季

天文学会, 名古屋大学東山キャンパス, 2023.9.20-22 

[16] 阪本菜月,「XRISM 衛星搭載 Xtend の軌道上エネルギー較正に向けた準備」, 秋季天文学会, 

名古屋大学東山キャンパス, 2023.9.20-22 

[17] 丹羽怜太,「放射線損傷を受けたMPPCの室温から100Kに下げたときのエネルギー閾値の振る

舞い」, 秋季天文学会, 名古屋大学東山キャンパス, 2023.9.20-22 

[18] 森下皓暁,「プラスチックシンチレータを用いた, 放射線劣化したMPPCの性能評価」, 秋季天

文学会, 名古屋大学東山キャンパス, 2023.9.20-22 

[19] 浦田 岬,「NGC5128におけるジェットとプラズマ温度の関係」, 秋季天文学会, 名古屋大学東

山キャンパス, 2023.9.20-22 

[20] 深田 静,「急速な減光を示した超新星SN 2021uktの可視近赤外観測に基づいた研究」, 秋季天

文学会, 名古屋大学東山キャンパス, 2023.9.20-22 

[21] 稲見華恵,「Deficit of Fine Structure Line Emission and the Gas Heating Efficiency」, Fine Structure 

Line Workshop, Ehime University, Japan, 2023.9.4-5 

[22] 稲見華恵,「FIR-Probe/PRIMAで期待されるサイエンス: 日本からのインプット」, 光学赤外線

天文連絡会シンポジウム, 日本・東京 (国立天文台), 2023.9.27-29 

[23] 稲見華恵,「PRIMAと日本からの参画」, 遠赤外線天文学の将来サイエンス検討会, 日本・相

模原 (宇宙科学研究所・オンライン), 2024.2.19-20 

[24] 水野恒史,「Magnetic Field Structure of the Crab Pulsar Wind nebula Revealed with IXPE」, 日本物

理学会秋季大会, 東北大学, 2023.9.15 

[25] 川端弘治,「光赤外線大学間連携の将来」, 光学赤外線天文連絡会シンポジウム, 国立天文台・

三鷹キャンパス, 120名, 2023.9.2 

[26] 川端弘治,「Design and fabrication of double Koester prism for HZG」, マルチメッセンジャー宇

宙物理研究会, 岐阜, 100名, 2023.12.5 

[27] 高橋弘充,「大気球による天体からの硬X線偏光観測XL-Calibur実験」, 宇宙科学技術連合研究

会, 富山, 2023.10.17-20 

[28] 高橋弘充,「硬 X 線集光偏光計XL-Calibur 計画の2024年フライトに向けた準備状況」, 大気

球シンポジウム, 宇宙科学研究所, 2023.10.23-24 

[29] 高橋弘充 ,「ブラックホールX線連星の偏光観測」 , ブラックホール大研究会 , 御殿場 , 

2024.2.28-3.2 

[30] 榧木大修,「Ionized wind in radio-loud AGN」, East Asia AGN workshop 2023, 鹿児島大学, 100人, 

2023.9.25-27 
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[31] 今澤 遼,「MAGIC observation of BL Lacertae flaring period in 2020」, Annual Conference on Multi 

Messenger Astrophysics, 下呂温泉・水明館, 100名, 2023.12.4-6 

[32] 丹羽怜太,「放射線劣化により暗電流が増加したMPPCの低温100Kでの性能評価」, SMART2023,

下呂温泉, 70名, 2023.8.7-9 

[33] 森下皓暁,「プラスチックシンチレーターを用いた, 放射線劣化したMPPCのエネルギー閾値

の低減」, SMART2023, 下呂温泉, 70名, 2023.8.7-9 

[34] ◎川端弘治, 植村 誠,「広島大学かなた望遠鏡の運用状況」, 2023年度せいめいユーザーズミ

ーティング, 京都大学理学部セミナーハウス, 60名, 2023.9.12-13 

[35] 深田 静,「急速な減光を示した超新星SN 2021uktの可視近赤外観測に基づいた研究」, 2023年

度せいめいユーザーズミーティング, 京都大学理学部セミナーハウス, 60名, 2023.9.12-13 

[36] 堀 友哉,「Optical/NIR follow-up observations with Hiroshima 1.5-m telescope and quick results of its 

recent polarimetric survey」, マルチメッセンジャー宇宙物理研究会, 岐阜, 100名, 2023.12.5 

[37] 川端弘治,「まとめ」, Transient & Supernova WS 2023, Hotel Welview Kagoshima, 40名, 2023.12.18-

21 

[38] 濱田大晴,「Possible sign of early dust formation in SN 2017hcc」, Transient & Supernova WS 2023, 

Hotel Welview Kagoshima, 40名, 2023.12.18-21 

[39] 中岡竜也,「SN 2019tua: slow-evolved type IIb supernova from a massive single star progenitor」, 

Transient & Supernova WS 2023, Hotel Welview Kagoshima, 40名, 2023.12.18-21 

[40] 深田 静,「Observational study of rapidly evolving SN IIn 2021ukt」, Transient & Supernova WS 2023, 

Hotel Welview Kagoshima, 40名, 2023.12.18-21 

[41] Avinash Singh,「Multi-wavelength analysis of SN2023ixf」, Transient & Supernova WS 2023, Hotel 

Welview Kagoshima, 40名, 2023.12.18-21 

[42] Anjasha Gangopadhyay,「SN 2021foa: A SN with a beautiful transition between SNe IIn and SNe Ibn」, 

Transient & Supernova WS 2023, Hotel Welview Kagoshima, 40名, 2023.12.18-21 

[43] 中岡竜也,「広島大学の活動報告2023」, 第14回光赤外線天文学大学間連携（OISTER）ワーク

ショップ, 東京工業大・大岡山キャンパス, 70名, 2024.3.7-9 

[44] 中岡竜也,「教育報告（データ解析）」, 第14回光赤外線天文学大学間連携（OISTER）ワーク

ショップ, 東京工業大・大岡山キャンパス, 70名, 2024.3.7-9 

[45] 堀 友哉,「かなた望遠鏡HONIRを用いた可視近赤外偏光観測による星無し分子雲コア周縁部

の磁場構造の研究」, 第14回光赤外線天文学大学間連携（OISTER）ワークショップ, 東京工業

大・大岡山キャンパス, 70名, 2024.3.7-9 

[46] 佐﨑凌佑,「Smart Kanataの初期成果」, 第14回光赤外線天文学大学間連携（OISTER）ワーク

ショップ, 東京工業大・大岡山キャンパス, 70名, 2024.3.7-9 

[47] 中岡竜也,「広島大学の活動報告2023」, 第14回光赤外線天文学大学間連携（OISTER）ワーク

ショップ, 東京工業大・大岡山キャンパス, 70名, 2024.3.7-9 
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学生の学会発表実績 

（国際会議） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数         1件 

 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数         5件 

 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数    2件 

（国内会議） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数         20件 

 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数          5件 

 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数    2件 

 

セミナー・講演会開催実績 

 該当無し 

 

高大連携事業への参加状況 

[1] 高大連携公開講座「宇宙のマルチメッセンジャー観測」, 広島大学, 2023年7月24日,  

30名：講師：深沢, 川端, 水野, 木坂, 須田 

 

国内研究会開催 

[1] 深沢泰司：日本天文学会春季年会, 企画セッション「MeVガンマ線天文学：2020年代後半の展

望」, 2024年3月11日, 東京大学, 80名, SOCメンバー, 主催者 

[2] 稲見華恵：微細構造線勉強会, 愛媛大学, 2023.9.4-5 

[3] 稲見華恵：HIRAKU-Global Retreat, 広島大学, 2023.9.28-29 

[4] 稲見華恵：遠赤外線天文学の将来サイエンス検討会, 宇宙科学研究所, 2024.2.19-20 

 

国際会議, 国際研究会開催 

[1] 深沢泰司：13th International "Hiroshima" Symposium on the Development and Application of 

Semiconductor Tracking Detectors (HSTD13), Vancouver, Canada, 170 contributions, SOC members, 

2023.12.3-8 

 

社会活動,学会委員 

[1] 深沢泰司：ガンマ線観測衛星フェルミ衛星国際チームシニアサイエンスアドバイザ委員メン

バー 

[2] 深沢泰司：宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所 MeVガンマ線観測衛星検討リサーチグルー

プ代表者 

[3] 深沢泰司：XRISM衛星Participating Scientist 

[4] 川端弘治：日本天文学会 欧文研究報告編集委員会 委員 

[5] 川端弘治：日本天文学会 天体発見賞選考委員会 委員長 

[6] 川端弘治：国立天文台 TMT科学諮問委員会 委員 

[7] 川端弘治：国立天文台 光・赤外線天文学研究教育大学間連携協議会委員 

[8] 川端弘治：兵庫県立大学天文科学センター運営委員会 外部委員 

[9] 川端弘治：東京大学TAO科学諮問委員会 外部委員  
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[10] 川端弘治：マツダ財団科学わくわくプロジェクト実行委員会 委員 

[11] 植村 誠：TMT International Science Development Teams 委員 

[12] 植村 誠：日本学術会議総合工学委員会科学的知見の創出に資する可視化分科会可視化の新

パラダイム策定小委員会 委員 

[13] 植村 誠：国立天文台すばる共同利用時間割り当て委員会 委員 

[14] 稲見華恵：TMT International Science Development Teams 委員 

[15] 稲見華恵：光学赤外線天文連絡会運営委員会 委員 

[16] 高橋弘充：宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所 大気球委員会 委員 

[17] 高橋弘充：宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所 小規模計画「XL-Calibur気球実験」：研究 

代表者 

[18] 稲見華恵：すばる科学諮問委員会 委員 

[19] 稲見華恵：国立天文台 研究交流委員会 委員 

[20] 稲見華恵：日本天文学会 代議員 

[21] 川端弘治：日本天文学会 代議員 

[22] 水野恒史：日本天文学会 早川幸男基金 選考委員 

 

外部評価委員 

[1] 深沢泰司：金沢大学先進宇宙理工学研究センター外部評価委員 

[2] 川端弘治：国立天文台 プロジェクト評価委員会 副委員長 

 

各種研究員と外国人留学生の受入状況 

研究員4名（科研費3件, 大学間連携1件） 

留学生（D：2名, M：1名, Gap year：1名） 

 

国際共同研究 

[1] 深沢泰司, 水野恒史, 高橋弘充, 須田祐介, Fermi LAT collaboration（主にアメリカ, イタリア, 

フランスの 450 名）, 約 10 の国内研究期間, 宇宙ガンマ線観測衛星フェルミによる高エネルギ

ー宇宙観測の研究 

[2] 深沢泰司, 水野恒史, 高橋弘充, XRISM（主にアメリカ, オランダ, イギリスの 100 名）, 

ISAS/JAXA, 約 20 の国内研究期間, X 線観測衛星 XRISM による高エネルギー宇宙観測の研究 

[3] 深沢泰司, 須田祐介, MeV ガンマ線衛星計画 AMEGO-X, 主にアメリカ, 次期 MeV ガンマ線

衛星計画 AMEGO-X に関する共同研究 

[4] 深沢泰司, 高橋弘充, 須田祐介, MeV ガンマ線観測計画 GRAMS, 主にコロンビア大学, 東京

大学, 早稲田大学, 大阪大学, 理研, MeV ガンマ線気球観測計画 GRAMS に関する共同研究 

[5] 高橋弘充, 水野恒史, 深沢泰司, Prof. Mark Piece（スウェーデン, スウェーデン王立工科大

学）, 名大など, “超小型衛星 CUBES, GRB ガンマ線偏光小型衛星 SPHiNX 計画” 

[6] 水野恒史, 深沢泰司, 高橋弘充, IXPE 衛星（主にイタリア, アメリカ）, 理研, 名大, 阪大, 山

形大, X 線偏光観測衛星 IXPE 

[7] 深沢泰司, 水野恒史, 高橋弘充, 須田祐介, CTA collaboration（主にヨーロッパ, アメリカの約

200 名）, 東大宇宙線研など各 20 の国内研究機関, 次世代 TeV ガンマ線望遠鏡の開発 

[8] 深沢泰司, 須田祐介, MAGIC collaboration（主にヨーロッパの約150名）, TeVガンマ線天体の

研究 
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[9] 深沢泰司, 水野恒史, 高橋弘充, Masaryk 大学, Conkoly 天文台, Eotvos 大学, 名大, 京大, 立教

大, 重力波対応 SGRB 観測超小型衛星群 Camelot 計画 

[10] 高橋弘充, 水野恒史, 深沢泰司, Prof. Henric Krawczynski（アメリカ, ワシントン大学）, 阪

大, 名大など, 硬 X 線偏光気球実験 X-Calibur 

[11] 深沢泰司, 水野恒史, IceCube collaboration（主にアメリカ, 他にヨーロッパなど）, 高エネル

ギーニュートリノ対応天体の研究 

[12] 高橋弘充, Dr.濱口健二, Dr. Michael Corcoran, アメリカ・NASA/GSFC, 大質量連星 Eta Carinae

の国際共同研究 

[13] 高橋弘充, Dr.岡島 崇（アメリカ, NASA）, 京大, 理研など, X 線 CubeSat 開発 

[14] 水野恒史, Jessica Metzger (Chicago Univ. USA), Andrew Strong (MPE, German), Elena Orlando 

(Stanford Univ., USA), Igor Moskalenko (Stanford University), 星間空間宇宙線スペクトルの研究 

[15] 川端弘治, 植村 誠, LIGO-Virgo Collaboration (California Institute of Technology, European 

Gravitational Wave Observatory 他）, 笹田真人・東工大, 内海洋輔・米国・Stanford University, 

重力波の電磁波対応現象の探索 

[16] 川端弘治, 中岡竜也, Anjasha Gangopadhyay, Avinash Singh, 前田啓一・京都大, 山中雅之・鹿

児島大, D. Sahu, G.C. Anupama (India, Indian Institute of Astrophysics), Shashi B. Pandey (India, 

Aryabhatta Research Institute of Observational-Sciences), 近傍超新星の多バンドモニター観測研究 

[17] 川端弘治, 植村 誠, 笹田真人, Yao Yongqiang (Chinese Academy of Science, National 

Astronomical Observatory of China), 西チベット阿里観測所における HinOTIRI プロジェクトの推

進 

[18] 川端弘治, 中岡竜也, “IceCube collaboration (University of Alberta, Stanford University, 他多数), 

笹田真人・東工大, 秋田谷 洋・千葉工大, 内海洋輔・米国・Stanford University”, IceCube 高エ

ネルギーニュートリノ対応天体の研究 

[19] 川端弘治, Antonio Mario Magalhaes, Universidade de São Paulo, ブラジル, 可視偏光サーベイに

よる銀河磁場・星間物質・突発天体の研究 

[20] 稲見華恵, Lee Armus (California Institute of Technology, USA), Vassilis Charmandaris (University 

of Crete, Greece) 他, 近傍宇宙の高光度赤外線銀河の研究 

[21] 稲見華恵, Fabian Walter (Max Planck Institute for Astronomy) 他, ミリ波サブミリ波を用いた深

宇宙探査 

[22] 稲見華恵, Mark Dickinson (National Optical Astronomy Observatory, USA) 他, 遠方宇宙の高光

度赤外線銀河の研究 

[23] 稲見華恵, MUSE Consortium (France, Netherlands, Germany, Switzerland, Portugal), 超広視野可

視光線面分光装置 MUSE を用いた深宇宙探査 

[24] 笹田真人, Event Horizon Telescope Collaboration (Harverd University, MIT, NAOJ 他), 巨大ブラ

ックホールの影の観測 

[25] 稲見華恵, Rychard Bouwens 他（Leiden University オランダ, 英国, 米国, スイス 他）, ALMA

大型プロジェクトREBELS 

[26] 稲見華恵, Desika Narayanan(フロリダ大学), ダスト吸収曲線の研究 

[27] 稲見華恵, Jason Glenn (NASA), Matt Bradford (JPL) 他, FIR-Probe候補PRIMA 

 

研究助成金の受け入れ状況 

[1a] 深沢泰司：科学研究費助成事業 国際共同研究加速基金(国際共同研究強化(B)),「日本・ハン
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ガリー・チェコ共同によるガンマ線バースト観測超小型衛星団の開発」2019-2024年, 2023年度

直接経費 2,600千円 

[1b] 深沢泰司：科学研究費助成事業 基盤研究(B),「電波・可視光偏光モニターとVLBI撮像を組

み合わせたジェットの磁場構造解明」2021-2023年, 2023年度直接経費 300千円, 研究分担者 

[1c] 深沢泰司：科学研究費助成事業 学術変革領域(A)計画研究「多粒子宇宙観測技術の開発によ

る新たな「眼」の獲得」,「電波・可視光偏光モニターとVLBI撮像を組み合わせたジェットの磁

場構造解明」2021-2023年, 2023年度直接経費 6,900千円, 研究分担者 

[2a] 水野恒史：科研費基盤(B)代表,「X線偏光撮像とGeVガンマ線観測で探るパルサー風星雲にお

ける粒子加速と伝搬」2023-2025年度, 2023年度直接経費 1,500千円 

[2b] 水野恒史：科研費基盤(A)分担,「X線偏光観測による回転するブラックホールの時空構造の

解明」2019-2023年度, 2023年度直接経費 100千円 

[2c] 水野恒史：科研費国際共同(研究強化B) 分担,「日本・ハンガリー・チェコ共同によるガンマ

線バースト観測超小型衛星団の開発」2019-2024年度, 2023年度直接経費 815.570千円 

[2d] 水野恒史：科研費学術変革領域（A）計画研究分担,「X線が届ける突発天体の目覚め」2023-

2027年度, 2023年度直接経費 200千円 

[3a] 高橋弘充：宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所 小規模計画「XL-Calibur気球実験」2019-2024

年度, 2023年度直接経費 1,700千円, 研究代表者 

[3b] 高橋弘充：科学研究費補助金基盤研究(S),「X線・ガンマ線偏光観測で開拓する中性子星超強

磁場の物理」2019-2023年度, 2023年度直接経費 7,000千円, 研究分担者 

[3c] 高橋弘充：科学研究費補助金基盤研究(A),「超巨大ブラックホールのスピン測定と磁場を介

した回転エネルギー抽出機構の検証」2023-2026年度, 2023年度直接経費 10,000千円, 研究代表 

[4a] 稲見華恵：伊藤科学振興会,「ジェームズ・ウェッブ宇宙望遠鏡で観測する赤外線銀河の性質」

2019-2023年度, 1,000千円, 研究代表者 

[4b] 稲見華恵：ALMA共同科学研究事業 FY2021, 自然科学研究機構 国立天文台, 「A Systematic 

Study of the Dust Build-up in the Epoch of Reionization」ポスドク1名雇用 + 研究費1,000千円, 研

究代表者 

[4c] 稲見華恵：科学研究費助成事業 基盤研究(B),「次世代宇宙望遠鏡で探る近傍赤外線銀河のエ

ネルギー発生とその性質」2021-2024年度, 2023年度直接経費 1,000千円, 研究代表者 

[4d] 稲見華恵：自然科学研究機構 Open Mix Lab公募研究プログラム「自由曲面鏡を用いた冷却光

学系を基盤とした赤外線天文学プラットフォームの構築」2023-2024年度, 20,000千円, 代表者 

[4e] 稲見華恵：2024年度 国立天文台 研究集会, 950千円, 代表者 

[4f] 稲見華恵：井上科学振興財団 2024年度国際研究集会開催経費, 750千円, 代表者 

[4g] 稲見華恵：第45回宇宙研究委員会(COSPAR)科学会議, 旅費支援, 1千ユーロ[渡航キャンセル] 

[4h] 稲見華恵：天文学振興財団, 令和6年度 第1回 国際研究支援事業 (国際研究集会開催),  

500千円, 代表者 

[5a] 植村 誠：科学研究費補助金基盤研究(B),「電波・可視光偏光モニターとVLBI撮像を組み合

わせたジェットの磁場構造解明」2021-2023年度, 2023年度直接経費 700千円, 研究分担者 

[5b] 植村 誠：科学研究費補助金基盤研究(C),「突発現象の追跡観測を自動で意思決定するスマ

ート観測システムの研究」2021-2023年度, 2023年度直接経費 800千円, 研究代表者 

[5c] 植村 誠：科学研究費補助金基盤研究(A),「ELITE：出自管理と深層学習に基づく専門知識獲

得基盤の開発とその視覚計算応用」2021-2025年度, 2023年度直接経費 800千円, 研究分担者 
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[6a] 須田祐介：科学研究費助成事業 研究活動スタート支援,「大気チェレンコフ望遠鏡で拓くガ

ンマ線バーストの物理」2021-2023年度, 2023年度直接経費 665千円, 研究代表者 

[6b] 須田祐介：科学研究費助成事業 国際共同(研究強化B)分担,「日本・ハンガリー・チェコ共同

によるガンマ線バースト観測超小型衛星団の開発」2021-2026年度, 2023年度直接経費 300千円 

[6c] 須田祐介：科学研究費助成事業 若手研究,「ガンマ線バーストにおけるTeVガンマ線放射機構

の解明」2023-2024年度, 2023年度直接経費 2,300千円, 研究代表者 

[6d] 須田祐介：科学研究費助成事業 学術変革領域(A)計画研究分担,「ガンマ線が届けるブラック

ホールの産声」2023-2027年度, 2023年度直接経費 3,750千円 

[7a] 川端弘治：三菱財団助成 2023年度, 6,000千円（うち2023年度中は1,600千円）, 代表者 

 

その他, 報道, 特記事項 

[1] 稲見華恵：ブルーバックス(講談社) インタビュー 2023.5.17 

[2] 稲見華恵：日本経済新聞「宇宙望遠鏡「JWST」, 日本人も駆使 銀河の謎に挑む」, 2023.7.15 

[3] 稲見華恵：日経産業新聞「宇宙望遠鏡「JWST」, 日本人も駆使 銀河の謎に挑む」, 2023.7.26 

(上記の日経新聞と同内容) 

[4] 稲見華恵：「アルマ望遠鏡が明かす遠方銀河のガスとダスト」天文月報 2024年4月号 

[5] 水野恒史：広島大学先進理工研究セレクション「最新のX線偏光観測により『かに星雲』の

磁場構造が明らかに」2023.12 

[6] 川端弘治：広島大学プレスリリース「ガンマ線と可視光偏光の同時観測で迫るブラックホー

ルからの光速ジェット噴出の謎」2023.11.24 

[7] 川端弘治：広島大学プレスリリース「天の川の「あやつり糸」の断層撮像に初めて成功」

2024.1.12 

 

 

 

 

物性科学講座 

○構造物性グループ 

研究活動の概要 

構造物性グループは，黒岩芳弘教授，森吉千佳子教授，Kim Sangwook助教の3人の教員で構成さ

れている。我々の研究グループでは，SPring-8で計測した放射光X線回折データを精密に解析する

ことで，誘電分極や電気伝導などの物質機能，また電荷移動や熱振動などの相転移の起源に関わ

る構造情報を結晶構造の上に可視化することで，固体の構造物性について議論してきた。現在，

様々な研究グループと共同研究を行っている。 

黒岩教授は，SPring-8の多種多様なビームラインでの計測技術の高度化に協力すると同時に，主

として酸化物強誘電体の構造物性について共同研究を行っている。 

2018年度より開始された広島大学（学長）と量子科学技術研究開発機構（量子ビーム科学部門

長）との間の共同研究契約「コヒーレントX線を利用した強誘電体一粒子計測」および2022年度か

らの「放射光X線回折を用いた構造解析技術の開発」において，黒岩教授が全体統括として共同研
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究を推進した。従来のX線回折を用いた結晶構造解析では，ミクロな原子位置や電子密度分布だけ

を問題にして結晶構造解析を行ってきた。今後はこれに加えてBragg Coherent Diffraction Imaging 

(Bragg-CDI)法により，マクロな結晶外形やメゾスケールの結晶内部のドメイン構造やひずみ分布

なども構造解析することで，X線回折の技術だけでマルチスケールで結晶構造解析する手法の開

発を目指している。研究は，SPring-8のBL22XUビームラインで行われ，令和5年度では，透過能の

高い25keVの高エネルギーX線によるBragg-CDI法の開発に成功した。Bragg-CDI実験ができるのは，

国内ではSPring-8のBL22XUだけであり，我々のグループがこの分野をリードしている。この計測

技術により，電場印加下でセラミックス試料内部の強誘電ドメイン構造やひずみ構造を3次元的に

イメージすることが可能になった。また，コアシェル構造をもつ強誘電体ナノ粒子ひと粒の内部

構造をBragg-CDI法で可視化することにも成功した。同じ化学式の強誘電体は，同じ温度・圧力で

は同じ物性を示すはずであるが，内部のドメイン構造やひずみ分布の違いで誘電物性が大きく異

なると言われてきた。ドメイン構造と誘電物性との相関がBragg-CDI法で明らかになりつつある。

一方，我々Bragg-CDIチームの今までの技術開発に係る業績が高く評価され，文部科学省が推進す

る「マテリアル先端リサーチインフラ」のARIM Japanプロジェクトから支援を得ることができ，

令和6年度からSPring-8のBL11XUにBragg-CDI専用のビームラインが建設され，令和7年度から運

用が開始されることが決定された。今まで以上に，多くの研究成果が得られると期待している。 

SPring-8のBL13XU粉末構造解析ビームラインでは，科学研究費助成事業の支援を受けて，山梨

大学およびJASRIと，鉛を使わない圧電材料を開発するという元素戦略プロジェクトの一つとし

て，BaTiO3とBiFeO3の固溶体をベースとした新奇非鉛圧電セラミック材料を用いてAC電場印加下

での時分割X線回折実験に係る技術開発を開始した。一部の成果を応用物理学会での招待講演の

中で紹介したことで，産業界などの応用分野からも多くの反応が届いている。 

国際共同研究として，中国科学院上海セラミックス研究所（中国）および釜山大学物理（韓国）

と，ダブルペロブスカイト型反強誘電体の結晶構造とエネルギー貯蔵特性について共同研究を行

っており，研究成果をマカオで開催されたアジア強誘電体会議AMFで報告した。また，北京大学，

清華大学の協力を得て近年開校された山東省の重点大学である煙台大学の研究者とも共同研究を

行っており，リチウムイオン電池における酸化還元反応について論文を公表した。一方，学術変

革領域研究（A）「1000テスラ超強磁場による化学的カタストロフィー：非摂動磁場による化学結

合の科学」が採択され，今後5年間，アドバイザーとして総括班およびA01班「1000T結晶格子の探

索と解明」と共同研究を行うこととした。 

黒岩教授は，日本の誘電体研究者のプラットホームになることを目指して令和元年12月2日に設

立された一般社団法人日本誘電体学会の代表理事会長に就任し，強誘電体会議FMAを京都で主催

した。また，アジア強誘電体協会AFAの日本代表の委員として2016年からアジアの誘電体研究の

発展に貢献してきたことが評価され，AFAの会長に就任することとなり，マカオで開催されたア

ジア強誘電体会議AMFを主催した。 

森吉教授は，SPring-8のBL02B2粉末構造解析ビームラインの重点研究課題（パートナーユーザ

ー）代表としての活動が2021年に終了したが，引き続きこのビームラインを利用した共同研究と

利用研究の拡大に努めている。それ以降も物質合成や化学反応中の物質構造変化をリアルタイム

で検出するシステムの開発と研究を進めた。都立大学や北海道大学等とはハイエントロピー超伝

導体の結晶構造と電子状態に関する共同研究や，固相反応の学理を構築する研究を進めており，

共同プレスリリースを行った。さらに，島根大学，JASRI，立命館大学との共同研究として行った

層状複水酸化物のイオン交換序列の解明やその応用研究を進めている。 

森吉教授は，日本学術会議の連携会員でもあり，また，日本結晶学会の評議員や年会プログラ
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ム委員，国際結晶学連合(IUCr)のCommission on Powder Diffractionのメンバーを務めている。学外

に向け結晶構造解析の普及にも努めており，結晶学分野における貢献度は極めて高い。 

Kim助教は，酸化物強誘電体や圧電体の材料開発および構造物性に関する研究を行っている。特

に，焼結中に重力がセラミックの形状に与える影響を調査し，これが圧電特性や強誘電特性の向

上に寄与することを発見した。この発見をもとに，メカニズムの解明を目指して国際共同研究を

実施し，Leibniz Institute for Solid State and Materials Research Dresden（ドイツ）との連携のもとで

詳細な研究を進めた。その成果は学術誌に掲載されている。 

さらに，関連する研究成果は第7回先端電材国際会議および在日韓国科学技術者協会「第15回合

同分科会」で発表され，優秀ポスター賞と学術優秀賞を受賞した。また，最近では熱処理による

表面の損傷したレイヤーの復元に関する共同研究をSoongsil University（韓国）と始めた。この研

究では，損傷したレイヤーの復元前後での結晶構造の変化に注目し，材料の特性がどのように改

善されるのかを解明しようとしている。研究は順調に進んでおり，今後の成果が期待される。 

加えて，山梨大学および九州大学との共同研究において，鉛フリー圧電材料の圧電性発現のメ

カニズムにナノドメイン構造が重要な役割を果たすことが示され，この成果は大変注目されてい

る。この成果については，4th International Conference on Materials Science & Engineeringで招待講演

を行った。 
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Arima and T. Asaka, “Structural phase transition and spin state in the perovskite cobalt oxides La1-
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A. Koreeda, Y. Kuroiwa, H. Nagata, H. Takeda and T. Yamada, “Ferroelectric Materials and Their 

Applications”, Jpn. J. Appl. Phys. Vol. 62, No. SM (2023) Special Issue: Ferroelectric Materials and Their 

Applications”, 総論文数 33編, The Japan Society of Applied Physics, IOP Publishing, 2023年11月発

行 

 

総説など 

[1]  Sangwook Kim, “非鉛圧電セラミックスの新規特性発現メカニズムを提唱”, トピックス, セラ

ミックス 58 (2023) p.343, 日本セラミックス協会. 

[2]  ◎Sangwook Kim, 黒岩芳弘, “鉛を含まない圧電材料の新展開：構造乱れをもつ擬立方晶セラミ

ックスが示す優れた強誘電性と圧電性”, Fine Ceramics Report 42(2) (2024) p.56-61, 一般社団法人

日本ファインセラミックス協会. 

 

研究報告など 

[1]  ◎黒岩芳弘, 福島凪世, 白川皓介, Sangwook Kim, 上野慎太郎, 大和田謙二, 押目典宏, 町田晃

彦, “電子デバイス内部に実装された単結晶ナノ粒子の非破壊三次元構造可視化技術の確立”, 

ARIM Japan 利用報告書, 2023.8.1 

[2]  ◎黒岩芳弘, 福島凪世, 白川皓介, Sangwook Kim, 上野慎太郎, 大和田謙二, 押目典宏, 町田晃

彦, “電子デバイス内部に実装された単結晶ナノ粒子の非破壊三次元構造可視化技術の確立 II”, 

ARIM Japan 利用報告書, 2023.8.1 

[3]  塚田真也, 黒岩芳弘, 福島凪世, 白川皓介, 大和田謙二, 押目典宏, 町田晃彦, “形状制御強誘電

体ナノ結晶における構造と物性”, ARIM Japan 利用報告書, 2023.8.1 

[4]  ◎Sangwook Kim, 黒岩芳弘, “結晶構造エンジニアリングを用したエネルギーハーベスティン

グ用高性能圧電材料の創成”, 村田学術振興財団成果報告書, 2023.12 

 

国際会議 

（招待講演） 

[1]  S. Kim, “Origin of Piezoelectric Response by Nano-domain Dynamics in Lead-free Bi-based 
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Piezoelectrics”, 4th International Conference on Materials Science & Engineering, (2023.4.24-28, Double 

Tree by Hilton Houston Intercontinental Airport, Huston, USA, Hybrid) 

[2]  Y. Kuroiwa, “Visualizing Chemical Bonds at Valence Electron Density Levels by Synchrotron Radiation 

X-ray Diffraction”, Joint Conference of the 13th Asian Meeting on Ferroelectrics and the 13th Asian 

Meeting on Electroceramics (AMF-AMEC 2023), (2023.11.12-16, Galaxy International Convention 

Center (GICC), Macau, China) 

[3]  C. Moriyoshi, “Crystal structure analysis of layered double hydroxides by synchrotron radiation X-ray 

diffraction”, International Conference on Functional Layered Nanomaterials 2023 (2023.11.4, Shimane, 

Japan) 

（一般講演） 

[1]  ◎S. Hiramoto, J. Uzuhashi, T. Ohkubo, A. Toda, C. Moriyoshi and Y. Kuroiwa, “Synchrotron Radiation 

X-ray Diffraction Study on Nucleation and Growth of Nanocrystalline Phase in Fe-Si-B-P-Cu-C 

Amorphous Alloys”, Intermag 2023, (2023.5.15-19, Sendai International Center, Sendai, Japan) 

[2]  ◎M. Shao, S. Kim, H. Tanaka and Y. Kuroiwa, “Influence of B-O Hybrid Atomic Orbitals on 

Ferroelectric Phase Transitions in ABO3 Perovskite-type Oxides using Synchrotron Radiation X-ray 

Diffraction”, The 15th China and Japan Symposium on Ferroelectric Materials and Their Applications 

(CJFMA15), (2023.8.12-15, Baolong Yijun Hotel, Tai’an, China) 

[3]  ◎A. Seshita, A. Yamashita, T. Fujita, A. Miura, T. Karase, C. Moriyoshi, Y. Kuroiwa and Y. Mizoguchi, 

“High Thermoelectric Figure-of-merit and Ultra-low Lattice Thermal Conductivity of New High-entropy 

Type AgBi(S, Se, Te)2”, The 8th Japan-Korea International Symposium on Materials Science and 

Technology (JKMST2023), (2023.8.22-25, Kochi University of Technology, Kochi, Japan) 

[4]  ◎M. Aruga, S. Kim, H. Nam, I. Fujii, S. Ueno, S. Wada and Y. Kuroiwa, “Origin of Enhanced 

Ferroelectricity in Quenched BT-BMT-BF Ceramics Revealed by Visualization of Electron Density 

Distribution”, 7th International Conference on Advanced Electroceramics (ICAE2023), (2023.10.31-11.3, 

Ramada Plaza Jeju Hotel, Jeju, Korea) 

[5]  ◎S. Kim, H. Nam, Y. Sato, I. Fujii, S. Ueno, Y. Kuroiwa and S. Wada, “Piezoelectric Actuation 

Mechanism Involving Nano-domain Rearrangement by Bi3+ Off-centering in Bi-based Piezoelectrics with 

Pseudo-cubic Structure”, 7th International Conference on Advanced Electroceramics (ICAE2023), 

(2023.10.31-11.3, Ramada Plaza Jeju Hotel, Jeju, Korea) 

[6]  S. Kim, “Effect of Gravity Force Sintering on Ferroelectric Phase Transition Revealed by Structural 

Properties with Visualization of Electron Density Distribution”, 7th International Conference on 

Advanced Electroceramics (ICAE2023), (2023.10.31-11.3, Ramada Plaza Jeju Hotel, Jeju, Korea) 

[7]  ◎H. Nam, S. Kim, I. Fujii, M. Aruga, S. Ueno, Y. Kuroiwa and S. Wada, “Impact of Poling Temperature 

in Pseudo-cubic BiFeO3-based Piezoelectric Ceramics”, 7th International Conference on Advanced 

Electroceramics (ICAE2023), (2023.10.31-11.3, Ramada Plaza Jeju Hotel, Jeju, Korea) 

[8]  ◎M. Shao, S. Kim, H. Tanaka and Y. Kuroiwa, “Role of B-O Hybrid Atomic Orbitals in Ferroelectric 

Phase Transitions of ABO3 Perovskites Studied by Crystal Structure Analysis at Valence Electron Density 

Levels”, Joint Conference of the 13th Asian Meeting on Ferroelectrics and the 13th Asian Meeting on 

Electroceramics (AMF-AMEC 2023), (2023.11.12-16, Galaxy International Convention Center (GICC), 

Macau, China) 

[9]  ◎K. Shirakawa, N. Fukushima, S. Kim, H. Nam, I. Fujii, S. Ueno, S. Wada and Y. Kuroiwa, “Composite 
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Crystal Structures and Their Phase Transitions in Barium Titanate Polyhedral Crystals”, Joint Conference 

of the 13th Asian Meeting on Ferroelectrics and the 13th Asian Meeting on Electroceramics (AMF-AMEC 

2023), (2023.11.12-16, Galaxy International Convention Center (GICC), Macau, China) 

[10]  ◎Y. Nagata, T. Shigemasu, S. Kim, G. Li, C.-H. Park and Y. Kuroiwa, “Emergence of 

Antiferroelectricity and Phase Transition in Double Perovskite-Type Oxides: Visualizing Electron 

Density Distribution”, Joint Conference of the 13th Asian Meeting on Ferroelectrics and the 13th Asian 

Meeting on Electroceramics (AMF-AMEC 2023), (2023.11.12-16, Galaxy International Convention 

Center (GICC), Macau, China) 

[11]  K. Ohta, T. Fujimura, C. Moriyoshi, K. Makishima and R. Sasai, “Changes in Luminous Intensity of 

Tb3+-doped Layered Double Hydroxide Incorporating Different Amounts of Nitrate Ions”, International 

Conference on Functional Layered Nanomaterials 2023 (2023.11.4, Shimane, Japan) 

[12]  K. Makishima and C. Moriyoshi, “Crystal Structure Analysis of Tb3+-doped Layered Double 

Hydroxides with Luminescence Properties using Synchrotron X-ray Diffraction”, International 

Conference on Functional Layered Nanomaterials 2023 (2023.11.4, Shimane, Japan) 

[13]  K. Nakanishi and C. Moriyoshi, “Crystal structure analysis of Ni2+-Al3+ layered double hydroxides 

containing carbonate anions”, International Conference on Functional Layered Nanomaterials 2023 

(2023.11.4, Shimane, Japan) 

[14]  K. Komiyama and C. Moriyoshi, “In-situ observation of iron nanocrystallization in Fe-B-P-Cu 

amouphous alloys by X-ray diffraction”, International Conference on Functional Layered Nanomaterials 

2023 (2023.11.4, Shimane, Japan) 

[15]  ◎A. Yamashita, A. Seshita, P. Rani, T. Fujita, A. Miura, T. Katase, C. Moriyoshi, Y. Kuroiwa and Y. 

Mizuguchi, “Development of high-entropy-type thermoelectric materials”, MRM2023/IUMRS-ICA2023, 

Grand Meeting (2023.12.11-16, Kyoto, Japan) 

[16]  R. Sasai, K. Oota, K. Makishima, T. Fujimura, C. Moriyoshi and J. Kumagai, “Anion Effect on 

Luminescence Properties of Tb-Doped Layered Double Hydroxides with Various Anion Species”, 

International Conference on Materials and Systems for Sustainability 2023 (2023.12.1-3, Nagoya, Japan) 

 

国内学会 

（招待講演） 

[1]  黒岩芳弘,「鉛またはビスマスイオンを含むペロブスカイト型極性酸化物の構造評価」, 2024 年

第 71 回応用物理学会春季学術講演会,（2024 年 3 月 22 日-25 日, 東京都市大学（世田谷キャン

パス）, 東京都世田谷区） 

[2]  森吉千佳子, 「SPring-8 粉末回折(BL02B2)による in-situ 構造観察」, 第 74 回コロイドおよび界

面化学討論会・一般シンポジウム「水か関わる in situ ナノ構造変化分析」, （2023 年 9 月 14

日, 信州大学長野キャンパス, 長野市） 

（依頼講演） 

該当無し 

（一般講演） 

[1]  ◎Sangwook Kim, 宮内隆輝, 佐藤幸生, Hyunwook Nam, 藤井一郎, 上野慎太郎, 黒岩芳弘, 和

田智志,「Piezoelectric Actuation Mechanism Including the Nanodomain Contribution in BiFeO3-BaTiO3 

Piezoelectrics」, 第 40 回強誘電体応用会議(FMA-40),（2023 年 5 月 24 日-27 日, 京都工芸繊維大
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学（松ヶ崎キャンパス）, 京都） 

[2]  ◎Shao Mingyang, Sangwook Kim, Ichiro Fujii, Shintaro Ueno, Satoshi Wada, Yoshihiro Kuroiwa, 

「Crystal Structure of Heteroepitaxial KNbO3/BaTiO3 Core-Shell Nanocomposite Particles Studied by 

Synchrotron Radiation X-ray Diffraction」, 第 40 回強誘電体応用会議(FMA-40),（2023 年 5 月 24

日-27 日, 京都工芸繊維大学（松ヶ崎キャンパス）, 京都） 

[3]  ◎押目典宏, 大和田謙二, 町田晃彦, 福島凪世, 白川皓介, 上野慎太郎, 藤井一郎, 和田智志, 

菅原健人, 島田 歩, 上野哲朗, 綿貫 徹, 石井賢司, 豊川秀訓, 門馬綱一, Sangwook Kim, 塚田真

也, 黒岩芳弘,「コヒーレント X 線回折を利用した焼結体中結晶粒の非破壊イメージング」, 第

40 回強誘電体応用会議(FMA-40),（2023 年 5 月 24 日-27 日, 京都工芸繊維大学（松ヶ崎キャン

パス）, 京都） 

[4]  牧島滉平, 森吉千佳子, 太田 薫, 藤村卓也, 笹井 亮,「Tb3+ドープ層状複水酸化物の発光特性

と結晶構造との関係」, 日本セラミックス協会第 36 回秋季シンポジウム（2023 年 9 月 6 日-8 日, 

京都工芸繊維大学松ヶ崎キャンパス, 京都） 

[5]  太田 薫, 藤村卓也, 牧島滉平, 森吉千佳子, 笹井 亮,「異なる金属組成比の Tb3+ドープ層状複

水酸化物の硝酸イオン検知能」, 日本セラミックス協会第 36 回秋季シンポジウム（2023 年 9 月

6 日-8 日, 京都工芸繊維大学松ヶ崎キャンパス, 京都） 

[6]  牧 紘太郎, 村岡恒輝, 河口沙織, 引間和浩, 武藤浩行, 松田厚範, 山根伊知郎, 島田敏宏, 井

藤浩明, 水口佳一, 森吉千佳子, 大池広志, 中山 哲, ROSERO-NAVARRO Nataly Carolina, 三浦 

章, 藤井雄太, 忠永清治,「Na3YCl6の無拡散相転移と機械的特性」, 日本セラミックス協会第 36

回秋季シンポジウム（2023 年 9 月 6 日-8 日, 京都工芸繊維大学松ヶ崎キャンパス, 京都） 

[7]  久末竜駆, 三浦 章, 山下愛智, 水口佳一, 森吉千佳子, 忠永清治,「KF 粉砕による KSbF4 固相

合成経路の変換」, 日本セラミックス協会第 36 回秋季シンポジウム（2023 年 9 月 6 日-8 日, 京

都工芸繊維大学松ヶ崎キャンパス, 京都） 

[8]  牧島滉平, 森吉千佳子, 太田 薫, 藤村卓也, 笹井 亮,「Tb3+ドープ層状複水酸化物の発光特性

と結晶構造との関係」, 第 74 回コロイドおよび界面化学討論会,（2023 年 9 月 12 日-15 日, 信州

大学長野キャンパス, 長野市） 

[9]  ◎渡邊雄翔, 有馬寛人, 山下愛智, 三浦 章, 森吉千佳子, 後藤陽介, 李 哲虎, 東中隆二, 臼井

秀知, 水口佳一,「カイラルな結晶構造をもつ(Pt0.2Ir0.8)3Zr5の合成と超伝導特性」, 日本物理学会

第 78 回年次大会（2023 年 9 月 16 日-19 日, 東北大学, 仙台） 

[10]  ◎塚田真也, 押目典宏, 大和田謙二, Sangwook Kim, 黒岩芳弘,「ラマン分光法による BaTiO3

微粒子の構造と物性」, 第 84 回応用物理学会秋季学術講演会（2023 年 9 月 19 日-23 日, 熊本城

ホール他, 熊本市） 

[11]  ◎押目典宏, 大和田謙二, 町田晃彦, 福島凪世, 白川皓介, 上野慎太郎, 藤井一郎, 和田智志, 

菅原健人, 島田 歩, 上野哲朗, 綿貫 徹, 石井賢司, 豊川秀訓, 門馬綱一, Sangwook Kim, 塚田真

也, 黒岩芳弘,「Bragg コヒーレント X 線回折イメージングによる BaTiO3セラミクス中ひと粒内

部の格子歪みの可視化」, 第 84 回応用物理学会秋季学術講演会（2023 年 9 月 19 日-23 日, 熊本

城ホール他, 熊本市） 

[12]  大和田謙二, 押目典宏, 菅原健人, 島田 歩, 町田晃彦, 綿貫 徹, 黒岩芳弘,「ブラッグコヒー

レント X 線回折イメージング法によるナノ結晶非破壊 3 次元イメージング」, 第 38 回分析電子

顕微鏡討論会（2023 年 11 月 30 日-12 月 1 日, オンライン） 

[13]  ◎Z. Wang, S. Saito, H. Nam, I. Fujii, S. Ueno, S. Kim, Y. Kuroiwa, S. Wada,「Dielectric and 

Piezoelectric Properties of Tetragonal BNT–BT System Ceramics」, 第 43 回電子材料研究討論会（2023
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年 11 月 9 日-10 日, 東京工業大学（すずかけ台キャンパス ）, 横浜市緑区長津田町） 

[14]  ◎永峰佑起, 後藤将太, 上野哲也, 中野目仁美, 磯道岳歩, 森吉千佳子, 黒岩芳弘,「放射光

XRD 法を用いた全固体電池のオペランド測定」, 第 37 回日本放射光学会年会放射光科学合同

シンポジウム（2024 年 1 月 10 日-12 日, アクリエひめじ, 姫路） 

[15]  ◎押目典宏, 大和田謙二, 町田晃彦, 福島凪世, 白川皓介, 上野慎太郎, 藤井一郎, 和田智志, 

菅原健人, 島田 歩, 上野哲朗, 綿貫 徹, 石井賢司, 豊川秀訓, 門馬綱一, Sangwook Kim, 塚田真

也, 黒岩芳弘,「Bragg コヒーレント X 線回折イメージング法による数十～数百 nm サイズ結晶

一粒子の非破壊観察」, 第 37 回日本放射光学会年会放射光科学合同シンポジウム（2024 年 1 月

10 日-12 日, アクリエひめじ, 姫路） 

[16]  Sangwook Kim,「Origin of Ferroelectircity enhancement via quenching treatment in BF-based 

piezoelectric ceramics」, 在日韓国科学技術者協会「第 15 回合同分科会」（2024 年 3 月 2 日, 韓国

中央会館, 東京） 

[17]  ◎平本尚三, 岡本 聡, 小見山渓太, 森吉千佳子, 黒岩芳弘,「Fe-B-P-Cu 合金のナノ結晶化その

場観察」, 日本金属学会 2024 年春期第 174 回公園大会（2024 年 3 月 12 日-15 日, 東京） 

[18]  ◎押目典宏, 大和田謙二, 町田晃彦, 福島凪世, 白川皓介, 上野慎太郎, 藤井一郎, 和田智志, 

菅原健人, 島田 歩, 上野哲朗, 綿貫 徹, 石井賢司, 豊川秀訓, 門馬綱一, Sangwook Kim, 塚田真

也, 黒岩芳弘,「Bragg コヒーレント X 線回折イメージングを用いた BaTiO3セラミクス中 400 nm

サイズ結晶粒の 90°ドメイン可視化」, 日本物理学会 2024 年春季大会（2024 年 3 月 18 日-21 日, 

オンライン） 

[19]  出村郷志, 桑原彰吾, 森吉千佳子, 高野良紀,「溶融塩フラックス法による層状カルコゲナイ

ド化合物の単結晶育成過程のその場観察」, 日本物理学会 2024 年春季大会（2024 年 3 月 18 日-

21 日, オンライン） 

 

実績 

（国際会議） 

○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 9 件 

○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 3 件 

○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 0 件 

（国内学会） 

○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 7 件 

○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 1 件 

○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 1 件 

 

セミナー・講演会開催実績 

○ 国内学会講演会等 

[1] 第40回強誘電体会議（FMA-40, 日本誘電体学会年会）,（2023年5月24日-27日, 京都工芸繊維大

学（松ヶ崎キャンパス）, 京都）, 黒岩芳弘（日本誘電体学会会長, 運営委員長, 論文委員）, 参

加者 189名 

○ セミナー・講習会等 

該当無し 
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社会活動・学外委員 

○ 学協会委員 

[1]   黒岩芳弘：(一社)日本誘電体学会（DESJ）代表理事 会長 

[2]   黒岩芳弘：(一社)日本物理学会（JPS）代議員 

[3]   黒岩芳弘：(公社)日本セラミックス協会（CerSJ） セラミックコーティング研究体 世話人 

[4]   黒岩芳弘, 森吉千佳子：強誘電体会議（FMA）運営委員会 委員 

[5]   黒岩芳弘：強誘電体会議（FMA）論文委員会 委員 

[6]   黒岩芳弘：Japanese Journal of Applied Physics (応用物理学会欧文誌) ゲストエディター 

[7]   黒岩芳弘：強誘電体会議（FMA）優秀発表賞選考委員会 委員 

[8]   黒岩芳弘：Asian Ferroelectric Association (AFA), Chair（会長）, Executive Board（執行役員会 

日本代表） 

[9]   黒岩芳弘：International Meeting of Ferroelectrics (IMF), International Committee, 日本代表 

[10]  黒岩芳弘：Japan-China Symposium on Ferroelectric Materials and Their Applications (JCFMA), 

Academic Committee 

[11]  黒岩芳弘：Japan-Korea Conference on Ferroelectricity (JKC-FE), International Advisory Committee 

[12]  黒岩芳弘：Journal of Advanced Dielectrics (JAD), Editorial Board（編集委員会委員） 

[13]  黒岩芳弘：The Dielectrics and Electrical Insulation Society of IEEE (IEEE-DEIS), Technical 

Committee of Functional Dielectrics（機能性誘電体部会 委員） 

[14]  森吉千佳子：日本学術会議 連携会員（IUCr 分科会幹事・結晶学分科会委員） 

[15]  森吉千佳子：International Union of Crystallography (IUCr), Member of Commission on Powder 

Diffraction (CPD) 

[16]  森吉千佳子：日本結晶学会 評議員 

[17]  森吉千佳子：日本物理学会中国支部 幹事 

[18]  森吉千佳子：広島県物理教育研究推進会事務局 幹事 

[19]  Sangwook Kim：Materials, Section Editor for Advanced and Functional Ceramics and Glasses 

[20]  Sangwook Kim：Materials, Editoral Board member 

[21]  Sangwook Kim : Internatioanl Association of Advanced Materialss (IAAM) Associate Fellow  

○ 外部評価委員等 

[1]   黒岩芳弘：量子科学技術研究開発機構 委員会委員（2 委員会） 

[2]   黒岩芳弘：日本原子力研究開発機構 委員会委員 

[3]   森吉千佳子：高輝度光科学研究センター 委員会委員 

〇 学内委員等 

[1]  黒岩芳弘：理学部 学部長 

[2]  黒岩芳弘：大学院理学研究科 研究科長 

[3]  黒岩芳弘：大学院先進理工系科学研究科 副研究科長, 他 

[4]  森吉千佳子：大学院先進理工系科学研究科 研究科長補佐（企画室） 

○ 客員教授, 研究員等 

[1]   森吉千佳子：（公財）高輝度光科学研究センター（JASRI）外来研究員 

 



Ⅱ－80 

 

○ 講習会・セミナー講師 

（集中講義） 

該当無し 

（セミナー講師） 

[1]  黒岩芳弘,「電場印加下での BCDI 実験報告」, BCDI 第 3 回研究会,（2023 年 8 月 19 日-20 日, 

島根大学教育学部, 松江）, 依頼講演 

[2]  黒岩芳弘, 「学術変革領域総括班アドバイザーとしての領域会議講評」, 学術変革領域研究（A）

1000 テスラ超強磁場による化学的カタストロフィー：非摂動磁場による化学結合の科学 第 1

回領域会議,（2023 年 6 月 19 日-21 日, 東京大学物性研究所, 柏）, 依頼講演 

[3]  黒岩芳弘,「放射光 X 線回折による強誘電体の構造物性研究の進展」, ゆらぎで探る物質科学,

（2023 年 7 月 15 日, 筑波大学, つくば）, 依頼講演 

 

国際共同研究・国際会議開催実績 

○ 国際共同研究 

[1]  黒岩芳弘：ダブルペロブスカイト型反強誘電体の構造物性（2023 年）,  

参加国：日本, 中国, 韓国 

[2]  黒岩芳弘：SPring-8 BL02B2 粉末構造解析ビームライン, 電池正極材量の構造物性（2023 年）, 

参加国：日本, 中国 

○ 国際会議開催実績 

[1]  黒岩芳弘：Joint Conference of the 13th Asian Meeting on Ferroelectrics and the 13th Asian Meeting on 

Electroceramics (AMF-AMEC 2023), (2023.11.12-16, Galaxy International Convention Center (GICC), 

Macau, China), 主催者代表, Asian Meeting on Ferroelectrics (AMF)を主催するAsian Ferroelectric 

Association (AFA)会長として, 参加者 400名 

 

高大連携事業への参加状況 

〇模擬授業 

該当無し 

 

各種研究員と外国人留学生の受入状況 

○ 外国人留学生 

[1]  黒岩芳弘：大学院先進理工系科学研究科博士課程後期, 1 名（中国） 

○ 各種研究員 

該当無し 

 

研究助成金の受入状況 

[1]  黒岩芳弘（代表）：科学研究費補助金基盤研究（B）（一般）「フラクチャード強誘電体セラミッ

クスの電場応答機構解明のための時分割構造解析法開発」（2023 年度, 6,890 千円） 

[2]  黒岩芳弘（分担）：科学研究費補助金基盤研究（B）（一般）「デバイス深部に実装された結晶性

ナノ粒子の特性解明に資する構造可視化技術の開発」（2023 年度, 585 千円） 
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[3]  黒岩芳弘（代表）：量子科学技術研究開発機構他共同研究「放射光 X 線回折を用いた構造解析

技術の開発」（2023 年度, 3,000 千円） 

[4]  Sangwook Kim（分担）：科学研究費補助金基盤研究（B）（一般）「フラクチャード強誘電体セ

ラミックスの電場応答機構解明のための時分割構造解析法開発」（2023 年度, 500 千円） 

 

その他特記すべき事項 

○ 学術団体等からの受賞実績 

[1]  Sangwook Kim: ICAE Best Poster Award, 7th International Conference on Advanced Electroceramics 

(ICAE2023), Ramada Plaza Jeju Hotel, Jeju, Korea． 

[2]  Shao Mingyang (D3)：Best Poster Presentation Award, The 15th China and Japan Symposium on 

Ferroelectric Materials and Their Applications (CJFMA15) (2023.8.12-15, Baolong Yijun Hotel, Tai’an, 

China)． 

[3]  Shao Mingyang (D3)：Best Poster Award, Joint Conference of the 13th Asian Meeting on Ferroelectrics 

and the 13th Asian Meeting on Electroceramics (AMF-AMEC 2023), (2023.11.12-16, Galaxy 

International Convention Center (GICC), Macau, China)． 

[4]  白川皓介(M1)：Best Poster Award, Joint Conference of the 13th Asian Meeting on Ferroelectrics and 

the 13th Asian Meeting on Electroceramics (AMF-AMEC 2023), (2023.11.12-16, Galaxy International 

Convention Center (GICC), Macau, China)． 

[5]  Sangwook Kim: 学術優秀賞, 在日韓国科学技術者協会「第 15 回合同分科会」,（2024 年 3 月 2

日, 韓国中央会館, 東京）． 

〇 学内表彰・受賞 

[1]  福島凪世(M2)：広島大学エクセレント・スチューデント・スカラシップ表彰（2023 年 12 月 8

日） 

[2]  阪口佳代子(B4)：広島大学理学部後援会奨励賞（2023 年 3 月 21 日） 

[3]  阪口佳代子(B4)：広島大学物理学科卒業論文発表優秀賞（2023 年 3 月 23 日） 

[4]  小見山渓太(B4)：広島大学物理学科卒業論文発表優秀賞（2023 年 3 月 23 日） 

 

 

 

 

○電子物性グループ 

研究活動の概要 

放射光X線を用いた分光学的手法と計算機を用いたモデルシミュレーションによる物性研究の

展開を図っている。特に，放射光の元素敏感性や軌道選択性を活かした実験手法を通して，誘電

体・合金・磁性体における物性発現の決め手となる電子状態の探究を推進している。さらに，放

射光X線のもつ偏光特性やパルス特性も活かしながら，空間及び時間に関する反転対称性に注目

することで，構造相転移や磁気相転移に伴う電子状態の変化を捉えた研究を行っている。 

本研究グループでは，高輝度光科学研究センター（SPring-8）や高エネルギー加速器研究機構放

射光実験施設（KEK-PF）において，さまざまな外場（圧力・電場・磁場・温度・紫外線）を試料

に印加した状態でX線回折（XRD），X線吸収分光（XAS），X線発光分光（XES）および光電子分
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光（PES）による結晶構造と電子状態のその場測定（in situ測定）を実施している。高圧力印加に

よる磁性体の構造及び磁気相転移に関する従来の研究から，さらに空間・時間反転対称性の破れ

に伴う局所構造と電子状態の変化に注目した研究を行っている。また，パルス電場印加下のXAS

及びXESの時間分解測定による誘電体中の電気分極の外場応答に関する研究を実施しており，外

場印加による電子励起状態に関するX線分光学的研究の新展開を目指している。 

近年は，実験データの理論的な解釈にも力を入れている。XASのシミュレーションソフトは汎

用的なものがいくつか提供されているが，それぞれに一長一短があるため，必要に応じてシミュ

レーション結果の再検討を重ねる必要がある。さらに，物質中の複雑な乱れも考慮するために，

逆モンテカルロ法に基づくモデル計算や一電子近似の枠組みを超えて電子相関を取り込んだバン

ド計算とそれに基づくスペクトル計算なども始めている。 

 

(１) X線発光分光による誘電体の研究 

XESは局所歪みに由来する固体内の低エネルギー励起（電荷移動励起・バンド内励起，マグノン

励起）の検出に適している。また，電子検出法ではないことから，電場や圧力をはじめとする様々

な外場を動的に加えることができる。これはXESを誘電体研究に用いる大きな利点である。この

利点を活用して，チタン酸化物の構造変化を反映する電荷移動励起（～10 eV）に着目し，単位格

子内における誘電分極のゆらぎを電子状態の立場から研究している点が，本研究グループの取り

組みの独創的な点である。励起光のエネルギーを連続的に変化させながら各エネルギーで得られ

る発光スペクトルを連続的に測定する自動測定プログラムを導入し，X線吸収分光法の新たな手

法である高エネルギー分解蛍光X線検出分光法（HERFD-XAFS）を実現した。現在，国内の4グル

ープの研究チームがこのプログラムや手法を活用しており，研究成果を生み出している。これま

でも進めてきたOperando-XES測定（電子デバイスなどの作動条件下でのXES測定）と，この自動

測定技術の組み合わせによって，新物質や低次元系の示す新奇誘電性を見つけ出していくことが

究極の目標である。 

チタン酸ストロンチウムの新規強誘電性の探求 

チタン酸ストロンチウム（SrTiO3）は，量子ゆらぎによって強誘電相の発現が抑制されて常誘電

相に留まる量子常誘電体である。このゆらぎに打ち勝つ外場（電場・元素置換・応力）を加える

ことで，環境負荷の小さいSrTiO3を強誘電体に転用する試みが進められている。特に，応力は物質

に簡単に加えることができるため，近年NatureやScienceなどの速報性の高い雑誌でもたびたび議

論されている。しかし，誘電性の直接証拠であるヒステリシス測定は報告されておらず，応力に

よるSrTiO3の強誘電性出現については未だ結論が出ていない。これまでに，一軸応力下および曲げ

応力下でSrTiO3単結晶を用いたX線分光測定および誘電率測定を進めてきたが，単結晶中に生じる

ひび割れが要因となってどちらの応力条件下においても期待された強誘電性の出現は観測されな

かった。 

そこで，共同研究者に10 nm厚の極薄膜をレーザー蒸発法により作製を依頼した。蒸着基板を圧

縮応力と引張応力の異なる歪みが生み出されるものを選び，放射光の偏光特性と元素選択性を活

かしたⅩ線分光測定を行った。その結果，応力の違いによってSrTiO3薄膜に誘起される双極子モー

メントの向きが面直（圧縮）あるいは面内（引張）へと変化することが分かった。現在，電子相関

を考慮した電子状態の計算や後述の時間分解分光測定を活用した研究を進めており，測定結果と

理論的な解釈との整合性を検証している。分極を配向制御することで，実用的な大きさの分極を

もつ強誘電体に転換する方法を探求している。 
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チタン酸ストロンチウム薄膜のパルス電場印加下の時分割分光測定 

本研究グループでは，これまでチタン酸バリウム（BaTiO3）に電場を印加した時の誘電分極の

時間応答を電子状態の視点から観測してきた。その成果は，材料学で権威のある雑誌（Acta 

Materialia）に掲載し，同時に大学広報グループを通じて，関係機関とともに報道発表（プレスリ

リース）している。ここで開発した手法をもとに，チタン酸ストロンチウム薄膜に生じている誘

電分極の電場応答を調べるため，新たにチタン酸ストロンチウム薄膜を用いた時間分解X線吸収

分光測定を行った。膜厚が薄くなるにつれて，交番電場に対する応答がより非対称になることが

見いだされた。具体的には，正電場ではチタン酸バリウムと同じように電場に追随する分極の増

加が見られたが，負電場では分極が減少するか，あるいはほとんど電場に応答しない奇妙な振る

舞いが観測された。もともと常誘電体のチタン酸ストロンチウムを薄膜にすることで基板応力に

よる歪みによる対称性の低下が薄膜中における分極形成の要因である。これは，撓電性として知

られる物理現象であると結論できる。撓電性は液晶では一般的な性質であるが，酸化物セラミッ

クスでは通常はその寄与は無視できるほど小さい。今回，蒸着薄膜を用いることで，適当な基板

上でその性質が発現することが明らかになった。 

 

(２) 光電子分光法を活用した電子状態測定の新展開 

硬X線光電子分光法 

アルミ酸化鉄薄膜が，電場印加の履歴に応じて抵抗状態が変化することが，千葉大学のBadri Rao

助教により発見・報告されている。本研究グループでは，Rao助教との揺動研究で，抵抗状態の変

化を生み出す電子状態の解明に取り組んでいる。本研究グループでは，X線吸収分光法を中核にし

て，実験と計算による相補的なアプローチを行っている。抵抗状態の変化は，構成元素の中心と

なる鉄イオンの価数変化によると考えるのが一般的であり，本研究グループでもこの考えに基づ

いて，鉄イオンの吸収スペクトルに現れるエネルギーシフトやスペクトル形状の変化に注目して

解析を進めている。一方，共同研究者のRao助教と共同で，SPring-8において硬X線光電子分光法に

よる表面近傍の電子状態の直接観測にも挑戦した。高抵抗状態および低抵抗状態の2つの異なる抵

抗状態の試料を事前に準備して，価電子帯のエネルギーシフトの観測に挑戦した。これまでのと

ころ，抵抗状態の変化は薄膜と基板の界面近傍数原子層の価数変化が要因であることを明らかに

できた。ただ，膜厚に対して価数変化している層は非常に薄いため，X線吸収分光でも光電子分光

でも，変化は極めて微小なため，差分スペクトルとして辛うじて確認できるレベルである。より

顕著な変化を調べるために，特性向上に向けた取り組みを始めている。 

オペランド光電子分光法 

本研究グループでは，二酸化チタン（TiO2）ナノ粒子を用いた触媒活性評価と表面バンド折れ

曲がりの研究を行ってきた。未だ十分に解決に至っていないTiO2の触媒活性のメカニズムとして，

活性の場が物質表面だけであるのか，なぜ幾つかある構造異性体の中でアナターゼ構造の活性が

高いのか，結晶サイズと活性の違いはなぜ起こるのかなど，枚挙に暇がない。共同研究者と協力

のもと，単結晶試料の異なる面方位の触媒活性を丁寧に調べることが重要であるとの理解に至っ

た。そこで，光電子分光測定装置に放射光X線と紫外線レーザーの焦点を合わせて入射し，有機分

子を吸着させたTiO2表面における脱離速度の違いを測定した。面方位による違いなど，これまで

十分に議論されてこなかった情報について現在解析を進めている。 
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(３) 高圧下での物性研究 

元素選択的な弾性特性からみるインバー効果の起源 

インバー効果として知られるFe65Ni35合金の小さな熱膨張率は，大きな磁気体積効果が熱膨張を

相殺する現象である。しかし，原子間結合のポテンシャルがどのように磁気構造の影響を受ける

か？というミクロな視点でみると，インバー効果の起源は詳細に分かっていない。本研究ではこ

の疑問に対する実験的な検証として，吸収元素周りの局所構造を取り出すことができる広域X線

吸収微細構造（EXAFS）を高圧下で測定することで，元素選択的な体積弾性率の異常を探索して

いる。Fe65Ni35インバー合金において逆モンテカルロ法による構造解析手法を導入し，Fe-Fe，Fe-

Ni，Ni-Ni原子対を分離した合金構造の可視化を試みたところ，強磁性相においてFe-Fe原子対の長

さが他の原子対と比べて長いことを見出した。このことが磁気体積効果およびインバー効果の原

子レベルの起源であることを示した。さらに本研究ではこの試みを典型的な金属的熱膨張を示す

Fe55Ni45についても測定を行ったところ，強磁性相においてFe-Fe原子対の長さが他の原子対と比

べて長いことを見出した。このため強磁性相でのFe-Fe原子対の伸長はFe合金では共通してみられ，

インバー効果は組成に依存するFe-Fe対の数と磁気転移温度の高低のバランスで決定されるので

はないかと考えられる。本研究では従来のEXAFSの手法に加えてX線全散乱の導入や，負の熱膨

張を示すFe-Pt合金への他の試料系への展開を進めている。 

合金および金属間化合物における水素化効果の研究 

水素を圧力媒体としてフェリ磁性体のラーベス相化合物GdFe2を加圧すると，水素との直接反応

によって常磁性転移を起こし，さらに加圧すると常圧とは異なる強磁性相が生じることが放射光

メスバウアー分光法とX線磁気円二色性測定（XMCD）で観測されている。これまでの実験は重希

土類のGdが含まれる磁性化合物が多かったが，強的な磁気カップリングを示す軽希土類の磁性化

合物は水素の効果を調べた。具体的には永久磁石材料の一つであるSmCo5に着目し，高圧下で水

素化した場合のXMCDとXRDを測定した。SmCo5では水素化前の強磁性相からフェリ磁性に磁気

転移をXMCDで見出した。また水素量をXRDで求めた格子体積から正確に導出し，これらの水素

がSmとCoで構成される四面体サイトを占有すると予測した。このサイトに水素が多く入ると，Sm

とCoの磁気カップリングを反転できることをWien2kによる電子状態解析から見出した。本研究で

は，全磁気モーメントに対する軌道磁気モーメントが多いHoとDyを含むDy2TM17とHo2TM17も研

究室のアーク炉を用いて作製した。これらのXMCDについても水素を圧媒体として高圧下で測定

し，フェリ磁性から強磁性相への反転を見出すことができた。 

高圧下でのX線分光測定技術の開発 

新しい試みとして希ガスクリプトンのX線吸収測定と高圧下X線ホログラフィーの技術開発を

実施した。希ガスクリプトンはガス充填装置を用いて圧力セルに導入でき，液相と固相のEXAFS

プロファイルを明瞭に測定できた。高圧X線ホログラフィーについては，圧力セルのアンビルやガ

スケット材料からの散乱/回折X線が微量試料のシグナルを打ち消すバックグラウンドとなるた

め，これらの除去方法を検討している。 

 

共同研究 

 学外の教育研究機関との共同研究として，以下の研究を推進している。 

・ESRF との 2 段式アンビルを用いた超高圧下での XRD/XAS 測定技術開発 
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・愛媛大学 GRC との共同研究，ナノ多結晶ダイヤモンドアンビルの提供と高圧発生技術の共同

研究 

・産総研からの純良希土類化合物試料の提供 

・東京理科大学，RMC 法を用いた XAFS 解析技術の共同研究 

・名古屋工業大学，広島市立大学，高圧 X 線ホログラフィーの技術開発 

・ラトビア大学固体物理学研究所との新規スペクトル解析に基づくチタン酸ストロンチウムおよ

びチタン酸バリウムの局所分極 

・ビルラ工科大学（インド）とのマルチフェロイック物質に関する分光研究と情報交換 

・ブルックヘブン国立研究所ナノ機能物質研究所と共同でNLSL-II（放射光）を利用した高空間分

解および高時間分解能な表面光電子顕微鏡実験による光触媒活性研究 

・高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所と天然チタン酸化物単結晶を用いた光触媒研

究 

・高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所と軟 X 線吸収分光測定法の共同開発 

・東京工業大学フロンティア材料研究所から酸化物薄膜の試料提供 

・千葉大学先進科学センターとアルミフェライト薄膜の光電子分光および吸収分光測定の共同研

究 

・静岡大学工学部から元素置換型ペロブスカイトチタン酸化物の試料提供と技術相談 

・弘前大学理工学研究科と放射光Ⅹ線発光分光（硬Ⅹ線および軟Ⅹ線）の共同研究 

 

 

原著論文  

[1] ◎Hiroaki Ito, Yuki Nakahira, Naoki Ishimatsu, Yosuke Goto, Aichi Yamashita, Yoshikazu Mizuguchi, 

Chikako Moriyoshi, Takashi Toyao, Ken-ichi Shimizu, Hiroshi Oike, Masanori Enoki, Nataly Carolina 

Rosero-Navarro, Akira Miura, and Kiyoharu Tadanaga, “Stability and Metastability of Li3YCl6 and 

Li3HoCl6”, Bull. Chem. Soc. Japan, 96, 1262-1268 (2023); https://doi.org/10.1246/bcsj.20230132 

[2] M. Namba, H. Takatsu, R. Mikita, Y. Sijia, K. Murayama, H. Li, R. Terada, C. Tassel, H. Ubukata, M. 

Ochi, R. Saez-Puche, E.P. Latasa, N. Ishimatsu, D. Shiga, H. Kumigashira, K. Kinjo, S. Kitagawa, K. 

Ishida, T. Terashima, K. Fujita, T. Mashiko, K. Yanagisawa, K. Kimoto, and H. Kageyama, “Large 

Perpendicular Magnetic Anisotropy Induced by an Intersite Charge Transfer in Strained EuVO2H Films”, 

J. Am. Chem. Soc., 145, 21807-21816 (2023); https://doi.org/10.1021/jacs.3c04521 

[3] S. Sawada, K. Okai, H. Fukui, R. Takahashi, N. Ishimatsu, H. Maruyama, N. Kawamura, S. Kawaguchi, 

N. Hirao, T. Seki, K. Takanashi, S. Ohmura, and H. Wadati, “Lattice constants and magnetism of L10-

ordered FePt under high pressure”, Appl. Phys. Lett. 122, 152406 (2023);[5 Pages]; 

https://doi.org/10.1063/5.0139441 

[4] Fuminori Honda, Shintaro Kobayashi, Naomi Kawamura, Saori I. Kawaguchi, Takatsugu Koizumi, 

Yoshiki J. Sato, Yoshiya Homma, Naoki Ishimatsu, Jun Gouchi, Yoshiya Uwatoko, Hisatomo Harima, 

Jacques Flouquet, and Dai Aoki, “Pressure-induced Structural Phase Transition and New Superconducting 

Phase in UTe2”, J. Phys. Soc. Jpn. 92, 044702 (2023) [10 Pages]; DOI: 10.7566/JPSJ.92.044702 

[5] Naoki Ishimatsu, Kentaro Ishimoto, Kouji Sakaki, Yumiko Nakamura, Naomi Kawamura, Saori I. 

Kawaguchi, Naohisa Hirao, and Satoshi Nakano, “Ferrimagnetic coupling between cobalt and light rare-

earth samarium induced by dense hydrogenation of SmCo5 permanent magnet under high pressures”, Phys. 

Rev. Materials 7, 024401 (2023) [8 Pages]; DOI: 10.1103/PhysRevMaterials.7.024401 
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国際会議 

（招待講演） 

[1] Nobuo Nakajima, “Electric field response of strain-induced polarization in SrTiO3 thin film” (Invited), 

International Conference on Frontier Materials 2023（2023.10.13-17, Qingdao） 

（一般講演） 

[1] Nobuo Nakajima, Yuki Nekomoto, Kai Kamijo, Jun-ichi Adachi, Hiroaki Nitani, Yasuhiro Niwa, Sou 

Yasuhara, and Shintaro Yasui, “Dielectric Response of SrTiO3 Thin Films under AC Field Proved by 

Microsecond Time-Resolved X-ray Absorption Spectroscopy”, MRM2023/IUMRS-ICA2023 

(2023.12.11-16, Kyoto) 

[2] ◎Keita Hiromori, Nobuo Nakajima, Ayame Shimoyama, Takumi Hasegawa, Shin-ichi Wada, Osamu 

Takahashi, Kazuhiko Mase, and Kenichi Ozawa, “Correlation between Enhancement Photocatalytic 

Activity and Band Bending at the Anatase/Rutile Interface”, MRM2023/IUMRS-ICA2023 (2023.12.11-

16, Kyoto) 

[3] Kenichi Ozawa, Yasuhiro Aiura, Makoto Minohara, Keita Hiromori, Ayame Shimoyama, Nobuo 

Nakajima, and Kazuhiko Mase, “Microscopic XPS and ARPES Measurements of Oxide Semiconductors 

Using A Wide-Angle Drivable and High-Precision Positioning Sample Goniometer”, MRM2023/IUMRS-

ICA2023 (2023.12.11-16, Kyoto) 

[4] X. H. Zhan, N. Ishimatsu, K. Kimura, T. Sato, N. Happo, N. Kawamura, K. Higashi, R. Eguchi, Y. 

Kubozono, H. Tajiri, T. Shinmei, T. Irifune, S. Hosokawa, H. Sekhar, T. Matsushita, and K. Hayashi, 

“Development and Application of X-ray Fluorescence Holography under High Pressure”, International 

conference on complex orders in condensed matter (ICCOCM): aperiodic order, local order, electronic 

order, hidden order（2023.9.24-29, Evian, France） 

[5] X. H. Zhan, N. Ishimatsu, K. Kimura, T. Sato, N. Happo, N. Kawamura, K. Higashi, R. Eguchi, Y. 

Kubozono, H. Tajiri, T. Shinmei, T. Irifune, S. Hosokawa, Halubai Sekhar, T. Matsushita, K. Hayashi, 

“Development of X-ray fluorescence holography under high pressure”, The International Conference on 

Matter and Radiation at Extremes (ICMRE)（2023.6.5-9, Zhuhai, China） 

 

国内学会 

（依頼講演） 

[1] 石松直樹, 「ソフトウェアRMCProfileを用いた逆モンテカルロ法とEXAFSによる合金の局所構

造解析」, 産業利用に役立つXAFSによる先端材料の局所状態解析2024（2024.3.5-6, 国際ファッ

ションセンター）（依頼講演） 

[2] 石松直樹, 「「非」標準試料のデータ登録と利用：高圧XAFSからの期待」, WS XAFS統合デー

タベースの第二歩（2023.10.18, 一橋講堂 中会議室4およびオンライン）（依頼講演） 

[3] 石松直樹, 「放射光を使った高圧下の実験法の紹介」, 第15回 日本放射光学会放射光基礎講習

会（2023.8.31-9.1, SPring-8 放射光普及棟）（依頼講演） 

（一般講演） 

[1] 手塚泰久, 島村仁章, 任 皓駿, 渡辺孝夫, 野澤俊介, 中島伸夫, 岩住俊明, 「X線発光によるA

サイト秩序型ペロブスカイトCaCu3Ti4O12の電子構造の研究」 , 日本物理学会  春季大会
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（2024.3.18-21, オンライン開催） 

[2] 中島伸夫, 猫本勇輝, 上條 快, 野田眞太郎, 安井伸太郎, 足立純一, 丹羽尉博, 仁谷浩明, 「チ

タン酸ストロンチウム薄膜の歪み誘起分極の電場応答」, 2023年度量子ビームサイエンスフェス

タ（2024.3.5-7, 水戸市民会館） 

[3] 手塚泰久, 島村仁章, 任 皓駿, 渡辺孝夫, 野澤俊介, 中島伸夫, 岩住俊明, 「Aサイト秩序型ペ

ロブスカイトCaCu3Ti4O12の電子構造の温度依存性」, 2023年度量子ビームサイエンスフェスタ

（2024.3.5-7, 水戸市民会館） 

[4] ◎小澤健一, 下山絢女, 廣森慧太, 石松直樹, 中島伸夫, 間瀬一彦, 「Pd-Rh合金表面の顕微光

電子分光による評価」, 2023年度量子ビームサイエンスフェスタ（2024.3.5-7, 水戸市民会館） 

[5] ◎○廣森慧太, 下山絢女, 中島伸夫, 長谷川 巧, 和田真一, 高橋 修, 間瀬一彦, 小澤健一, 「二

酸化チタン界面における光触媒活性向上の起源」, 第37回日本放射光学会年会・放射光科学合同

シンポジウム（2024.1.10-12, アクリエ姫路） 

[6] 中島伸夫, 猫本勇輝, 上條 快, 安井伸太郎, 足立純一, 丹羽尉博, 野澤俊介, 手塚泰久, 岩住俊

明, 「時間分解XASとHERFD-XASで明らかにする常誘電体SrTiO3の双極子モーメント」, 第37

回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム（2024.1.10-12, アクリエ姫路） 

[7] 島村仁章, 任 皓駿, 渡辺孝夫, 野澤俊介, 中島伸夫, 岩住俊明, 細川伸也, 八方直久, 林 好一, 

木村耕治, 手塚泰久, 「Aサイト秩序型ペロブスカイトCaCu3Ti4O12の電子構造と局所構造」, 第

37回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム（2024.1.10-12, アクリエ姫路） 

[8] 小澤健一, 相浦義弘, 簔原誠人, 廣森慧太, 下山絢女, 中島伸夫, 間瀬一彦, 「広角駆動の二軸

試料ゴニオメータの開発と顕微光電子分光測定への応用」, 第37回日本放射光学会年会・放射光

科学合同シンポジウム（2024.1.10-12, アクリエ姫路） 

[9] ◎下山絢女, 廣森慧太, 中島伸夫, 石松直樹, 間瀬一彦, 小澤健一, 「顕微X線光電子分光によ

る Pd-Rh合金表面の電子状態と吸着特性の研究」, 第37回日本放射光学会年会・放射光科学合同

シンポジウム（2024.1.10-12, アクリエ姫路） 

[10] 山田実桜, 石松直樹, 北村尚斗, 加藤和男, 片山真祥, 「負の熱膨張を示すFe72Pt28不規則合

金のEXAFSで求めた局所構造解析」, 第37回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウ

ム（2024.1.10-12, アクリエ姫路） 

[11] 石松直樹, Zhan Xinhui, 木村耕治, 佐藤友子, 八方直久, 河村直己, 東 晃太朗, 江口律子, 久

保園芳博, 田尻寛男, 新名 亨, 入舩徹男, 細川伸也, Halubai Sekhar, 松下智裕, 林 好一, 「高圧

下蛍光X線ホログラフィーの開発」, 第37回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム

（2024.1.10-12, アクリエ姫路） 

[12] 上條 快, 中島伸夫, 樊 東暁, Andris Anspoks, 「逆モンテカルロ法によるチタン酸ストロンチ

ウムの局所構造解析」, 応用物理学会 強的秩序とその操作に関わる研究会  第18回研究会

（2024.1.4, 東京大学 武田ホール） 

[13] 石松直樹, 伊達義将, 榊 浩司, 中村優美子, 河村直己, 河口沙織, 中野智志, 「遷移金属-希土

類金属化合物磁石材料の高濃度水素化による磁気構造の 圧力変化」, 第一回日本金属学会「水

素が関わる材料科学の課題共有研究会」（2023.12.7-8, 東京工業大学 大岡山キャンパス） 

[14] 伊達義将, 石松直樹, 河村直己, 榊 浩司, 中村優美子, 「Dy2Fe17とHo2Fe17の高圧下の水素誘

起磁気転移」, 第64回高圧討論会（2023.11.1-3, さわやかちば県民プラザ） 

[15] Xinhui ZHAN, Naoki ISHIMATSU, Koji KIMURA, Tomoko SATO, Naohisa HAPPO, Naomi 

KAWAMURA, Kotaro HIGASHI, Ritsuko EGUCHI, Yoshihiro KUBOZONO, Hiroo TAJIRI, Toru,  

SHINMEI, Tetsuo IRIFUNE, Shinya HOSOKAWA, Halubai SEKHAR, Tomohiro MATSUSHITA, Koichi 
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HAYASHI, 「Development and application of X-ray fluorescence holography under high pressure」, 第

64回高圧討論会（2023.11.1-3, さわやかちば県民プラザ） 

[16] 石松直樹, 境 毅, 「アップグレード後のESRF：ID27とID24での実験報告」, SPRUC 高圧物質

科学・地球惑星科学合同サテライト研究会（2023.9.25-26, 大阪大学豊中キャンパス） 

[17] 猫本勇輝, 中島伸夫, 上條 快, 野田眞太郎, 安井伸太郎, 足立純一, 丹羽尉博, 仁谷浩明, 

「SrTiO3薄膜の歪み誘起分極の電場応答II」, 強的秩序とその操作に関わる研究会 第17回研究

会－夏の学校－（2023.9.23-24, リファレンスキャナルシティ博多） 

[18] ◎○廣森慧太, 中島伸夫, 下山絢女, 長谷川 巧, 和田真一, 高橋 修, 間瀬一彦, 小澤健一, 

「アナターゼ/ルチル界面における光触媒活性向上の起源」, 強的秩序とその操作に関わる研究

会 第17回研究会－夏の学校－（2023.9.23-24, リファレンスキャナルシティ博多） 

[19] ◎○廣森慧太, 中島伸夫, 下山絢女, 長谷川 巧, 和田真一, 高橋 修, 間瀬一彦, 小澤健一, 

「アナターゼ/ルチル界面における光触媒活性向上の起源：光触媒活性とバンドベンディングの

相関」, 日本物理学会 第78回 年次大会（2023.9.16-19, 東北大学） 

[20] 猫本勇輝, 加藤盛也, 上條 快, 中島伸夫, 野田眞太郎, 安井伸太郎, 足立純一, 丹羽尉博, 仁

谷浩明 , 「SrTiO3薄膜の歪み誘起分極の電場応答  II」 , 日本物理学会  第78回  年次大会

（2023.9.16-19, 東北大学） 

[21] 上條 快, 中島伸夫, 樊 東暁, Andris Anspoks, 「二吸収端EXAFS同時解析によるチタン酸スト

ロンチウムのAサイト寄与の探究」, 第26回 XAFS討論会（2023.9.4-6, 立命館大学びわこ草津キ

ャンパス） 

[22] 山田実桜, 石松直樹, 北村尚斗, 加藤和男, 片山真祥, 「負の熱膨張を示すFe72Pt28不規則合

金 の EXAFSで求めた 局所構造」, 第26回 XAFS討論会（2023.9.4-6, 立命館大学びわこ草津キ

ャンパス） 

[23] 岡田理玖, 石松直樹, 北村尚斗, 河村直己, 榊 浩司, 「EXAFSと逆モンテカルロ法を用いた多

元合金の構造解析」, 第26回 XAFS討論会（2023.9.4-6, 立命館大学びわこ草津キャンパス） 

 

学生の学会発表実績 

（国際会議） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数          3 件 

 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数          4 件 

 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数     2 件 

（国内学会） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数          16 件 

 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数          10 件 

 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数       7 件 

 

社会活動・学外委員 

○学協会委員 

[1]  中島伸夫：日本学術振興会 特別研究員等審査委員 

[2]  石松直樹：SPring-8 ユーザー共同体 高圧物質科学研究会 代表 

[3]  石松直樹：日本高圧力学会 庶務幹事 

[4]  石松直樹：第 27 回 XAFS 討論会 プログラム委員 
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○外部評価委員等 

[1]  石松直樹：(財)高輝度光科学研究センター, 外来研究員 

[2]  石松直樹：SPring-8 利用研究課題審査委員会・審査員 

 

高大連携事業への参加状況 

[1] 中島伸夫：広大連携授業「サイエンス入門」担当 

 

国際交流 

[1]  中島伸夫：ラトビア大学物性物理学研究所所長と週1～2回の頻度でのオンラインミーティン

グを研究室学生も参加して継続的に実施 

[2]  中島伸夫：ブルックヘブン国立研究所ナノ機能物質研究所と共同でNLSL-IIにおける放射光実

験の打ち合わせ（2024.4月実施予定） 

[3]  中島伸夫：ビルラ工科大学のB. Harihara Venkataraman教授とAurivllius構造をもつ酸化物につい

て共同研究に着手 

 

各種研究員と外国人留学生の受入状況 

○外国人留学生 

[1]  大学院先進理工系科学研究科博士課程後期, 2022年10月入学生, 1名（中国） 

 

研究助成金の受入状況 

[1]  石松直樹：科学研究費補助金 基盤研究(B)（2021年度-2023年度）（代表, 4,000千円） 

課題名：「中距離スケールの原子位置の可視化によるFe合金の大きな磁気体積効果の起源解明」 

[2]  石松直樹：科学研究費補助金 基盤研究(B)（2020年度-2023年度）（分担, 300千円） 

課題名：「圧力磁場誘起らせん秩序の観測によるキラリティ自発形成機構の研究」 

[3]  中島伸夫：科学研究費補助金 基盤研究(B)（2022年度-2024年度）（代表, 17,180千円） 

課題名：「電場に同期した電子状態のリアルタイム観測による隠れた強誘電性の解明」 

[4]  中島伸夫：第39回（2023年度）村田学術振興財団 研究助成（2023年度）（代表, 3,000千円） 

課題名：「低速陽電子回析によるチタン酸ストロンチウム極薄膜の誘電分極の直接観測」 

 

その他特記すべき事項 

○学術団体等からの受賞実績 

該当無し 

○学内表彰・受賞 

[1] 上條 快(M1)：第26回XAFS討論会「学生奨励賞」を受賞, 2023年9月4日 
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○光物性グループ 

研究活動の概要 

機能性材料のもつ電気的，磁気的，熱的な性質はそのバンド構造に支配されていると言っても

過言ではない。そのため，材料固有のバンド構造を理解することは，基礎的，応用的な観点から

とても重要である。角度分解光電子分光（Angle- resolved photoelectron spectroscopy = ARPES）は，

固体の占有バンド構造を直接観測する有用な実験手法と捉えられる。例えば，エネルギーギャッ

プの存在は，金属か半導体（絶縁体）であるかどうかを決め，バンド分散の傾きや曲率が電子の

速度や有効質量を決める。また高温超伝導体については電子クーパー対における「のり」の役割

を担う相互作用の起源に迫るべく，これまでARPESは重要な役割を果たしてきた。光物性研究室

では，放射光やレーザーを用いて，磁性体，超伝導体，トポロジカル絶縁体・半金属，熱電変換材

料などの機能性物質の詳細な電子構造や結晶構造を実験的に観測し電気的，磁気的，熱的性質の

起源を解明することを目的として研究を行っている。 

(1) 複合アニオン超伝導体HfP2-xSexにおける線ノード型ディラック電子の直接観測 

見かけ上の質量がゼロになるディラック電子は，不純物があってもぶつかることなく進み続け

るという目覚ましい特徴をもっており，炭素原子が蜂の巣格子を組むグラフェンで最初に発見さ

れた。高速で移動度の高い電気伝導を実現するため，グラフェンを用いた電子デバイスの開発が

進められている。ディラック電子が示す特殊な量子ホール効果は，2010 年のノーベル物理学賞

の対象にもなった。このディラック電子は，ノードと呼ばれるエネルギーの原点が「点状」のも

のと「線状」のものの 2 種類に分けられる。グラフェンを含め，これまで発見された物質中のデ

ィラック電子は，ほとんどが点ノード型で，線ノード型は希少であった。線ノード型は，ディラ

ック電子のエネルギー分散関係が運動量空間で連続的につながっているため，電子が散乱されに

くいという性質が強調されることに期待が高まっている。さらなる次世代のデバイス開発のため

には，「線状」でかつ「高速」なディラック電子を持ち，さらに「超伝導」を示すことが要求さ

れる。しかし，3 拍子そろった物質は未だ発見されていなかった。最近，半金属 ZrSiS に線ノー

ド型のディラック電子がいることが報告されたが，その速さはグラフェンの 65%で，超伝導は示

さない。また超伝導体 PbTaSe2に線ノード型ディラック電子が発見されているが，その速さはグ

ラフェンの 40%だった。 

このような中，超伝導体 ZrP2-xSexが本研究の共同研究者である国立研究開発法人産業技術総合

研究所（以下，産総研）の鬼頭らにより 2014 年に発見された。この物質は，線ノード半金属

ZrSiS を形作るシリコン Si の単原子層を，リン P の単原子層に置き換えたものになっていること

から，同様の線ノードが現れるものと第一原理計算で予測されていた。そこで，本研究では，超

伝導体 ZrP2-xSex の電子構造を直接観測し，線ノード型ディラック電子の有無とその形成起源を調

べるために，放射光を用いた角度分解光電子分光を行った。 

その結果，超伝導体 ZrP2-xSexにはダイヤモンド型をした環状の線ノードが存在することを明ら

かにした。また，観測されたディラック分散関係の傾きから，線ノード型ディラック電子の群速

度が 1200 km/s に達することがわかった。この速度は，グラフェン中の点ノード型ディラック電

子の速度に匹敵し，これまでに知られている線ノード型ディラック電子の速度を大幅に上回る最

速記録である。また，リン P 原子の正方格子でできた単原子層を仮定してモデル計算を行ったと

ころ，実験結果を見事に再現する結果が得られた。このことから，超伝導体の中に観測された特

徴的な環状の線ノードと最速のディラック電子が，リン P 原子の正方格子によって実現すること

がわかった。 
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上記のように，ノンシンモルフィック構造をとる MSiCh (M=Zr, Hf, Ch=S, Se)が，フェルミ準位

近傍に交差を持つディラック線ノードをバンド構造にもつ半金属として大きな注目を浴びてい

る。最近，グライド面の Si を P に置き換えると，ディラック線ノードを保ちつつ，超伝導を発

現することがわかった。このようなディラック線ノードが，正方格子を構成する元素や格子定

数，更にはスピン軌道相互作用によってどのように変調を受けるのかを調べることにより，超伝

導発現などの物性の違いを詳細に知ることができるはずである。そこで本研究は，HfP2-xSexの高

品質単結晶試料について，放射光角度分解光電子分光実験(ARPES)を行ったところ，2 枚の大き

なフェルミ面，および，Γ 点と X 点のそれぞれに小さな電子ポケットが観測された。大きなフェ

ルミ面を構成するバンドは，-0.9eV においてギャップレスなディラック交差をもち，ダイヤモン

ド型をした環状のディラック線ノードを形成する。HfSiS では，70 meV 程度のギャップが開い

たディラック線ノードが報告されているため，HfP2-xSex におけるディラック線ノードはスピン軌

道相互作用の影響を受けにくいことが示唆される。また，HfP1.45Se0.37のディラック電子の群速度

が 1300 km/s に達し，ZrP1.24Se0.57に比べて 1.1 倍，HfSiS と比べると 1.3 倍程度になっているこ

とが判明した。Si に比べると，P 正方格子は格子定数が大きくなるため，他の要因がディラック

電子の高速化に寄与していると考えられる。本研究は，P 正方格子をもつ MP2-xSexが，高速の線

ノード型ディラック電子をもつ超伝導体であり，スピン軌道相互作用の影響を受けにくいことを

示し，新奇物性研究への展開が期待される。 

本研究のポイントは「線状」でかつ「最速」のディラック電子を「超伝導」物質の中に見出し

たことである。この発見により次世代の高速デバイス開発への明確な指針が見出された。また，

最近，トポロジーという概念が物質に存在し，さまざまな新奇物性現象が予言されており，線ノ

ードを有する物質も同じくトポロジーで分類できることがわかってきた。その観点から，今回の

発見は新しいトポロジカル超伝導体の発見にもつながり，エラー耐性に優れた量子コンピュータ

の開発のために必要な幻の粒子・マヨラナ粒子の発見にもつながると期待される。 

本研究は，日本学術振興会（JSPS）科学研究費補助金基盤研究A「非共型な結晶対称性を持つ強

相関物質の電子状態観測とトポロジーの解明（課題番号：18H03683，研究代表者：木村昭夫）」，

同基盤研究 S「トポロジカル相でのバルク・エッジ対応の多様性と普遍性:固体物理を越えて分野

横断へ（課題番号：17H06138，研究代表者：初貝安弘）」などの支援を受けて行われた。 

(2) 巨大異常ネルンスト効果を示すFe3Ga薄膜のスピン分極バンド構造の観測 

近年，磁性体に熱流を印加した際に生じる異常ネルンスト効果が環境発電の観点から大きな注

目を集めている。異常ネルンスト効果は，磁性体に熱流を流す際に，温度勾配と磁化に直交する

方向に電圧を生じる現象である。類似した熱電効果としてゼーベック効果がよく知られているが，

大面積かつ柔軟性を持つモジュールの作成などの観点で異常ネルンスト効果は高い優位性を示す。

また，構成材料に有毒元素を含まない点も特筆すべき点である。しかしながら，異常ネルンスト

効果による熱電能は一般に 1.0 μV/K 以下と極めて低いため，10-20 μV/K クラスの熱電能が要求さ

れる実用環境発電や高感度熱流センサーに応用するためには熱電能の大幅な向上が求められてい

る。近年発見されたワイル磁性体は鉄などの典型的な磁性体よりも一桁程度大きな熱電能を実現

できることがわかってきた。このような熱電能の増強には，フェルミ準位近傍の電子構造が生み

出す「仮想磁場」の存在が重要な役割を果たすと考えられている。しかし，実験手法が限られる

こととその困難さから，電子構造に関する実験的研究はこれまでほとんど行われてこなかった。 

最近，Fe0.68Ga0.32薄膜において起電力が純 Fe に比べ 2 桁大きな 2.4 μV/K に達することが報告さ

れた。この大きな起電力は，主に横ペルチェ係数の増大によりもたらされていることが理論から
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予測された。更に規則化した D03相 Fe3Ga では起電力が 4 μV/K に達し，これはバンドのトポロジ

ーに起因する内因性効果により発現することが示唆されている。しかし，これらの先行研究では

大きなネルンスト効果を生じ得る電子バンドの理論予測に基づき，実際の試料におけるフェルミ

準位シフトが推測されるに留まっており，直接的なバンド観察に基づく解析は行われていない。

このような解析には，スピンを分解した上で，エネルギー分散関係を可視化できるスピン角度分

解光電子分光（Spin-ARPES）が必要である。しかし，Fe-Ga 合金は劈開性に乏しく清浄表面を得

ることが困難であるため，これまで ARPES を用いた実験的報告はされていない。そこで我々は，

D03 相 Fe3Ga 薄膜をマグネトロン・スパッタリング法により成膜し，超高真空スーツケースを用

い広島大学に輸送，Spin-ARPES 実験を HiSOR BL-9B の VLEED 型スピン検出器を用いて行った。

その結果，フェルミ準位 (EF) を横切る少数スピンのバンド，および E - EF = -1.2 eV 近傍では少

数スピンと多数スピンのバンド分散を分離する形で観測した。計算したベリー曲率から横ペルチ

ェ係数を見積もったところ，ちょうど実験結果から得られた EFで大きなネルンスト効果が現れる

ことがわかった。 

本研究は，日本学術振興会（JSPS）科学研究費補助金基盤研究 A「非共型な結晶対称性を持つ

強相関物質の電子状態観測とトポロジーの解明（課題番号：18H03683，研究代表者：木村昭夫）」，

同基盤研究 S「実用デバイスに向けたハーフメタルホイスラー合金のスピン依存伝導機構の解明

（課題番号：17H06152，研究代表者：宝野和博）」，同基盤研究 S「トポロジカル相でのバルク・

エッジ対応の多様性と普遍性:固体物理を越えて分野横断へ（課題番号：17H06138，研究代表者：

初貝安弘）」などの支援を受けて行われた。 

(3) 放射光角度分解光電子分光を用いた希土類元素を含む反強磁性体の電子状態の研究 

反強磁性体を舞台とするスピントロニクスが現在大きな注目を集めている。反強磁性体ではマ

クロな磁化が消失しているため，外場による物性制御が困難であると一般的には考えられている

が，その背後に潜む磁気多極子の自由度によって電気・磁気的応答が複合した交差相関物性現象

などが誘起される。近年では，このような磁気多極子の自由度を持つ反強磁性秩序を利用したス

ピントロニクス技術も提案され大きな注目を集めている。本研究で注目するRMnSi (R=La，Ce) は，

その結晶構造が非共型の空間群P4/nmm に属し，ネール温度TN ~ 294 K の反強磁性体である。ま

た，結晶構造中に図1(b)で示すようなバックリング層を有する。この場合，常磁性状態では結晶構

造全体として空間反転対称性を保つ一方で，各原子サイトに視点を移すと局所的に反転対称性を

欠いている。そのため空間反転対称操作でつながった副格子を有する。ここに反強磁性秩序が現

れると，副格子が非等価になり，大域的な空間反転対称性が自発的に破れる。これは丁度，磁気

多極子の出現の必要条件になっており，バンド構造にラシュバ型のスピン分裂や波数方向にシフ

トした非対称バンドが生じ，特異な外場応答を引き起こす可能性がある。実際に，結晶構造に同

様のバックリング層を含む反強磁性体BaMn2As2やEuMnBi2 で磁気圧電効果が観測されており，こ

れらが磁気多極子に由来すると考えられている。しかしながらこれまで外場応答に関する情報の

みが調べられ，その応答テンソルの起源となる電子構造に関する報告例はない。RMnSi では，TN

で電気抵抗に異常が報告されており，反強磁性転移に伴う電子構造の変化が推察される。特筆す

べきは，RMnSi は反強磁性磁気構造単位格子の大きさを変えずに，磁気モーメントがq = 0 の配

列をとり，通常の反強磁性体とは一線を画すことである。そのため，磁気秩序が電子構造に与え

る影響を調べる上で格好の舞台となる。しかしながら，LaMnSiおよびCeMnSi の電子構造に関す

る実験的報告はなく，さらに磁気構造による対称性を反映した電子構造をしているのかについて

は未解明である。 
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そこで本研究では，RMnSi (R = La, Ce) における反強磁性秩序の対称性が電子状態に与える影

響を明らかにするため，SPring-8 BL25SU およびHiSOR BL-1，BL-9A にて，それぞれ軟X線(SX) 

および真空紫外線(VUV)領域の放射光を用いた角度分解光電子分光(ARPES)を行った。まずは

SX-ARPES を用いて，励起光エネルギー可変である放射光の利点を活かし，kz 方向のバンド分散

関係まで含めて3次元的な電子構造を観測した。また，ブリルアンゾーンの高対称Γ – X 波数線を

横切るkx-ky 面におけるフェルミ面をTN 以下のT＝50 K で観測した。次にΓ – X 波数線に沿った

エネルギー分散関係では，ブリルアンゾーン境界 X 点においては下に凸の放物線バンドが

ARPES から明瞭に観測され，Γ 点においては下に凸と上に凸なバンドが交差する様子が観測さ

れた。同様のバンドはp 偏光VUV 放射光を用いたARPES 測定でも観測された。またCeMnSi に

ついても50 K ( < TN) で測定を行い，同様の分散を観測した。これらの実験結果は，ともにLaMnSi 

の反強磁性秩序を考慮した第一原理計算の方が，常磁性相を考慮したものと比較してより良く再

現することがわかった。また，これらのバンドは主にMn 3d 軌道成分が優勢であることから，反

強磁性を担うMn 3d 電子状態が遍歴的な特徴を有していることを意味している。このように，本

研究でRMnSi (R=La,Ce) のq = 0 の反強磁性秩序に対応した電子状態を初めて実験的に明らかに

した。 

(4) ホイスラー合金Co2Cr(Ga，Si) におけるリエントラント・マルテンサイト変態機構の研究 

Co基ホイスラー合金はハーフメタル材料の有力候補として知られているが，近年Co2CrGaと

Co2CrSiの混晶系において形状記憶効果が現れることが報告された[X. Xu et al., Appl. Phys. Lett. 103, 

164104（2013）]。形状記憶効果はマルテンサイト変態と密接に関連しており，高温における母相

が冷却によってマルテンサイト相へと相転移することに起因している。しかし，Co2Cr (Ga,Si)合金

では，マルテンサイト相をさらに冷却することによって再び母相が現れる，リエントラント挙動

を示すことが明らかになっている。このような冷却誘起マルテンサイト逆変態を示す物質は非常

に稀であり，金属では純鉄以外に類を見ない。 

本研究では，光物性研究室，東北大学電気通信研究所，東北大学大学院工学研究科，物質・材

料研究機構，日本原子力研究開発機構の共同研究として，Co2Cr (Ga,Si)合金に発現するリエントラ

ント・マルテンサイト変態機構を電子状態の観点から明らかにすることを目的に，硬X線光電子分

光，軟X線磁気円二色性分光および第一原理計算を行った。実験はSPring-8 BL15XU，BL23SUにお

いて行い300-20Kの範囲で温度依存性を測定した。 

硬X線光電子分光により得られた価電子帯光電子分光スペクトルには，冷却を行うことで，フェ

ルミ準位近傍の電子状態に顕著な変化が現れ，リエントラント・マルテンサイト変態を反映した

電子状態が観測された。また，20Kでは300Kに比べてスピン磁気モーメントが大幅に増加するこ

とが軟X線磁気円二色性分光より明らかになった。これらの電子状態の変化は第一原理計算から

も再現された。更に，母相のフェルミ準位近傍ではCo 3dおよびCr 3d軌道が高い状態密度を有して

いることが第一原理計算より明らかになり，これらが構造不安定性を誘起しマルテンサイト相を

安定化させていると考えられる。 

 

原著論文 

[1]  ◎Kazuki Sumida, Sota Higaki, Hitoshi Sato, Daichi Tsuru, Koji Miyamoto, Taichi Okuda, Yoshihiro 

Kuroiwa, Chikako Moriyoshi, Kouichi Takase, Tamio Oguchi, and Akio Kimura, “One-Dimensional Band 

Structure in Quasi-Two-Dimensional η-Mo4O11 Revealed by Angle-Resolved Photoelectron Spectroscopy 

and First-Principles Calculation”, J. Phys. Soc. Jpn., 92, 084706/ 1-6 (2023). 
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[2]  ◎J. Reimann, K. Sumida, M. Kakoki, K.A. Kokh, O.E. Tereshchenko, A. Kimura, J. Güdde, and U. 

Höfer, “Ultrafast electron dynamics in a topological surface state observed in two‑dimensional 

momentum space”, Sci. Rep. 13, 5796/ 1-8 (2023). 

[3]  F. Le Mardelé, J. Wyzula, I. Mohelsky, S. Nasrallah, M. Loh, S. Ben David, O. Toledano, D. Tolj, M. 

Novak, G. Eguchi, S. Paschen, N. Barišić, J. Chen, A. Kimura, M. Orlita, Z. Rukelj, Ana Akrap, and D. 

Santos-Cottin, “Evidence for three-dimensional Dirac conical bands in TlBiSSe by optical and magneto-

optical spectroscopy”, Phys. Rev. B. 107 (24), L241101/ 1-6 (2023). 

[4]  ◎M. Taupin, G. Eguchi, M. Lužnik, A. Steiger-Thirsfeld, Y. Ishida, K. Kuroda, S. Shin, A. Kimura, and 

S. Paschen, “Boosting the surface conduction in a topological insulator”, Phys. Rev. B. 107 (23), 235306/ 

1-12 (2023). 

[5]  ◎A.N. Mihalyuk, L.V. Bondarenko, A.Y. Tupchaya, D.V. Gruznev, N. Yu. Solovova, V.A. Golyashov, 

O.E. Tereshchenko, T. Okuda, A. Kimura, S.V. Eremeev, A.V. Zotov, and A.A. Saranin, “Emergence of 

quasi-1D spin-polarized states in ultrathin Bi films on InAs(111)A for spintronics applications”, Nanoscale 

16, pp.1272-1281 (2024). 

[6]  Kazuki Sumida, Yuichi Fujita, Weinan Zhou, Keisuke Masuda, Ikuto Kawasaki, Shin-ichi Fujimori, Akio 

Kimura, and Yuya Sakuraba, “Role of on-site Coulomb interactions in the half-metallic Weyl ferromagnet 

candidate thin-film Co2FeSi film”, Phys. Rev. B. 108 (24), L241101/ 1-12 (2023). 

[7]  ◎Takuma Iwata, T. Kousa, Y. Nishioka, K. Ohwada, K. Sumida, E. Annese, M. Kakoki, Kenta Kuroda, 

H. Iwasawa, M. Arita, S. Kumar, A. Kimura, K. Miyamoto, and T. Okuda, “Laser-based angle-resolved 

photoemission spectroscopy with micrometer spatial resolution and detection of three-dimensional spin 

vector”, Sci. Rep. 14, 127/ 1-8 (2024). 

 

国際会議 

（招待講演） 

[1]  A. Kimura, “Tuning the band structure of Heusler ferromagnets for spintronic and thermoelectric 

applications”, Samarkand International Symposium on Magnetism (SISM-2023) (2023.7.2-6, Samarkand, 

Uzbekistan) 

[2]  A. Kimura, “Lightwave driven electron dynamics in topological materials”, Workshop on the Dynamics 

& Statistics of Chiral Topological Matter (2023.10.21, MIT, Cambridge, USA) 

[3]  A. Kimura, “Vacuum”, 4th International Training School on Sample Environment at Scattering Facilities 

(2023.10.22-26, Tokai, Japan) 

[4]  A. Kimura, “Unraveling topological band structures of magnetic materials by synchrotron radiation 

ARPES for spintronic and thermoelectric applications”, 2023 International Conference on the Cooperation 

and Integration of Industry, Education, Research and Application (2023.11.24-26, Jinhua, China) 

[5]  A. Kimura, K. Sumida, K. Masuda, and Y. Sakuraba, “Elucidating the ‘actual’ spin-resolved band 

structure of magnetic thin films for enhanced thermoelectric generations”, ISSP Regular Workshop 2023 

on How high can we raise thermoelectric performance?, (2023.12.5-6, Kashiwa, Japan) 

（一般講演） 

[1]  ◎K. Ohwada, K. Nakanishi, K. Kuroda, K. Miyamoto, T. Okuda, W. Zhou, T. Sasaki, S. Isogami, K. 

Masuda, Y. Sakuraba, and A. Kimura, “Observation of Spin-resolved Band Structure in Fe3Ga Thin-films”, 

Intermag 2023 (2023.5.19, Sendai International Center, Sendai, Japan) 
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[2]  ◎Karen Nakanishi, Kiyotaka Ohwada, Kenta Kuroda, Kazuki Sumida, Hitoshi Sato, Koji Miyamoto, 

Taichi Okuda, Shinji Isogami, Keisuke Masuda, Yuya Sakuraba and Akio Kimura, “Minority-spin 

Dominated Band Structure of Fe4N Thin Films Unveiled by Spin- and Angle- Resolved Photoelectron 

Spectroscopy”, INTERMAG2023 (2023.5.16, Sendai International Center, Sendai, Japan) 

 

国内学会 

（招待講演） 

[1]  木村昭夫,「軟 X 線スピン分解 ARPES を用いたトポロジカル物性機構の解明とスピントロニ

クス応用への展開」, ナノテラス ARPES シンポジウム 2023−ナノ集光で拓くサイエンスの新展

開−（2023 年 9 月 15 日, 東北大学 WPI-AMIR） 

[2]  木村昭夫, 中西楓恋, 大和田清貴, 磯上慎二, 増田啓介, 桜庭裕弥,「放射光ARPES によるFe4N

の磁気輸送機構の解明」, 令和 5 年度通研共同プロジェクト研究成果報告会（2024 年 2 月 20 日,

東北大学電子通信研究所） 

（一般講演） 

[1]  ◎出浦主雅, 西岡幸美, 黒田健太, 井野明洋, 宮井雄大, 出田真一郎, 島田賢也, 鬼頭 聖, 長

谷 泉, 石田茂之, 藤久裕司, 後藤義人, 吉田良行, 伊豫 彰, 荻野 拓, 永崎 洋, 川島健司, 木村

昭夫,「ディラック線ノード物質 ZrP0.75Si0.25Se の角度分解光電子分光」, 第 37 回日本放射光学

会年会・放射光科学合同シンポジウム（2024 年 1 月 10 日-12 日, 姫路市） 

[2]  ◎西岡幸美, 石坂仁志, Jadupati Nag, 岩田拓万, Munisa Nurmamat, 黒田健太, 井野明洋, Shiv 

Kumar, 島田賢也, 山神光平, 高木 康, 保井 晃, 鬼頭 聖, 長谷 泉, 石田茂之, 藤久裕司, 後藤

義人, 吉田良行, 伊豫 彰, 荻野 拓, 永崎 洋, 川島健司, 木村昭夫,「ディラック線ノード超伝導

体HfP2-xSexの放射光角度分解光電子分光」, 第37回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポ

ジウム（2024年1月10日-12日, 姫路市） 

[3]  ◎岩田拓万 , 白石海人 , 中西楓恋 , 森田雄晴 , 西岡幸美 , 高佐永遠 , 大和田清貴 , Munisa 

Nurmamat, 山神光平, 木村昭夫, 宮本幸治, 奥田太一, 高津 浩, 黒田健太,「軟X線角度分解光電

子分光を用いた反強磁性体PdCrO2における電子状態の研究」, 第37回日本放射光学会年会・放

射光科学合同シンポジウム（2024年1月10日-12日, 姫路市） 

[4]  ◎山本理香子, 西岡幸美, 出浦主雅, 岩田拓万, 高佐永遠, 本山 健, 有田将司, 出田真一郎, 

島田賢也, 木村昭夫, 黒田健太,「マイクロ集光レーザーSARPESによる反強磁性体NdBiのスピン

テクスチャの直接観測」, 第37回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム（2024年1

月10日-12日, 姫路市） 

[5]  ◎角田一樹, 藤田裕一, 周 偉男, 増田啓介, 川崎郁斗, 藤森伸一, 木村昭夫, 桜庭裕弥,「ホイ

スラー合金Co2FeSi薄膜の軟X線共鳴光電子分光」, 第37回日本放射光学会年会・放射光科学合同

シンポジウム（2024年1月10日-12日, 姫路市） 

[6]  ◎中西楓恋, 西岡幸美, 岩田拓万, 森田雄晴, 黒田健太, 山神光平, ヌルママト ムニサ, 牛尾

奨吾, 河野 嵩, 梅津理恵, 木村昭夫,「軟X線放射光ARPESを用いたCo2FeSiの3次元バンド構造

の観測」, 第37回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム（2024年1月10日-12日, 姫

路市） 

[7]  ◎中西楓恋, 大和田清貴, 黒田健太, 角田一樹, 宮本幸治, 奥田太一, 佐藤 仁, 磯上慎二, 増

田啓介, 桜庭裕弥, 木村昭夫,「スピン角度分解光電子分光実験によるFe4N薄膜の電子状態の観
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測」, 第47回日本磁気学会学術講演会（2023年9月27日-29日, 豊中市）【学生講演賞（桜井講演賞）

受賞】 

[8]  ◎西岡幸美, 石坂仁志, Jadupati Nag, 岩田拓万, Munisa Nurmamat, 黒田健太, 井野明洋, Shiv 

Kumar, 島田賢也, 山神光平, 高木康多, 保井 晃, 鬼頭 聖, 長谷 泉, 石田茂之, 岡 邦彦, 藤久

裕司, 後藤義人, 吉田良行, 伊豫 彰, 荻野 拓, 永崎 洋, 川島健司, 木村昭夫,「ディラック線ノ

ード超伝導体HfP2-xSexの放射光角度分解光電子分光」, 日本物理学会秋季大会2023（2023年9月

16日-19日, 仙台市） 

[9]  ◎中西楓恋, 西岡幸美, 岩田拓万, 森田雄晴, 黒田健太, 山神光平, ヌルママト ムニサ, 牛尾

奨吾, 河野 嵩, 梅津理恵, 木村昭夫,「軟X線ARPESを用いたフルホイスラー合金Co2FeSiの3次

元バンド構造の観測」, 日本物理学会秋季大会2023（2023年9月16日-19日, 仙台市） 

[10]  ◎岩田拓万 , 白石海人 , 中西楓恋 , 森田雄晴 , 西岡幸美 , 高佐永遠 , 大和田清貴 , Munisa 

Nurmamat, 山神光平, 木村昭夫, 宮本幸治, 奥田太一, 高津 浩, 黒田健太,「軟X線角度分解光電

子分光とSHG顕微鏡を用いたデラフォサイト型酸化物の電子状態の研究」, 日本物理学会秋季

大会2023（2023年9月16日-19日, 仙台市） 

[11]  ◎森田雄晴, 中西楓恋, 岩田拓万, 大和田清貴, 西岡幸美, 高佐永遠, M. Nurmamat, 山神光平, 

木村昭夫, 山田武見, 谷田博司, 黒田健太,「軟X線 ARPESと3次元光電子強度解析を用い RAlSi 

(R:Ce, Nd) におけるワイル分散の決定」, 日本物理学会秋季大会2023（2023年9月16日-19日, 仙

台市） 

 

学生の学会発表実績 

（国際会議） 

○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 4 件 

○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 3 件 

○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 1 件 

（国内学会） 

○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 6 件 

○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 2 件 

○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 1 件 

 

セミナー・講演会開催実績 

該当無し 

 

社会活動･学外委員 

○ 学協会委員 

[1]  木村昭夫：日本学術振興会 学術システム研究センター 専門研究員（2020年 4月-2024年 3月） 

[2]  木村昭夫：Journal of Electron Spectroscopy and Related Phenomena (Elsevier 社), Editorial Board 

Member 

[3]  木村昭夫：日本放射光学会評議委員会・委員（2021 年 10 月-2023 年 9 月） 

[4]  木村昭夫：VSX 懇談会・幹事 

○ 外部評価委員等 

[1]  木村昭夫：次世代放射光施設利用研究検討委員会（量子科学技術研究開発機構）・委員長 
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[2]  木村昭夫：東京大学物性研究所共同利用施設専門委員会・委員 

[3]  木村昭夫：東京大学物性研究所外来研究員等委員会・委員 

[4]  木村昭夫：SPring-8 選定委員会・委員 

[5]  木村昭夫：12th SPRUC Young Scientist Award 選考委員会・委員 

[6]  木村昭夫：第 15 回日本放射光学会 若手研究会審査委員会・委員 

[7]  木村昭夫：日本物理学会 領域 5 審査委員会・委員 

○ 国際共同研究・国際会議開催実績 

[1]  木村昭夫：国際共同研究実施件数 10 件 

○ 研究助成金の受入状況 

[1]  木村昭夫：令和 5 年度学術研究動向等に関する調査研究（代表）, 1,200 千円（2023 年度直接

経費） 

[2]  木村昭夫：科学研究費補助金 基盤研究（C）（2023-2025 年度）（分担）「リンの正方格子に基づ

くディラック線ノード超伝導体の電子構造の最適化」, 3,650 千円（2023 年度直接経費） 

[3]  木村昭夫：科学研究費補助金 基盤研究（B）（2022-2024 年度）（分担）「トポロジカル結晶絶縁

体（Pb,Sn）Te におけるスピン軌道トルクの制御と応用」, 2,500 千円（2023 年度直接経費） 

[4]  木村昭夫：広島大学リサーチフェローシップ（2023 年度）（分担）, 13,138 千円（2023 年度直

接経費） 

 

 

 

 

○分子光科学グループ 

研究活動の概要 

本研究グループでは，光と物質との相互作用を取り扱う物理学を基軸とした化学や生物学との

融合科学の構築を目指しており，放射光や自由電子レーザー，超短パルスレーザーなど様々な先

端光源を用いることで，ナノマテリアルやバイオ関連分子の機能や物性，反応機構の原子レベル

での解明とその応用に取り組んでいる。特に近年は，自己組織化有機単分子膜や機能性有機ナノ

マテリアル，金属ナノ粒子，脂質膜，包接化合物といった分子系に着目した研究を進めている。 

☆自己組織化有機単分子膜を利用した分子物性研究（和田・仁王頭） 

分子間相互作用によって金属表面上に分子が規則正しく配向して吸着する自己組織化有機単分

子膜（SAM）は，末端官能基の特性を生かした機能性表面としての利用や，分子鎖の特性を生か

した分子デバイスとしての利用など，工学，生物学，医学など様々な分野への応用が期待される

有機超薄膜である。2023年度は，立体障害によって分子鎖の共役性を制御した芳香鎖SAMの分子

内電荷移動ダイナミクス研究と，ナノ活性材料のためのSAM被覆金ナノ粒子ワイヤーの合成を実

施した。 

分子－基板界面の電荷移動過程の理解は有機エレクトロニクスにおいて不可欠である。基板上

分子の電荷移動度の非接触な評価法として，内殻共鳴励起によるコアホール・クロック（CHC）

法がある。内殻電子を共鳴励起すると共鳴オージェ電子が観測されるが，励起電子が内殻正孔の

失活より速く金属基板に移動するとノーマルオージェ電子が観測される。CHC法では，この共鳴
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オージェとノーマルオージェの比率から，分子から基板への電荷移動速度を，数フェムト（10-15）

秒の内殻寿命を基準として評価することができる。そこで本年度は，2つのベンゼン環の間のねじ

れ角を変化させることでπ共役性を系統的に変化させたビフェニル鎖SAMについて，CHC法によ

る電荷移動ダイナミクスの観測を行った。この実験では，金基板上に作製した，分子末端にメチ

ルエステル基を持つビフェニルチオールSAMを対象とした。CHC法による電荷移動速度の観測結

果では，ねじれ角に依存した電荷移動時間の顕著な変化が見いだされた。 

一方，内殻励起によるイオン脱離反応では最表面に配向したSAMの末端官能基で選択的な脱離

が観測されるが，この反応過程も表面官能基から基板への電荷移動が深く関与する。このイオン

脱離の場合は分子振動緩和を経由するため，サブピコ（10-12）秒より遅い電荷移動が反映されると

考えられる。内殻励起による脱離イオン収量の励起エネルギー依存性を計測することで，末端の

メチルエステル基における選択的イオン脱離が観測されるとともに，ビフェニル分子鎖のねじれ

に依存して，脱離イオンの断片化パターンが顕著に変化することが分かった。この断片化の違い

は結合解離時の余剰エネルギーの大きさに関係しており，すなわち分子と基板の間の電荷移動の

程度を反映していると考えられる。以上のように，軟X線放射光を用いた非接触かつ広いダイナミ

ックレンジでの新奇分子導電性評価法の確立に向けた研究を展開している。 

金ナノ粒子はもっとも古くから研究されているナノ粒子であるが，ナノ粒子の大きさや形状・

表面の化学的特性や凝集状態を変化させることで粒子の光学的・電子的特性を調整することがで

きるとともに，触媒活性も発現することから，基礎研究・材料開発の両面で注目される粒子であ

る。特にその表面を官能基をもつSAMで修飾もしくは接合することによって，新たな機能を付加

したナノ粒子やナノ構造体を構成することが期待できる。我々は液中パルスレーザーアブレーシ

ョン法を採用することで，従来の化学的な合成法では不可能な直径10nmの被膜のない金ナノ粒子

の合成に成功した。有機修飾したナノ粒子やその巨大球状凝集体，ナノ粒子接合ワイヤーのコン

トロール合成を進めている。また分子導電性評価のプラットフォームとしても活用し，金属ナノ

粒子系での分子伝導物性評価を進めている。本年度は，ジチオール分子で異方的に金ナノ粒子を

接合させることで，マイクロメートルにおよぶ金ナノ粒子ワイヤーの合成に成功した。 

☆有機薄膜太陽電池の物性研究（関谷） 

近年の再生可能なエネルギー源の需要の高まりとともに，低コストかつ軽量でフレキシブルな

有機薄膜太陽電池が注目されている。太陽電池をはじめとする有機電子デバイスの多くは，電子

供与体（ドナー），電子受容体（アクセプター）のブレンドから構成されているが，中でも電子ド

ナーとアクセプターが相互に浸透するネットワークを構成するバルクヘテロ接合（BHJ）構造は，

広い界面エリアを有し有効なエキシトン解離が起こることなどより広く用いられている。デバイ

スの特性には，構成される分子の化学的性質や電子構造，分子の秩序の程度，膜の形態などが深

く結びついており，BHJにおいては，BHJ内の分子の秩序や配向が，エキシトン拡散や電荷キャリ

ア輸送などに影響を与える。2023年度は，有機薄膜の活性層を構成するBHJのブレンド膜の電子状

態や分子配向状態についての研究を実施した。アクセプター分子としてフラーレン誘導体を，ド

ナー分子としてはポリマーとしてドナー・アクセプター型共重合体であるPBTTPD（ポリビチオフ

ェンチエノルピロールジオン）を用いた。ドナーやアクセプターのみの膜，およびブレンド膜に

ついての軟X線吸収スペクトルの偏光依存性により，純粋な膜での配向とブレンドが膜の配向に

及ぼす効果についての知見が得られた。 

☆自由電子レーザーや光学レーザーを利用した超高速反応ダイナミクス研究（仁王頭・和田） 

X線自由電子レーザー（XFEL）はこれまでのX線を遙かに凌駕する全く新しいパルスX線発生源
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である。高輝度・高コヒーレント・超短パルスという特性を持つこの新しいX線を用いることで，

有機ナノ結晶や非結晶化タンパク質のような，従来の手法では計測できなかった微小試料単体で

の三次元構造解析や構造変化の高速時分割測定が可能となってきた。我々は，日本のXFEL施設

SACLAの性能を生かして，光励起反応中の機能性ナノ結晶の原子の動きを捉えるダイナミックイ

メージングを目指した研究を展開している。また，このような高強度X線集光パルスと物質との相

互作用は未知の領域でもあり，引き起こされる反応素過程・反応ダイナミクスの解明もまた

SACLAを用いて初めて可能となる新しい研究分野である。 

2023年度は，XFELの超短尖頭パルスを活かした，単一Krナノ粒子のシングルショットX線回折

をSACLAのBL3で実施した。約60万枚の計測画像から得られたシングルショット回折像は3％程度

であった。この画像解析から，超音速ジェットで生成された平均50 nmのKrナノ粒子中に，fcc構造

と積層欠陥を伴うrhcp構造の2種類の構造が共存していることが分かった。 

また前年度に引き続き，SACLAより供給されるフェムト秒軟X線パルスと同期光学フェムト秒

レーザーを用いて，硫黄含有有機分子における光誘起反応ダイナミクスの時分割分子イメージン

グ研究を推進した。本研究は日本国内およびアメリカ，イギリス，カナダ，フィンランドなどの

欧米各国との国際共同研究で実施している。 

☆軟X線分光による基板担持リン脂質膜の分子秩序の解明（和田） 

脂質膜を表面に担持することによる擬似生体膜の形成は，バイオセンサーや分子エレクトロニ

クスデバイスなどナノテクノロジー応用への基礎過程として近年注目されている。我々は，膜タ

ンパク質をnativeな状態で配向・集積させるための生態環境場の構築を目指して，金属表面への分

子固定化技術を基盤とした人工生体膜の作成や，SAM上ハイブリッド脂質分子膜を構築する研究

を展開している。中でも，親水性基板上に大気下で脂質溶液を滴下する簡便な方法で作製した基

板担持リン脂質膜が，多層膜を形成していても高い配向性を維持することを見いだした。この配

向情報や脂質秩序を調べるために，DPPCとDOPCの2種類のリン脂質膜の軟X線吸収を測定した。

これら2種類の脂質は，特に炭素鎖の二重結合の有無により相転移温度が異なっており，室温では

それぞれゲル相／液晶相と呼ばれる流動性が低い／高い二分子膜を形成する。原子選択性を特徴

とする軟X線吸収スペクトルの偏光依存性を解析することにより，秩序良く配向した炭素鎖とラ

ンダムに配向した炭素鎖の2つの成分を定量的に評価することに成功した。本研究で開発した解析

手法は，膜の配向角決定に留まらず，秩序状態まで評価し得る新たな手法として今後の活用が期

待される。 

☆光子計数領域におけるアンジュレータ放射光渦のヤングの二重スリット実験（和田） 

近年，円偏光アンジュレータから放射される高調波の位相構造が螺旋状であり，いわゆる光渦

となっていることが理論的・実験的に示された。UVSORのBL1Uは円偏光アンジュレータの高調

波を可視・紫外領域で発生し，これを光学素子を介することなく大気中に取り出せることから，

これまでアンジュレータ放射光渦の先導的な実験が実施されてきた。中でもダブルスリットを通

過した光渦は，螺旋波面構造に由来する特異な断裂構造をもった回折模様を形成することが実証

された。そこで本研究では単一光子レベルでもこのような光渦の特徴を有するのかを実証する目

的で，単一光子カウンティングによるYoungのダブルスリット回折実験を実施した。UVSORの低

カレントモードをさらに減光させることにより，2光子の同時検出が極めて少ない計測条件を構築

し，ゲートICCDカメラを用いることでダブルスリット通過後の光子をカウンティング検出した。

二次光の光スポットが，光渦に特徴的な中心が抜けたドーナツ状であることを確認し，光子計数

積算とともに中央部が湾曲断裂した回折干渉縞が形成される様子を明らかにした。すなわち，単
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一光子であっても光渦の性質を持つことが示された。本研究は本学放射光科学研究所の加藤教授

と，名古屋大学，分子科学研究所との共同研究で実施し，Nature姉妹紙のScientific Reportsに掲載

された。「ヤングの干渉実験で，光の粒『光子』の渦巻きの観測に成功！」のタイトルで発表した

プレスリリースは，マイナビニュース（TECH+）やオプトロニクスオンライン，日本の研究.com，

JSTの英語および中国語サイトなどで広く報道された。 

このUVSORのBL1Uは2台のアンジュレータがタンデムに配置されていることから，コヒーレン

トなダブルパルス形状の光子を発生させることができる。富山大学や九州シンクロトロン光研究

センターなどとの共同研究として，このコヒーレントダブルパルスによるアト（10-18）秒制御や光

電子波束干渉についても，Scientific Reports誌で発表した。 

☆高分解能NMRを用いたビタミン-シクロデキストリン包接構造の研究（吉田） 

ニコチン酸(NA)やアスコルビン酸(AA)などのビタミン類は，人間の必須栄養素であり，医薬

品や栄養補給剤などにも利用されているが，難水溶性であるもの，熱や紫外線に不安定であるも

のが多い。これらの欠点はシクロデキストリン(CD)による包接を用いることによって解決される

が，その具体的な包接構造に関する知見は未だ乏しい。本研究では，空洞径の異なるα，β，γ-CD

とNAおよびAAとの包接構造を調べるため，広島大学自然科学研究支援開発センターに設置され

ているBruker社製AVANCE700MHzデジタルNMR装置で1H-NMRおよび2D-ROESYの測定を行い，

データ解析を進めている。各CDとNAの混合溶液の2D-ROESYスペクトルの測定から各CDの内側

に位置するプロトンのみがNAの六員環中のプロトンと相関を示した。これらの相関ピーク信号は，

対応する2つのプロトンが近接する場合にのみ観測される。その積分強度を解析して比較した結果，

α-CD，β-CD，γ-CDでそれぞれ異なるNA包接構造を示すことが分かった。また，空洞系の大きい

γ-CDでは2つのNA分子が1つのCD内に同時に包接されている可能性も示唆された。これらの結果

をまとめて第39回シクロデキストリンシンポジウムで発表した。 

☆共同研究 

上記研究に加えて，以下に記す共同研究も推進している。 

・SACLA 超短パルスX線利用研究：Oxford大学，SLAC，NRC Canada，Turku大学，Kansas州立大

学，京都大学，東京農工大学，東北大学，兵庫県立大学，名古屋大学，高輝度光科学研究センタ

ー，理化学研究所 

・KEK PF パルス放射光利用研究：物質構造科学研究所 

・UVSOR 円偏光光電子分光研究：広島大学，北海道医療大学，富山大学，九州シンクロトロン光

研究センター，分子科学研究所 

・UVSOR コヒーレント制御研究：富山大学，九州シンクロトロン光研究センター，分子科学研究

所，名古屋大学 

・HiSOR 生体分子の放射線損傷研究：量子科学技術研究開発機構，日本原子力研究開発機構，茨

城大学 

・HiSOR 生体細胞内の軟X線イメージング研究：量子科学技術研究開発機構，東北大学 

 

原著論文 

[1]  ◎T. Kaneyasu, Y. Hikosaka, S. Wada, M. Fujimoto, H. Ota, H. Iwayama, and M. Katoh, “Time domain 

double slit interference of electron produced by XUV synchrotron radiation”, Sci. Rep. 13, 6142(1-8) 

(2023). 

[2]  M. Hirato, A. Yokoya, Y. Baba, S. Mori, K. Fujii, S. Wada, Y. Izumi, and Y. Haga, “Incorporation of a 
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bromine atom into DNA-related molecules changes their electronic properties”, Phys. Chem. Chem. Phys., 

25, 14836-14847 (2023). 

[3]  ◎○Y. Hikosaka, T. Kaneyasu, S. Wada, H. Kohguchi, H. Ota, E. Nakamura, H. Iwayama, M. Fujimoto, 

M. Hosaka, and M. Katoh, “Frequency-domain interferometry for the determination of time delay between 

two extreme-ultraviolet wave packets generated by a tandem undulator”, Sci. Rep. 13, 10292(1-8) (2023). 

[4]  ◎S. Wada, H. Ohta, A. Mano, Y. Takashima, M. Fujimoto, and M. Katoh, “Young's double-slit 

experiment with undulator vortex radiation in the photon-counting regime”, Sci. Rep. 13, 22962(1-8) 

(2023). （プレスリリースおよび各種ウェブサイトで報道） 

[5]  F-F. Huang, Y. Qin, Q-R. Wang, H. Yoshida, L. Wen, H. Chang, Y. Jin, “Insight into relationship between 

composition, thickness and electrochemistry behavior of oxide film formed on TA15 under different 

potentials in 0.5 mol L-1 H2SO4”, Rare Met. 42, 1760–1772 (2023). 

 

著書 

該当無し 

 

総説 

該当無し 

 

国際会議 

（招待講演） 

該当無し 

（一般講演） 

[1]  ◎K. Yoshioka, A. Niozu, S. Tendo, J. Adachi, H. Tanaka, and S. Wada, “Torsional angle-dependent ion 

desorption from biphenyl monolayers induced by resonant core-excitations”, 21st International 

Conference on Radiation Effects in Insulators, (2023.9.3-8, Fukuoka, Japan) 

[2]  ◎○K. Hiromori, N. Nakajima, A. Shimoyama, T. Hasegawa, S. Wada, O. Takahashi, K. Mase, and K. 

Ozawa, “Correlation between enhancement photocatalytic activity and band bending at the anatase/rutile 

interface”, MRM2023, (2023.12.11-16, Kyoto, Japan) 

[3]  ◎S. Tendo, A. Niozu, K. Yoshioka, J. Adachi, H. Tanaka, and S. Wada, “Charge transfer in gold 

substrates and nanoparticles coated with methyl ester substituted aromatic thiol molecules”, The 28th 

Hiroshima International Symposium on Synchrotron Radiation, (2024.3.14-15, Higashi-Hiroshima, Japan) 

[4]  ◎A. Niozu, K. Yoshioka, S. Tendo, S. Asakura, Y. Hanaki, J. Koizumi, Y. Ohura, J. Yamada, and S. 

Wada, “Ultrafast charge transfer through biphenyl and fluorene monolayers studied by core-hole clock 

spectroscopy”, The 28th Hiroshima International Symposium on Synchrotron Radiation, (2024.3.14-15, 

Higashi-Hiroshima, Japan) 

[5]  ◎Y. Ohura, K. Yoshioka, S. Tendo, A. Niozu, and S. Wada, “Soft X-ray absorption spectroscopy of 

phospholipid films supported on Au substrates by different casting techniques”, The 28th Hiroshima 

International Symposium on Synchrotron Radiation, (2024.3.14-15, Higashi-Hiroshima, Japan) 

[6]  ◎Y. Hanaki, H. Yoshida, and T. Sekitani, “Molecular orientation in polymer/fullerene blend films 

studied by NEXAFS”, The 28th Hiroshima International Symposium on Synchrotron Radiation, 

(2024.3.14-15, Higashi-Hiroshima, Japan) 
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国内学会 

（招待講演） 

[1]  和田真一,「放射光軟X線分光で探る有機薄膜の反応・物性」, 日本放射化学会第67回討論会,

（2023年9月21日-23日, 東広島） 

[2]  和田真一,「Staticな内殻励起分光から探る高速電子緩和」, 自然科学研究機構先端光科学研究

分野プロジェクト研究会「放射光の量子性・干渉性に基づく革新的計測手法の探索」,（2023年

11月17日-18日, 岡崎） 

（一般講演） 

[1]  ◎吉岡郭斗, 天道尚吾, 仁王頭明伸, 足立純一, 田中宏和, 和田真一,「ビフェニル単分子膜に

おける内殻共鳴励起によるイオン脱離の観測」, 第17回分子科学討論会2023,（2023年9月12日-

15日, 大阪） 

[2]  ◎金安達夫, 彦坂泰正, 和田真一, 藤本将輝, 太田紘志, 岩山洋士, 加藤政博,「極端紫外ダブル

パルス放射光による光電子波束の干渉」, 日本物理学会秋季大会,（2023年9月16日-19日, 仙台） 

[3]  ◎○廣森慧太, 中島伸夫, 下山絢女, 長谷川 巧, 和田真一, 高橋 修, 間瀬一彦, 小澤健一,「ア

ナターゼ／ルチル界面における光触媒活性向上の起源：光触媒活性とバンドベンディングの相

関」, 日本物理学会秋季大会,（2023年9月16日-19日, 仙台） 

[4]  本山 建, 吉田啓晃,「高分解能NMRを用いたビタミン－シクロデキストリン包接構造の研究」, 

第39回シクロデキストリンシンポジウム,（2023年9月20日-21日, 名古屋） 

[5]  ◎○廣森慧太, 中島伸夫, 下山絢女, 長谷川 巧, 和田真一, 高橋 修, 間瀬一彦, 小澤健一,

「TiO2結晶表面のアナターゼ／ルチル界面における光触媒活性向上の起源」, 強的秩序とその

操作に関わる研究会,（2023年9月23日-24日, 福岡） 

[6]  ◎○彦坂泰正, 金安達夫, 和田真一, 高口博志, 太田紘志, 中村永研, 岩山洋士, 藤本將輝, 保

坂将人, 加藤政博,「タンデムアンジュレータからの光波束対の遅延時間」, 原子衝突学会第48回

年会,（2023年11月25日-26日, 東京） 

[7]  ◎金安達夫, 彦坂泰正, 和田真一, 藤本將輝, 太田紘志, 岩山洋士, 加藤政博,「極端紫外ダブル

パルスによる光電子波束の干渉」, UVSORシンポジウム,（2023年12月2日-3日, 岡崎） 

[8]  ◎○高口博志, 金安達夫, 彦坂泰正, 和田真一, 加藤政博, 太田紘志, 鈴木喜一,「光電子円二色

性の高精度測定と広範囲探索」, 第37回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム,

（2024年1月10日-12日, 姫路） 

[9]  ◎○廣森慧太, 下山絢女, 中島伸夫, 長谷川 巧, 和田真一, 高橋 修, 間瀬一彦, 小澤健一,「二

酸化チタン界面における光触媒活性向上の起源」, 第37回日本放射光学会年会・放射光科学合同

シンポジウム,（2024年1月10日-12日, 姫路） 

[10]  ◎吉岡郭斗, 天道尚吾, 仁王頭明伸, 田中宏和, 足立純一, 和田真一,「π共役性の変化とイオ

ン脱離ダイナミクスの関係性」, 第37回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム,

（2024年1月10日-12日, 姫路） 

[11]  ◎天道尚吾, 仁王頭明伸, 吉岡郭斗, 田中宏和, 足立純一, 和田真一,「金ナノ粒子上の芳香族

分子膜における軟X線照射後の反応ダイナミクス」, 第37回日本放射光学会年会・放射光科学合

同シンポジウム,（2024年1月10日-12日, 姫路） 

[12]  ◎彦坂泰正, 金安達夫, 和田真一, 高口博志, 太田紘志, 中村永研, 岩山洋士, 藤本將輝, 保

坂将人, 加藤政博,「タンデムアンジュレータからの光波束対の遅延時間」, 第37回日本放射光学

会年会・放射光科学合同シンポジウム,（2024年1月10日-12日, 姫路） 
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[13]  ◎吉岡郭斗, 仁王頭明伸, 天道尚吾, 足立純一, 田中宏和, 和田真一,「内殻共鳴励起イオン脱

離計測によるπ共役構造が異なるビフェニル単分子膜の電荷移動評価」, 量子ビームサイエンス

フェスタ,（2024年3月5日-7日, 水戸） 

 

学生の学会発表実績 

（国際会議） 

○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 2 件 

○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 1 件 

○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 3 件 

（国内学会） 

○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 3 件 

○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 1 件 

○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 4 件 

 

セミナー・講演会開催実績 

該当無し 

 

社会活動・学外委員 

○ 学協会委員 

[1]  和田真一：第 37 回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム 学生発表賞審査委員 

[2]  吉田啓晃：第 39 回シクロデキストリンシンポジウム ポスター賞審査委員 

 

高大連携事業への参加状況 

該当無し 

 

国際共同研究・国際会議開催実績 

○ 国際共同研究 

[1]  和田真一, 仁王頭明伸：SACLA利用国際共同研究, 参加国 アメリカ, イギリス, カナダ, フィ

ンランド 

○ 国際会議開催実績 

[1]  和田真一：19th International Conference on Chiroptical Spectroscopy (CD2023), (2023.9.17-21, 

Hiroshima, 150名), Local Organizing Committee 

 

各種研究員と外国人留学生の受入状況 

○ 各種研究員 

該当無し 

○ 外国人留学生 

該当無し 
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研究助成金の受入状況 

[1]  和田真一：科学研究費補助金 基盤研究（B）（分担）「放射光軟X線イメージングによる腫瘍

細胞内での低分子薬物の動態追跡」1,982千円 

[2]  和田真一：科学研究費補助金 基盤研究（B）（分担）「軟X線超高速光電子分光法による内殻

電子ダイナミクスの実時間観測」650千円 

[3]  和田真一：科学研究費補助金 基盤研究（C）（代表）「金ナノ粒子接合を利用した並列回路

分子における軟 X 線誘起電子移動」1,086 千円 

 

 

 

 

○放射光物性・放射光物理グループ 

研究活動の概要 

（１）重点研究の推進 

放射光科学研究センター（本センター）は，共同利用・共同研究拠点に認定されており，セン

ター教員は下記の重点研究の中核を担っている。 

・ 放射光を用いた高分解能角度分解光電子分光による固体の微細電子構造の研究 

・ 放射光を用いたスピン角度分解光電子分光による量子スピン物性の研究 

・ 軟 X 線磁気円二色性分光によるナノ構造体の磁性に関する研究 

・ 真空紫外円二色性分光による生体物質の立体構造に関する研究 

・ 高輝度放射光源の研究開発 

（２）2023年度の特色ある研究成果 

・ 価数相転移を示す YbInCu4について角度分解光電子分光と LDA 計算を行い，フェルミ面のト

ポロジーを明らかにした。価数相転移によるフェルミ速度の減少にともない，フェルミ面の面積

が増大し，c-f 混成の増大とフェルミ準位上での状態密度の増加が価数相転移と密接に関わってい

ることを明らかにした。 

・ 渦を巻きながら進行する特殊な光「光渦」。それを構成する光の粒「光子」の一つ一つが渦の特

性を持つことを，光子計数領域でのヤングの二重スリット干渉実験で明らかにした。本研究は，

ヘリカルアンジュレータでらせん運動する高エネルギー電子が発する光渦に対して行われた。こ

のような運動をする電子は自然界に普遍的に存在することから，渦の性質を持つ光子も普遍的に

存在する可能性が期待される。 

・ 紫外線レーザー角度分解高電子分光装置(micro-laserARPES)を利用して，反強磁性トポロジカ

ル絶縁体 MnBi2Te4の Mn サイトを Ge で置換した，Mn1-xGexBi2Te4の電子構造の変化を解析し，表

面層における Ge 原子の置換の方が，バルクへの原子置換よりも，トポロジカル状態をより効率的

に制御できることを明らかにした。トポロジカル表面電子を活用した量子コンピュータや省エネ

ルギーで高速に動作するスピントロニクスデバイスへの応用が期待される。 

・ 菌類や細菌などの海洋微生物からの多糖類(PS)の構造は複雑であるため，様々な分光学技術の

組み合わせにより分析され，円二色性(CD)分光法は，生体分子の立体構造(α ヘリックス，β シー

ト，ランダム コイル，ターンなど)を解析するための有効な手法として知られる。本研究では，

pH，温度，濃度や他の分子との相互作用に依存する PS の CD スペクトル変化の解析をおこなっ
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た結果，CD が溶媒環境に依存する PS の立体構造変化を追跡する有効なツールであることを確認

した。PS 構造の解明は，食品，製薬，バイオテクノロジーなどの分野において貴重な情報となる。 

・ 広島大学・放射光科学研究所が世界に誇るスピン分解光電子分光の技術をマイクロ集光された

レーザー技術と融合させることで，5マイクロメートルの微小な空間を分解しながら量子機能物性

の起源となる伝導電子のスピンの情報を明らかにする，走査型スピン分解光電子分光顕微鏡を世

界で始めて実現させた。この装置を用いて，積層型トポロジカル絶縁体の終端の異なるへき開表

面で発生するスピン流の観測に成功した。 

（３）2023年度の共同研究の状況 

・ 共同研究の国際公募を行い，104課題を採択した。 

・ 受入人数169人（実人数）のうち，学内者62人（36.7 %），学外者107人（62.3%）である。共同

研究機関は36機関で，内訳では，国立大学が10機関，公私立大学が8機関，公的研究機関が7機関，

海外機関が11機関であった。 

・ コロナ禍により，一部の課題（2件）について代行測定を実施した。 

（４）共同研究契約にもとづく学外研究機関との連携 

・ 高エネルギー加速器研究機構（KEK） 

KEKとは，クロスアポイントメントの活用によりKEKの加速器専門家を特任准教授として雇用し，

将来計画のための高性能小型放射光源の設計・検討を継続的に進めた。また，KEKの加速器科学

総合育成事業に本学と呉工業高専，広島商船高専が共同で提案した「大学・高専連携による加速

器分野での人材育成・技術開発・分野融合の加速」が継続して採択され，本学学生や高専生らが

KEKの加速器運転データを用いて機械学習の応用に関する研究を進めた。また，本学及びKEKの

教員が近隣高専における授業に参加し，加速器に関する講義を行ったほか，加速器関連企業の技

術者や大学や大学共同利用機関の技術職員による高専生や大学生を対象とするセミナーを開催す

るなど，加速器科学教育及び人材育成に貢献した。 

（５）研究設備高度化への取組 

・BL-1及びBL-9Aで測定の高速化，高効率化を実現するために，令和4年度に導入した新型アナラ

イザーとビームラインの整備を進め，高エネルギー分解能4－5 meVを実現した。 

・整備していたレーザースピン分解光電子分光装置の立ち上げが完了し，5 μmの空間分解能，8 

meVの高エネルギー分解能でのスピン電子状態計測を実現した。 

・令和6年度共通政策課題分（共同利用・共同研究支援分）「放射光先端計測の高度化・DX化によ

る量子物質科学研究プロジェクト」に掲げた年次計画を達成するため，時間分解スピン分解光電

子分光測定に向けたフェムト秒レーザー設備と BL-9Bの微小集光光学系を活かすためのディフ

レクター付きアナライザーの整備について令和6年度概算要求（基盤的設備等整備分）を行い，学

内1位で要求が行われ採択された。 

・スピン検出効率を1,000倍以上高めるマルチチャンネルスピン検出器の開発を推進し，効率の向

上に向けたアナライザーの更新を検討した。 

・ビームラインBL-9Bの2つのビームラインスリットおよび回折格子の変更機構をマニュアルから

PC制御へ変更し，ビームライン制御プログラムも一新した。その結果，ユーザーの励起光エネル

ギー変更プロセスが簡易化され，測定の簡便性が向上した。また，リモート測定などDX技術への

展開が可能な状況になっている。 

・マイクロビームを光源とした垂直型円二色性装置の試料回りの整備を進め，生体試料の位置に



Ⅱ－106 

依存した円二色性測定を可能にした。また，時間分解用マイクロ流路技術を用いた測定の実用化

に向けた性能評価を行った。 

・偏光電磁石からの放射光を用いた角度分解光電子分光の測定効率を向上させるため令和4年度

に導入した，取り込み角度を14˚から30˚に更新した光電子分析器の運用を開始した(BL-7)。 

・既存の薄膜試料の作製環境に加えて，ビームライン横断型の研究を視野に入れた可搬式試料作

製装置の開発を開始した。 

（６）第28回広島放射光国際シンポジウム 

「真空紫外・軟X線放射光による物質科学：HiSOR-II将来計画に向けて」と題して，28回目とな

る国際シンポジウムを開催した。今回も例年通り日本放射光学会からの協賛を受け，HiSORが重

点的に推進している微細電子構造の研究，量子スピン物性の研究，ナノサイエンスの研究，生体

物質立体構造の研究，高輝度放射光源のR&Dの5つの研究分野に関連して第一線で活躍する研究

者を，海外から6名（韓国，スペイン，米国，レバノン，フランス，ドイツ），国内から1名招聘し，

最新の研究成果の発表やHiSOR-II計画に向けた期待などについて講演が行われ，活発な研究討論

が行われた。ポスターセッションでは，2022年度の共同利用・共同研究の成果を中心に32件（う

ち学生発表18件）の発表があった。ポスターセッションではFlash Poster Sessionとして，ポスター

発表をする学生が1分程度の英語による口頭発表も実施した。広島大学大学院大学の学生が参加し，

英語による口頭発表に意欲的に取り組み，続くポスターセッションでは活発な研究討論が行われ

た。学生による口頭・ポスター発表を，招聘研究者を含む参加者全員（学生以外）が評価し，優れ

た発表3件（広島大学3名）に学生ポスター賞を授与した。本シンポジウムの参加者総数は62名（学

内49名，学外13名（うち海外12名））であった。 

（７）放射光科学院生実験の実施：大学院教育への貢献 

岡山大学大学院自然科学研究科との部局間協定のもとで両大学の教員が協力し，放射光ビーム

ラインを活用した「放射光科学院生実験」（本学先進理工系科学研究科のカリキュラム）を実施し

た（受講生：広島大学9名，岡山大学3名）。 

 

原著論文 

[1]  ◎Y. El Halmouch, H.A.H. Ibrahim, N.M. Dofdaa, M.E.M. Mabrouk, M.M. El-Metwally, T. Nehira, K. 

Ferji, Y. Ishihara, K. Matsuo, M.I.A. Ibrahim, “Complementary spectroscopy studies and potential 

activities of levan-type fructan produced by Bacillus paralicheniformis ND2”, Carbohydr. Polym. 311, 

120743（14p）（2023）. 

[2]  ◎Ao Zhang, Ke Deng, J. Sheng, P. Liu, S. Kumar, K. Shimada, Z. Jiang, Z. Liu, D. Shen, J. Li, J. Ren, 

Le Wang, L. Zhou, Y. Ishikawa, T. Ohhara, Q. Zhang, G. McIntyre, D. Yu, E. Liu, L. Wu, C. Chen, Q. 

Liu, “Chiral Dirac fermion in a collinear antiferromagnet”, Chin. Phys. Lett. 40, 126101（8p）（2023）. 

[3]  Y. Izumi, K. Matsuo, A. Yokoya, “Secondary structural analyses of histone H2A-H2B proteinsextracted 

from heated cells”, Chirality 35, 165-171（2023）. 

[4]  M. Kumashiro, K. Matsuo, “Characterization of membrane-interaction mechanisms of proteins using 

vacuum-ultraviolet circular dichroism spectroscopy”, Chirality 35, 826-837（2023）. 

[5]  S. Hosokawa, H. Sato, Y. Tezuka, J.I. Adachi, K. Kimura, K. Hayashi, S. Kohara, H. Tajiri, K. Kobayashi, 

A. Koura, F. Shimojo, “4 Atomic and electronic structures on a mordenite zeolite”, e-J. Surf. Sci. 

Nanotech. 22, 25-31（2023）. 

[6]  S. Kera, F. Matsui, K. Tanaka, Y. Taira, T. Araki, T. Ohigashi, H. Iwayama, M. Fujimoto, H. Matsuda, E. 
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Salehi, M, Katoh, “Prospects required for future light-source facilities: a case of UVSOR synchrotron 

facility”, Electron. Struct. 5, 034001（9p）（2023）. 

[7]  ◎M.E. Esmael, M.I.A. Ibrahim, S.A. Aldhumri, R.A. Bayoumi, K. Matsuo, A.M. Khattab, “Lipid-

membranes interaction, structural assessment, and sustainable production of polyhydroxyalkanoate by 

Priestia filamentosa AZU-A6 from sugarcane molasses”, Int. J. Bio. Macromol. 242, 124721（13p）

（2023）. 

[8]  E. Salehi, M. Hosaka, M. Katoh, “Time structure of undulator radiation”, J. Adv. Simul. Sci. Eng. 10, 

164-171（2023）. 

[9]  K. Nishikubo, M. Hasegawa, Y. Izumi, K. Fujii, K. Matsuo, Y. Matsumoto, A. Yokoya, “Structural study 

of wild-type and phospho-mimic XRCC4 dimer and multimer proteins using circular dichroism 

spectroscopy”, Int. J. Radiat. Bio. 99, 1684-1691（2023）. 

[10]  ◎R. Suzuki, R. Kakihara, H. Ishii, T. Miyahara, Y. Maniwa, K. Yanagi, H. Iwasawa, K. Shimada, H. 

Namatame, M. Taniguchi, “Photoemission study of one-Dimensional electronic states of (6,5), (6,6), and 

(7,4) single-walled carbon nanotubes”, J. Phys. Soc. Jpn. 92, 24703（6p）（2023）. 

[11]  H. Im, M. Iwataki, M. Tsunekawa, T. Watanabe, H. Sato, M. Nakatake, S.-i. Kimura, “Variation of 

strong correlation effects in A-site ordered perovskites CaCu3Ti4-xRuxO12: Photoemission and inverse 

photoemission studies”, J. Phys. Soc. Jpn. 92, 44701（4p）（2023）. 

[12]  ◎K. Sumida, S. Higaki, H. Sato, D. Tsuru, K. Miyamoto, T. Okuda, Y. Kuroiwa, C. Moriyoshi, K. 

Takase, T. Oguchi, A. Kimura, “One-dimensional band structure in quasi-two-dimensional η-Mo4O11 

revealed by angle-resolved photoelectron spectroscopy and first-principles”, J. Phys. Soc. Jpn. 92, 84706

（6p）（2023）. 

[13]  A. El-Maradny, I.M. Radwan, M. Amer, M.A. Fahmy, L.A. Mohamed, M.I.A. Ibrahim, “Spatial 

distribution, sources and risk assessment of polycyclic aromatic hydrocarbons in the surficial sediments 

of the Egyptian Mediterranean coast”, Mar. Poll. Bull. 188, 114658（13p）（2023）. 

[14]  ◎T.P. Estyunina, A.M. Shikin, D.A. Estyunin, A.V. Eryzhenkov, I.I. Klimovskikh, K.A. Bokai, V.A. 

Golyashov, K.A. Kokh, O.E. Tereshchenko, S. Kumar, K. Shimada, A.V. Tarasov, “Evolution of Mn1-

xGexBi2Te4 electronic structure under variation of Ge content”, Nanomaterials 13, 2151（13p）（2023）. 

[15]  R.Z. Xu, X. Du, J.S. Zhou, X. Gu, Q.Q. Zhang, Y.D.Li, W.X. Zhao, F.W. Zheng, M. Arita, K. Shimada, 

T.K. Kim, C. Cacho, Y.F. Guo, Z.K. Liu, Y.L. Chen, L.X. Yang, “Orbital-selective charge-density wave 

in TaTe4”, NPJ Quantum Marer. 8, 44（7p）（2023）. 

[16]  ◎H. Rong, Z. Huang, X. Zhang, S. Kumar, F. Zhang, C. Zhang, Y. Wang, Z. Hao, Y. Cai, Le Wang, C. 
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[17]  ◎T. Fuji, T. Kaneyasu, M. Fujimoto, Y. Okano, E. Salehi, M. Hosaka, Y. Takashima, A. Mano, Y. 
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次大会（東北大学, 2023 年 9 月 16 日-19 日） 

[14]  杉本光昌, 谷元優希美, 神森龍一, 中島由宇丞, 佐藤 仁, 水牧仁一朗, 河村直己, 東 晃太朗, 

山田幾也,「X 線発光分光による負の熱膨張物質 SrCu3Fe4O12 のサイト間電荷移動の観測」日本

物理学会 第 78 回年次大会（東北大学, 2023 年 9 月 16 日-19 日） 

[15]  浅井佑哉, 加藤政博, 宮内洋司, 島田美帆,「単一電子によるタンデムアンジュレータ光の観

測」日本物理学会 第 78 回年次大会（東北大学, 2023 年 9 月 16 日-19 日） 

[16]  橋本 聡, 松尾光一,「生体膜相互作用により誘発される a1-酸性糖タンパク質構造変化の時間

分解真空紫外円二色性観測」第 96 回日本生化学会大会（福岡, 2023 年 10 月 31 日-11 月 2 日） 

[17]  橋本 聡, 松尾光一,「真空紫外円二色性分光法による b-lactoglobulin の生体膜相互作用過程の

時間分解観測」第 61 回日本生物物理学会年会（名古屋, 2023 年 11 月 14 日-16 日） 

[18]  浅井佑哉, 加藤政博, 宮内洋司, 島田美帆,「単一電子によるタンデムアンジュレータ光の観

測」UVSOR シンポジウム 2023（岡崎, 2023 年 12 月 2 日-3 日） 
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[19]  ◎出田真一郎, 足立伸太郎, 野地 尚, W.O. Wang, 山口隼平, 佐々木菜絵, 石田茂之, 藤井武

則, 渡辺孝夫, B. Moritz, T.P. Devereaux, C.-Y. Mou, 有田将司, 内田慎一, 吉田鉄平, 田中清尚, 

T.K. Lee, 藤森 淳,「高分解能 ARPES による不足ドープ三層系銅酸化物高温超伝導体 Bi2223 の

ノード金属の観測 」UVSOR シンポジウム 2023（岡崎, 2023 年 12 月 2 日-3 日） 

[20]  Lu Yao, 島田美帆, 宮内洋司, 帯名 崇, 原田健太郎, 高嶋圭史, 加藤政博,「Development of a 

magnetic field correction scheme for an electrical/permanent hybrid magnet」第 37 回日本放射光学会

年会 放射光科学合同シンポジウム（姫路, 2024 年 1 月 10 日-12 日） 

[21]  ◎西原 佑, 島田美帆, 宮内洋司, Lu Yao, 浅井佑哉, 松尾光一, 加藤政博,「アンジュレータ光

渦の回折実験」第 37 回日本放射光学会年会 放射光科学合同シンポジウム（姫路, 2024 年 1 月

10 日-12 日） 

[22]  ◎岩田拓万 , 白石海人 , 中西楓恋 , 森田雄晴 , 西岡幸美 , 高佐永遠 , 大和田清貴 , Munisa 

Nurmamat, 山神光平, 木村昭夫, 宮本幸治, 奥田太一, 高津 浩, 黒田健太,「軟 X 線角度分解光

電子分光を用いた反強磁性体 PdCrO2における電子状態の研究」第 37 回日本放射光学会年会 放

射光科学合同シンポジウム（姫路, 2024 年 1 月 10 日-12 日） 

[23]  ◎S. Ideta, M. Arita, S. Kumar, Y. Miyai, Y. Kumar, A. Kumar, K. Shimada,「Developments of ARPES 

studies at HiSOR BL-1: towards HiSOR-II projects」第 37 回日本放射光学会年会 放射光科学合同シ

ンポジウム（姫路, 2024 年 1 月 10 日-12 日） 

[24]  谷元優希美, 杉本光昌, 佐藤 仁, 山神光平, 中村翔太, 大原繁男,「カイラル金属磁性体

Yb(Ni1-xCux)3Al9の軟 X 線角度分解光電子分光」第 37 回日本放射光学会年会 放射光科学合同シ

ンポジウム（姫路, 2024 年 1 月 10 日-12 日） 

[25]  橋本 聡, 松尾光一,「膜結合に伴う a1-酸性糖タンパク質の構造転移過程の時間分解真空紫外

円二色性観測」第 37 回日本放射光学会年会 放射光科学合同シンポジウム（姫路, 2024 年 1 月

10 日-12 日） 

[26]  今浦稜太, 松尾光一,「真空紫外円二色性と分子動力学シミュレーションによる α シヌクレイ

ン NAC 領域と生体膜との相互作用研究」第 37 回日本放射光学会年会 放射光科学合同シンポ

ジウム（姫路, 2024 年 1 月 10 日-12 日） 

[27]  田中索和花, 辻 怜河, 熊代宗弘, 今浦稜太, 松尾光一,「膜の物理的特性に依存した Magainin2

の膜結合構造に関する研究」第 37 回日本放射光学会年会 放射光科学合同シンポジウム（姫路, 

2024 年 1 月 10 日-12 日） 

[28]  ◎芳賀達樹, 松尾光一, Mohamed Ibrahim,「円二色性分光法を用いたアルギン酸ゲルのコンフ

ォメーション研究」第 37 回日本放射光学会年会 放射光科学合同シンポジウム（姫路, 2024 年 1

月 10 日-12 日） 

[29]  ◎山口 広, 大西祐輝, 宮井雄大, 坪田悠希, 有田将司, 田中清尚, 佐藤 仁, D. Song, 島田賢也, 

出田真一郎,「角度分解光電子分光,及び逆光電子分光による電子ドープ系銅酸化物高温超伝導体

NCCO の電荷揺らぎ効果の検証」日本物理学会 2024 年春季大会（オンライン, 2024 年 3 月 18 日

-21 日） 

[30]  ◎坪田悠希, 宮井雄大, Shiv Kumar, 田中清尚, 石田茂之, 永崎 洋, 中川駿吾, 柏木隆成, 有田

将司, 島田賢也, 出田真一郎,「角度分解光電子分光による過剰ドープ Bi2212 の常伝導状態にお

けるキャリア濃度の評価」日本物理学会 2024 年春季大会（オンライン, 2024 年 3 月 18 日-21 日） 

[31]  ◎國友香里, 角田一樹, 宮本幸治, Cheng Zhang, 桜庭裕弥, 奥田太一,「垂直磁気異方性を示す

Rh(001)基板上の FeCo 薄膜のスピン偏極電子状態」日本物理学会 2024 年春季大会（オンライン, 

2024 年 3 月 18 日-21 日） 
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[32]  ◎L. Konermann, H. Abe, K. Sumida, K. Miyamoto, T. Okuda, M. Imamura, K. Takahashi, A. 

Takayama,「Electronic properties of (Bi, Pb)/Ge(111) studied by spin-resolved ARPES」日本物理学会

2024 年春季大会（オンライン, 2024 年 3 月 18 日-21 日） 

 

学生の学会発表実績 

（国際会議） 

○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 12 件 

○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 7 件 

○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 5 件 

（国内学会） 

○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 15 件 

○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 5 件 

○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 5 件 

 

シンポジウム・研究会開催実績 

[1]  生天目博文：The 28th Hiroshima International Symposium on Synchrotron Radiation（2024年3月14

日-15日, 参加者総数62名） 

[2]  松尾光一：The 19th International Conference on Chiroptical Spectroscopy (2023 年 9 月 17 日-21 日, 

参加者総数 203 名） 

 

各種研究員と外国人留学生の受入状況 

外国人客員研究員受入  3 件 

外国人留学生受入（研究指導） 3 件 

 

社会活動・学外委員 

（学外の見学・見学・研修受入） 

[1]  アウグスブルク大学, 4 名（2023 年 4 月 20 日） 

[2]  熊本大学理学部, 2 名（2023 年 5 月 31 日） 

[3]  公開講座（一般）, 12 名（2023 年 5 月 31 日） 

[4]  広島大学附属高校 2 年生（SSH）, 43 名（2023 年 6 月 24 日） 

[5]  広島県立広島国泰寺高等学校, 60 名（2023 年 7 月 11 日） 

[6]  広島大学附属三原中学校 2 年生, 25 名（2023 年 7 月 11 日） 

[7]  東北大学研究推進部ナノテラス共創推進課, 3 名（2023 年 7 月 27 日） 

[8]  内閣府科学技術・イノベーション推進事務局, 1 名（2023 年 7 月 27 日） 

[9]  公開講座（高校生）, 9 名（2023 年 7 月 29 日） 

[10]  公開講座（高校生）, 5 名（2023 年 7 月 30 日） 

[11]  オープンキャンパス, 47 名（2023 年 8 月 18 日） 

[12]  文部科学省科学技術・学術政策局産業連携・地域振興課, 3 名（2023 年 9 月 5 日） 

[13]  公開講座（一般）, 21 名（2023 年 9 月 6 日） 

[14]  WPI サイトビジット, 20 名（2023 年 9 月 11 日） 

[15]  WPI サイトビジット, 20 名（2023 年 9 月 12 日） 
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[16]  南アフリカ Stellenbosch 大学, 3 名（2023 年 9 月 13 日） 

[17]  鳥取東高等学校, 22 名（2023 年 9 月 14 日） 

[18]  広島大学附属福山中学校 3 年生, 13 名（2023 年 10 月 20 日） 

[19]  佐賀大学シンクロトロン光応用研究センター, 2 名（2023 年 10 月 26 日） 

[20]  佐賀大学シンクロトロン光応用研究センター, 2 名（2023 年 10 月 27 日） 

[21]  平林晃衆議院議員, 10 名（2023 年 10 月 30 日） 

[22]  ホームカミングデー, 80 名（2023 年 11 月 4 日） 

[23]  Super KEKB, 4 名（2023 年 11 月 7 日） 

[24]  山口県立山口高等学校, 42 名（2023 年 11 月 10 日） 

[25]  山口県立山口高等学校, 42 名（2023 年 11 月 15 日） 

[26]  銀河学園中学 3 年生, 86 名（2023 年 11 月 16 日） 

[27]  理化学研究所, 2 名（2023 年 11 月 24 日） 

[28]  広島県高等学校教育研究会理科部会物化部, 8 名（2023 年 12 月 8 日） 

[29]  広島 FM, 4 名（2023 年 12 月 12 日） 

[30]  タイ STREAM 教育旅行プログラム, 23 名（2023 年 12 月 20 日） 

[31]  内閣府科学技術・イノベーション推進事務局, 10 名（2024 年 1 月 16 日） 

[32]  東京大学名誉教授, 1 名（2024 年 1 月 30 日） 

[33]  南カルフォルニア大学薬学部, 5 名（2024 年 2 月 15 日） 

[34]  Cell Press 月刊誌 Matter の編集長, 4 名（2024 年 3 月 1 日） 

[35]  アイダホ大学, 10 名（2024 年 3 月 8 日） 

[36]  呉工業高等専門学校, 4 名（2024 年 3 月 29） 

（学内の見学・研修受入） 

[1]  未来創生科学人材育成センター, 24名（2023年5月18日） 

[2]  先進理工系科学研究科, 19名（2023年5月30日） 

[3]  先進理工系科学研究科, 10名（2023年6月23日） 

[4]  未来創生科学人材育成センター, 18 名（2023 年 6 月 29 日） 

[5]  先進理工系科学研究科, 13名（2023年7月4日） 

[6]  先進理工系科学研究科, 18名（2023年7月18日） 

[7]  未来創生科学人材育成センター, 9名（2023年11月2日） 

[8]  先進理工系科学研究科, 21名（2023年11月21日） 

[9]  持続可能性に寄与するキラルノット超物質拠点, 11名（2023年12月22日） 

[10]  先進理工系科学研究科, 19名（2024年1月9日） 

[11]  持続可能性に寄与するキラルノット超物質拠点, 89名（2024年1月9日） 

[12]  先進理工系科学研究科, 4名（2024年1月23日） 

[13]  未来創生科学人材育成センター, 4名（2024年2月1日） 

（学協会委員） 

[1]  島田賢也：日本放射光学会評議員 

[2]  島田賢也：Member of international advisory board in “International workshop on strong correlations 

and angle-resolved photoemission spectroscopy (CORPES)” 

[3]  奥田太一：日本表面科学会関西支部幹事 

[4]  奥田太一：日本放射光学会評議員 
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[5]  奥田太一： VUV・SX 高輝度光源利用者懇談会幹事 

[6]  加藤政博：日本加速器学会評議員 

[7]  加藤政博：日本放射光学会評議員 

[8]  出田真一郎：日本放射光学会編集委員 

[9]  出田真一郎：日本物理学会運営委員 

[10]  松尾光一：Member of editorial board in “Biomedical Spectroscopy and Imaging - IOS Press” 

[11]  松尾光一： Member of international advisory board in “International Conference on Chiroptical 

Spectroscopy” 

[12]  松尾光一：Guest editor of Special issue in “the 19th International Conference on Chiroptical 

Spectroscopy” 

[13]  松尾光一：Molecular Chirality 2024 実行委員 

[14]  松尾光一：日本放射光学会プログラム委員 

[15]  松尾光一：日本放射光学会データ構造化委員 

[16]  松尾光一：日本生物物理学会分野別専門委員 

[17]  澤田正博：日本放射光学会組織委員 

[18]  佐藤  仁：日本物理学会 Jr.セッション委員 

[19]  佐藤  仁：広島県物理教育研究推進会事務局庶務幹事 

[20]  佐藤  仁：リフレッシュ理科教室実行委員会委員 

（外部評価委員等） 

[1]  島田賢也：SPring-8専用施設審査委員会委員 

[2]  島田賢也：高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所放射光共同利用実験審査委員会

委員 

[3]  島田賢也：高エネルギー加速器研究機構フォトンファクトリー計画推進委員会 

[4]  奥田太一：SPring-8 / SACLA 成果審査委員会査読者 

[5]  奥田太一：分子科学研究所・UVSOR 施設利用課題選定に係る審査委員 

[6]  加藤政博：高エネルギー加速器研究機構加速器・共通基盤研究施設運営会議委員 

[7]  加藤政博：京都大学エネルギー理工学研究所ゼロミッションエネルギー研究拠点共同利用・

共同研究計画委員 

[8]  佐藤  仁：原子力機構(JAEA)施設利用協議会光科学専門部会/量研(QST)施設共用課題審委員

会 専門委員 

（産学官連携実績） 

[1]  奥田太一：（株）日立製作所 共同研究 

 

国際共同研究・国際会議開催実績 

（学術国際交流協定） 

[1]  中国・中国科学院物理研究所超伝導国家重点実験室 

[2]  ドイツ・ミュンスター大学物理学部 

[3]  ロシア・ロシア科学アカデミーヨッフェ物理技術研究所 

[4]  ロシア・サンクトペテルブルク大学 

[5]  ドイツ・ユリウス・マクシミリアン大学ヴュルツブルク物理学・天文学部 

[6]  中国・南方科技大学 
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[7]  フランス・パリ・サクレー大学オルセー分子科学研究所  

（国際共同研究） 

[1]  「Ex-situ soft x-ray absorption investigation towards passivation behavior of titanium alloys by 

hydrogen charging and tensioning」Ying Jin（中国･北京科技大学） 

[2]  「Electronic structure investigations of ferromagnetic Pd Overlayers on Cr2O3 single crystals」Takashi 

Komesu（米･ネブラスカ大学リンカーン校） 

[3]  「Modification of electronic structure of an intrinsic magnetic topological insulator (Mn1-xAx)Bi2Te4 by 

substituting Mn with non-magnetic elements A=(Ge, Pb, Sn).」Dmitry Estyunin（露･サンクトペテル

ブルク大学） 

[4]  「Structural and conformational studies of surfactin-derived bacteria using circular dichroism」

Abdelrahman Mosaad Khattab（エジプト･アル＝アズハル大学） 

[5]  「High resolution ARPES study of type Ⅳ Dirac band structures in superconducting SrAgBi」Shilong 

Wu（中国･中国科学院物理研究所） 

[6]  「A study on the topological nature of superconductor SnAs by using high-resolution ARPES」

Guodong Liu（中国･中国科学院物理研究所） 

[7]  「A study on the nature of correlated flat band and 2D Dirac fermions in the magnetic kagome metal 

FeSn by using spin-resolved ARPES」Guodong Liu（中国･中国科学院物理研究所） 

[8]  「Exploration of flat bands in low-dimensional tellurides」Baojie Feng（中国･中国科学院物理研究

所） 

[9]  「ARPES study of a candidate Weyl semimetal」Baojie Feng（中国･中国科学院物理研究所） 

[10]  「Revealing the band structure of emerging superconducting nickelates La0.8Sr0.2NiO2 and 

Nd0.8Sr0.2NiO2 by high resolution ARPES」Zhang Ke（中国･電子科技大学） 

[11]  「Structural and conformational studies of peptide-based hydrogels: influence on self-assembling」

AVERLANT-PETIT Marie Christine（仏･ロレーヌ大学） 

[12]  「Mapping the pseudospin texture in a kagome superconductor by means of dichroic ARPES」

Friedrich Reinert（独･ヴュルツブルク大学） 

[13]  「Electronic structure and spin texture of a tellurium kagome monolayer grown on Pt(111)」

Friedrich Reinert（独･ヴュルツブルク大学） 

[14]  「Band structure investigation of RAlX (R: Ce, Pr, Nd, La; X: Si or Ge) semimetals」Jayita Nayak

（インド･インド工科大学カンプール校） 

[15]  「Laser-spin-ARPES study of spin-polarized Fermi arcs in a Weyl semimetal superconductor」

Shilong Wu（中国･中国科学院物理研究所） 

[16]  「Study of modification of electronic structure of MnBi2Te4 under doping with low concentrations of 

Pb, Ge, Sn, Si depending on the temperature and polarization of laser radiation to analyze changes in 

their magnetic properties」Alexander Shikin（露･サンクトペテルブルク大学） 

[17]  「Modification of electronic spin structure of MnBi2Te4 doped with Pb at different concentrations for 

analysis of interaction between topology and magnetism」Alexander Shikin（露･サンクトペテルブル

ク大学） 

[18]  「Soft X-ray absorption spectroscopy (XAS) study of vanadium hexacyanoferrate based open 

framework compound」Pramod Bhatt（インド･バーバ原子核研究センター） 

[19]  「Modification of the spin structure of Ge(Pb)xMn1-xBi2Te4 at the topological phase transitions」
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Alexander Shikin（露･サンクトペテルブルク大学） 

[20]  「Investigating the semimetal phase in TiSe2」Turgut Yilmaz（米･コネチカット大学） 

[21]  「Evolution of electronic structure of itinerant-moment magnetic phase transition in the Sr1-

xCaxCo2P2 system」Chang Liu（中国･南方科技大学） 

[22]  「Probing a new type of SOC-independent, momentum-dependent spin splitting effect in 

antiferromagnets」Chang Liu（中国･南方科技大学） 

[23]  「Understanding the spin-texture of the topological Dirac and flat bands in ultra-thin kagome metal 

Mn3Sn」Mark Edmonds（オーストラリア･モナシュ大学） 

[24]  「Structural and conformational studies of peptide-based hydrogels: influence on self-assembling」

AVERLANT-PETIT Marie Chirstine（仏･ロレーヌ大学） 

[25]  「Search for novel quantum states in axion insulators」Jayita Nayak（インド･インド工科大学カ

ンプール校） 

[26]  「Investigation of c-f hybridization in quasi-1D Kondo lattice CeCo2Ga8 and CeCo2Al8」Chaoyu 

Chen （中国･南方科技大学） 

[27]  「ARPES study on magnetic hourglass candidate CsMn2F6」Chaoyu Chen （中国･南方科技大

学） 

[28]  「Enhanced spin polarization of the surface state protected by non-symmorphic symmetry」Chaoyu 

Chen（中国･南方科技大学） 

[29]  「Spin-resolved ARPES study on altermagnet candidate V1/3NbS2」Chaoyu Chen （中国･南方科技

大学） 

[30]  「Investigation of electronic structure and possible chiral CDW state in the natural hetero-structure 

material 6R-TaS2」Chaoyu Chen （中国･南方科技大学） 

[31]  「Band structure engineering of magnetic Weyl semimetals」Jayita Nayak（インド･インド工科大

学カンプール校） 

[32]  「Investigating charge density wave and Kondo lattice behavior of cerium tellurides」Jimin Kim

（独･マックスプランク 浦項工科大学） 

[33]  「Investigating pseudogap and broken time-reversal symmetry phases from the momentum-resolved 

electronic structures of kagome metal, ScV6Sn6」Jimin Kim（独･マックスプランク 浦項工科大

学） 

[34]  「Topological phase transition in the MnBi2Te4-based compounds A=(Ge, Pb, Sn).」Dmitry Estyunin

（露･サンクトペテルブルク大学） 

[35]  「Unveiling the Dresselhaus-type spin texture by SR-based spin-ARPES」Shilong Wu（中国･中国

科学院松山湖材料実験室） 

[36]  「ARPES study of the phase transition in a low-dimensional telluride」Baojie Feng（中国･中国科

学院物理研究所） 

[37]  「ARPES study of the band structure of iron nitride」Baojie Feng（中国･中国科学院物理研究

所） 

[38]  「X-ray magnetic circular dichroisrn (XMCD) study in Fe doped Cr2GeC」Subham Majumdar（イ

ンド･インド科学育成協会） 

[39]  「Modification of electronic and spin structure of Ge(Pb)xMn1-xBi2Te4 at the topological phase 

transitions」Alexander Shikin（露･サンクトペテルブルク大学） 

[40]  「Laser spin-ARPES of topological materials」Daniel S Dessau（米･コロラド大学ボルダー校） 
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研究助成金等の受入状況 

[1]  島田賢也：基盤研究(C)（研究代表者）「隠れたスピン偏極を持つ低次元電子系の量子多体相互

作用の定量解析」総額4,290千円 2023年度 1,430千円 

[2]  奥田太一：基盤研究(A)（研究代表者）「オペランド（外場印加）スピン角度分解光電子分光に

よるトポロジカル相転移の研究」総額45,890千円 2023年度 5,200千円 

[3]  加藤政博：挑戦的研究(萌芽)（研究代表者）「広帯域インコヒーレント放射光の可干渉性を利

用する革新的光技術の探索」総額6,240千円 2023年度 3,120千円 

[4]  松尾光一：基盤研究(C)（研究代表者）「時間分解真空紫外円二色性法による生体膜と相互作用

した蛋白質の構造研究」総額4,160千円 2023年度 1,560千円 

[5]  松尾光一：学術変革領域研究(A)（研究代表者）「光の螺旋性が拓くキラル物質科学の変革」 

総額7,410千円 2023年度 3,640千円 

[6]  島田賢也：令和4年度外国人特別研究員（JSPS サマープログラム）調査研究費 158千円 

[7]  奥田太一：VG（株）「VLEED 型スピン検出器の性能向上のための研究」研究費 3,245千円 

[8]  奥田太一：（株）日立製作所「磁区観察用超低速電子線回折型スピン検出器の開発」 

研究費 474千円 
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２ 物理学科 

2017年度より，学科名称を「物理科学科」から「物理学科」へ変更した。 

2-1 学科の理念と目標 

宇宙と物質に関する基本的な疑問を解明するための基礎的な知識と手法，論理的な思考など

物理学に関する教育を行う。物理学科では，教育の理念を次のように定めている。 

○ 基本原理と普遍的法則の解明に向けた教育研究の推進 

○ 物理科学の新たな知の創造とその発展・継承 

○ 人類社会の進歩に貢献する人材の育成 

学科の目標は，学士課程で修得すべき事項と学部修了時までに修得すべき事項とに分けて設

定されている。 

（１）学士課程 

学生の学習到達度や理解度に則した段階的な教育目標。 

基礎知識から専門知識の習得を経て，応用・実践能力を培う。 

（２）学部修了時 

学生の進路に応じて修得すべき目標。 

物理学的素養や問題解決能力を養い，物理学的素養を応用する能力と研究活動を行う

のに必要な物理科学の基礎知識と手法開発能力を培う。 

2-2 学科の組織 

物理学科の学部教育を担当する教員は，先進理工系科学研究科物理学プログラムの全教員（25

名），先進理工系科学研究科量子物質科学プログラムの理学系教員（20名），および放射光科学

研究センター（10名），宇宙科学センター（6名），自然科学研究開発支援センター（1名）の教

授，准教授，助教から構成される。学部教育を担当する教員数は現状で十分と考えられる。こ

のように2プログラムと3センターが学部教育を担当しており，教員の公募・採用と配置では学

部教育に関する共通の基盤にたった配慮がなされるように「教員の理学部（物理学科）併任に

関する申合せ」を作成し，人事選考の過程で物理学科教授懇談会の場で候補者の紹介が行われ

ることが慣例となっている。 

◎物理学科教員リスト（2023年4月時点） 

・物理学プログラム 

教授 

野中千穂，志垣賢太，深澤泰司，黒岩芳弘，森吉千佳子，木村昭夫 

准教授 

両角卓也，石川健一，岡部信広，山口頼人，本間謙輔，高橋弘充，中島伸夫， 

黒田健太，関谷徹司，和田真一 

助教 

木坂将大，三好隆博，八野 哲，須田祐介，Kim Sangwook，石松直樹， 

吉田啓晃，仁王頭明伸，坂井あづみ 
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・放射光科学研究センター（併任） 

教授 

生天目博文，島田賢也，奥田太一，加藤政博（特任） 

准教授 

佐藤 仁，澤田正博，松尾光一，宮本幸治，出田真一郎 

助教 

Mohamed Ibrahim 

・宇宙科学センター（併任） 

教授 

川端弘治 

准教授 

植村 誠，水野恒史 

助教 

稲見華恵，Singh Avinash，Gangopadhyay Anjasha 

・量子物質科学プログラム 

教授 

嶋原 浩，松村 武，鬼丸孝博，野原 実，岡本宏己，栗木雅夫 

准教授 

田中 新，樋口克彦，多田靖啓，志村恭通，八木隆多，石井 勲，高橋 徹，檜垣浩之  

助教 

比嘉野乃花，，Sitaram Ramakrishnan，飯沼昌隆，伊藤清一，Liptak Zachary John 

・自然科学研究開発支援センター 

准教授 

梅尾和則 

2-3 学科の学士課程教育 

物理教育では，数学による解析的能力を養い，それを物理法則や基礎方程式に応用すること

が求められる。さらに広く物理学の概念を学び，基本的法則を通して物理現象を検証し理解す

る必要がある。したがって，学生には講義と演習と実験，結果の報告と発表を通じて，かなり

の量の体系的かつ論理的な思考の展開が要求される。このような課程をスムースに通過させ，

入学時の期待と学習に対する熱意を持続させうる学士課程教育が必要となる。また，70％以上

の学生が大学院博士課程前期（修士）に進学する現状をみるとき，学部での基礎教育から大学

院での専門教育への接続，教育職免許などの資格取得意欲の持続など，到達目標型教育プログ

ラムの推進と併せて教員の取り組みに検討すべき点が多い。 

物理学科では物理学の修得に必須となる科目をコア科目と位置づけ，学科としてその科目の

内容（モデルシラバス）を定めることにより，年度や担当教員の違いによるばらつきを少なく

する実施体制をとっている。また，演習科目や実験科目を中心にティーチングアシスタント（TA）

を配置することにより，きめ細かな指導の下で習熟度を高める効果が上がっている。選択必修

の専門科目については，授業アンケートの結果や大学院での専門教育への接続を考慮したカリ

キュラムの軽微な変更を含む見直しを行っている。特に，物理学特別演習の枠組みで，年度ご
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とに設定可能な柔軟な授業内容を設定できるようにし，タイムリーな授業の試行ができるよう

にしている。そこから正規の授業への変更ルールも定めた。 

学士教育の担当教員数は現状で十分と考えられるが，負担が集中する傾向も見られる。准教

授がチューターを担当するケースが増えており，教授と准教授の役割分担は必ずしも明確ではな

い。また，非常勤の削減を補うTAの雇用が増加している。TAによる授業補助や学生へのケアな

ど教育効果は確かに上がっているが，TA学生自身の教育と評価などは未検討の課題である。 

なお，理学部の方針により，学生が長期留学しやすいよう，履修条件の特別緩和措置を策定

している。 

理学部のアドミッション・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，ディプロマ・ポリシーに則

り，物理学科・物理学プログラムのポリシーを以下のように設定し教育を行っている。 

1. アドミッションポリシー 

本学科が編成している物理学プログラムのディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリ

シーを踏まえ，入学前に以下のような多様な能力を身につけてきた学生を求めています。 

(1) 知識・技能については，物理学の基礎を学ぶために必要な，高等学校段階の物理学，

数学についての高い学力を持つ人 

(2) 思考力・判断力・表現力等の能力については，実験や計算などの課題に取り組むのに

必要な，自らの知識・能力・技能を駆使して，論理的に考える能力を持つ人 

(3) 主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度については，幅広い分野で活躍するた

めに必要な，コミュニケーション能力，特に英語について高い能力を持つ人 

なお，第1年次の入学前に学習しておくことが期待される内容は，以下のとおりです。 

① 物理学の基礎を学ぶために必要な，高等学校段階の物理学について，理解を深めること 

② 物理学の基礎を学ぶために必要な，高等学校段階の数学について，理解を深めること 

③ 物理学を学ぶために必要な，外国語を習得しておくこと 

④ 物理学を学ぶために必要な，日本語の必要な読解力・表現力・コミュニケーション能力

を身につけておくこと 

また，入学後には，階層化された科目群による物理学の知識・能力・技能の修得， 理学一

般に通用する基礎学力の習得に意欲的に取り組み，大学院におけるより専門的な教育・研究

に必要な能力を身につけることのできる学生，またそれらの知識や経験を活かして，将来，

国公立研究機関の研究者や企業の技術職として社会で活躍することを目指す学生を求めてい

ます。 

2. カリキュラム・ポリシー 

本プログラムでは，積み上げの学問である物理学の知識・能力・技能を習得するため，教

養コア科目，基盤科目，専門基礎科目，専門科目に階層化されています。また，専門基礎科

目までは物理学に閉じることなく理学一般に通用する基礎学力を習得できる編成となってい

ます。専門基礎科目では講義科目に対応する演習科目を設け，物理学の理解と活用力を育成

しています。 
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3. ディプロマ・ポリシー 

本プログラムでは，以下の4項目に示す物理における基礎的，専門的な知識・能力・技能を

有し，大学院におけるより専門的な教育・研究に必要な能力を身につけ，大学や国公立研究

機関の研究者，あるいは企業の技術職や専門職等で活躍することのできる人材の育成のため，

教育課程の定める基準となる単位数を修得した学生に「学士（理学）」の学位を授与します。 

・ 物理学における基礎的，専門的な知識・能力・技能。 

・ 実験や観測などの客観的事実やモデル計算の結果に対して，物理学の知識・能力・技能

を駆使して自ら論理的に考えることができる能力。 

・ 物理学に限らず，広い視野と倫理観を持って，科学研究，教育，実業の幅広い分野で活

躍することができる素養。 

・ 国際的な感覚を持ち，科学的な内容に関する報告や議論，プレゼンテーションなどを英

語で行うことができる能力。 
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学科授業担当 

2023年度前期授業担当 

1年次 

火 物理数学A 中島 

 教養ゼミ 深澤，生天目，木村，岡本，志垣，野原 

水 物理数学A 中島 

 力学A 

A 

野中 

木 力学A 野中 

金 物理学演習 水野，本間，栗木 

 教養ゼミ 深澤，生天目，木村，岡本，志垣，野原 

   

2年次 

火 物理数学C 石川 

 電磁気学Ⅰ 栗木 

水 熱力学 松村 

 物理学英語 稲見，Liptak，Gangopadhyay，Singh 

木 解析力学 野原 

 電磁気学演習 関谷，高橋（弘），黒田 

金 
物理学特別講義 

（Pythonプログラミング） 

（ 

岡部 

   

3年次 

火 
物理学特別講義 

（物理数学E（群論）） 
両角，田中 

 物理学実験Ⅰ 和田 他 

水 統計力学Ⅰ 嶋原 

 応用電磁力学 岡本 

 量子力学演習 佐藤，宮本，志村 

木 固体の構造と物性 森吉 

 原子核素粒子物理学 志垣 

金 量子力学Ⅱ 樋口 

 物理学実験Ⅰ 和田 他 

 相対性理論 深澤 

   

4年次 

水 
物理学特別講義 

（素粒子ハドロ物理学） 
野中 

木 固体物理学Ⅱ 石井 

金 相対論的量子力学 両角 
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2023年度後期授業担当 

1年次 

水 物理数学B 多田 

木 力学B 檜垣 

 物理学序論 檜垣 

金 力学演習 奥田，山口，木坂 

 物理数学B 多田 

   

2年次 

月 先端物理学 深澤 他 

火 
物理学特別講義 

（エレクトロニクス） 
飯沼 

 先端物理学 深澤 

 物理学数値計算法 三好 

 物理数学D 岡部 

水 電磁気学Ⅱ 鬼丸 

 電磁・量力演習 島田，松尾，出田 

木 量子力学I 石川 

金 
物理学特別講義 

（エレクトロニクス） 
飯沼 

 物理学実験法 梅尾 

   

3年次 

火 分子物理学 関谷 

 物理学実験Ⅱ 和田 他 

水 統計力学Ⅱ 嶋原 

 
物理学特別講義 

（粒子実験物理学） 
山口 

 宇宙天体物理学 深澤 

木 統計力学演習 澤田，田中，八木 

 固体物理学Ⅰ 木村 

 連続体力学 石井 

金 量子力学Ⅲ 田中 

 物理学実験Ⅱ 和田 他 

   

4年次 

火 
物理学特別講義 

（一般相対性理論） 
西澤 
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学士課程教育の理念を達成するためには，教育および教育環境に関する支援が重要と考え

られる。教育に関する支援では，履修指導が最も重要である。新入生および在学生に対する

ガイダンスや学生アンケート，成績交付時の個別面談などは恒例となっている。各年度に4名

の教員がチューターとして16～17名の学生を担当するので，きめ細かい支援が実行されてい

る。教育環境に関する支援では，施設・設備の充実とホームページの整備による履修と成績

に関する情報開示が挙げられる。 

教育環境に関する学生の要望を汲み上げる仕組みとして「物理学科ミニ懇談会」を開催し

ている。近年，学生の出席者数が減少傾向にあったので授業中に紙でアンケートを実施してい

る。支援体制に対する学生の評価は概ね良好と判断される。 

 

2-3-3 学士課程教育の成果とその検証 

学士課程教育の成果は卒業研究に集約され，その内容は卒業論文と卒業論文発表会で検証

される。卒業研究は，3年間での早期卒業を目指す学生を除き，4年次に行うことを原則とし

ており，100単位以上の卒業要件単位と物理学実験Ⅰ，Ⅱの修得を卒業研究着手の要件としてい

る。 

学士課程教育の総仕上げともいうべき卒業研究のための研究室配属は，学生への履修支援

の観点から極めて重要である。物理科学科では，3年次後期の配属ガイダンスから卒業研究着

手に至る過程に「研究室配属に関するルール」が定められている。各研究グループに配属す

る学生数は当該グループの教員数に応じて均等に成るように配慮されている。 

学生は物理学科目を担当する研究グループに配属され，当該グループの教授あるいは准教

授が指導教員となって前期・後期の通年で卒業研究を行う。卒業研究テーマは，いくつかの

テーマからの選択あるいは学生の希望によって決定されるのが一般的である。卒業研究と同

時に，各研究グループで前期に開講される物理学セミナーを受講し，卒業研究に関連した専

門知識の修得も行う。 

   

2-3-4  入学試験 

入学試験について，これまでの入試区分と入学後の成績との相関から，光り輝き入試のAO-

1区分をAO-2区分（大学共通テストの成績で最終決定）に変更し，令和5年度から実施した。

また，編入学試験についても，受験生を増やすため，筆記試験から口頭試験に変更し，令和5

年度から実施した。 
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2023年度入学生 

 定 員 志願者 入学者 

AOⅠ型 10 14 5 

前期日程 36 71 44 

後期日程 20 137 17 

計 66 222 66 

チューター 

入学年度 チューター 

2023 野中 岡部 多田 松村 

2022 樋口 野原 本間 関谷 

2021 栗木 石井 和田 森吉 

2020 檜垣 深澤 鈴木 黒岩 

2019 志垣 石川 中島 岡本 

2-3-5 卒業論文発表実績 

卒業研究の成果は，卒業論文としてまとめられるとともに，卒業研究発表会において口頭

での概要発表（2分間）とポスター発表（1時間30分）を併用して報告される。教育交流委員

が世話人となって，要旨集の作成，プログラム編成，座長の指名，会場設営などを取り仕切

る。2023年度の発表会では卒業生を3グループに分割し，3セッションで実施した。この卒業

論文と発表に対する主査1名と副査1名による評価に基づき，学科教員会において卒業研究の

単位を認定する。また卒業論文発表に関する優秀賞（5名）を全教員の投票によって選考して

いる。受賞者は学科別卒業証書授与式で表彰され，受賞者の氏名は学科ホームページと次年

度以降の卒業論文要旨集に記録される。過去5年間の卒業論文発表実績を下表に示す。 

 

年度 発表者数 優秀賞受賞

者数 

卒業学生数 大学院進学

者数 2023 68 5 68 56 

2022 66 5 67 56 

2021 62 5 62 54 

2020 74 5 71 47 

2019 57 5 58 43 

 

2023年度の卒業論文発表会は，2024年2月14日（水）に3つのグループで時間帯を分け， 

ショートオーラル（E104），ポスター発表（大会議室E203）にて開催した。 

以下に，卒業論文発表題目を掲載する。 
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2023年度 理学部・物理学科 卒業論文発表会 

2024年2月14日（水）     場所：E104 ショートオーラル 

E203 ポスター発表 

 氏 名 論 文 題 目 指導教員 主査 副査 

1 土井一倫 有効作用を用いた真空期待値と質量補正の研

究 

両角 両角 田中 

2 末本研吾 可搬式試料作製装置の開発 -積層構造制御に

よる物性変調や機能性発現をめざして- 

澤田 澤田 志村 

3 宮本一輝 アウトリーチのための重力レンズシミュレー

ション 

岡部 岡部 三好 

4 藤尾駿之介 CeMnSiの磁場誘起相転移の研究 松村 松村 森吉 

5 大槻真優 Deriving Nebular Dust Attenuation Curves based on 

Simulated Galaxies 

深澤 稲見 栗木 

6 窪田尚己 電子系及びスピン系における平均場近似とそ

の拡張 

嶋原 嶋原 石井 

7 小泉成那 磁性体におけるマグノン励起 多田 多田 両角 

8 副島康平 機械学習の理論 石川 石川 多田 

9 西原 佑 アンジュレータ光渦の回折の研究 加藤 加藤 梅尾 

10 LIM JEONG 

HWAN 

高圧下で水素化したR2Fe17Hx (R=Dy、Ho)の結晶

構造解析 

中島 石松 和田 

11 笠井理香子 多色撮像観測によるIW And型矮新星の研究 深澤 植村 岡本 

12 勝野永遠 ALICE 3実験に向けた超薄型高集積シリコンピ

クセル検出器の電荷共有に関する幾何形状依

存性シミュレーション 

山口 山口 須田 

13 後藤夏奈 タンク回路を用いた電子プラズマの非破壊測

定 

檜垣 檜垣 高橋 

（弘） 

14 田端佑伍 グラフェンにおける電子粘性流伝導の試料形

状効果 

八木 八木 樋口 

15 大浦結人 異なる手法で作成した基板上リン脂質膜の軟

Ｘ線吸収分光評価 

和田 和田 嶋原 

16 大金 遥 ペニングトラップ中のHe+プラズマに対する回

転電場の効果 

檜垣 檜垣 水野 

17 花木義和 軟X線吸収分光によるポリマー/フラーレンブ

レンド膜の分子配向の研究 

関谷 関谷 松村 

18 丸田哲温 可視近赤外偏光サーベイによる若い散開星団

NGC 6910内の星間磁場とダストの研究 

深澤 川端 岡部 

19 阪口佳代子 リラクサー強誘電体の構造ゆらぎと相転移 黒岩 黒岩 関谷 

20 朝倉祥平 XFELを用いたシングルショットX線回折によ

る単一Krナノ粒子の構造解析 

和田 仁王頭 生天目 

21 佐竹美月 EuRh2P2におけるP2分子の解離と価数転移の協

奏 

野原 野原 佐藤 
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22 妙中正真 長バンチビームにおけるシンクロトロン共鳴

の誘起実験 

岡本 伊藤 石川 

23 石川 玲 リニアコライダーのための高ルミノシティビ

ーム生成における偏向空洞による特性評価 

栗木 栗木 高橋 

（徹） 

24 山根紀洋 大強度イオンビームにおける三次集団共鳴条

件の数値解析的決定 

岡本 岡本 宮本 

25 小見山渓太 アモルファス合金中の鉄ナノ結晶成長過程の

放射光X線その場観察 

森吉 森吉 中島 

26 山本涼平 トポロジカル表面状態の異方性制御の試み 

Attempt to control the anisotropy of topological 

surface states. 

奥田 奥田 石井 

27 松谷 奏 EIC 加速器 ePIC 実験における高時空間分解

能測定に向けた新型LGAD検出器性能評価系の

設計及び読出回路の性能評価 

志垣 志垣 深澤 

28 小泉順平 芳香族ジチオール接合による金ナノ粒子ワイ

ヤーの合成 

和田 和田 Kim 

29 和田澪太 ALICE実験における電磁カロリメータによる

反中性子同定可能性評価 

山口 山口 高橋 

（弘） 

30 山内 航 Hanbury Brown and Twiss干渉を用いた量子色力

学特異状態の観測に向けた基礎研究 

志垣 志垣 野中 

31 青山空弥 顕微型円二色性装置の開発と性能評価 松尾 松尾 檜垣 

32 松本侑斗 偏光のもつれあい光子対生成源改善に向けた

基礎研究 

高橋 

（徹） 

飯沼 志垣 

33 髙橋昇吾 メトリックf(R)修正重力理論の弱い場の極限に

よる検証 

野中 野中 本間 

34 宮島渓太 発光波形情報を用いたシンチレータ検出器の

エネルギー分解能の向上 

深澤 高橋 

（弘） 

伊藤 

35 砂﨑栞奈 単結晶DyCuGeにおける反強磁性秩序相内の格

子不安定性 

石井 石井 澤田 

36 由良海翔 Review: large-scale parity violation measurements 

by 4-point correlation function 

岡部 岡部 稲見 

37 山口 広 角度分解光電子分光及び逆光電子分光による

電子ドープ系銅酸化物高温超伝導体NCCOの電

荷揺らぎ効果の検証 

(Investigation of effects of charge fluctuations in the 

electron-doped high-Tc cuprate, NCCO by ARPES 

and IPES） 

出田 出田 多田 

38 新見直紀 Fe65Ni35インバー合金のEXAFSとRMC法によ

る 局所構造解析 

中島 石松 野原 

39 渡邉 翔 マイクロラジアンの精度を持つ走査型レーザ

ー偏光顕微鏡の開発 

黒田 黒田 八木 
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40 冨田達也 放射光光電子分光による磁性積層膜の電子構

造の解明 

木村 木村 志村 

41 小田一瑛 六方晶PrNi4Mnにおける電子比熱係数の増大 鬼丸 鬼丸 出田 

42 河本 心 電波望遠鏡群によるパルサーの観測に向けた

データ解析アルゴリズムの確立 

岡部 木坂 川端 

43 村上 瑛 メタルリッチ化合物Zr₆FeSb₂における超伝導の

発見 

野原 野原 石松 

44 仲野悟帆 AMEGO-X衛星計画に向けた新型ピクセルセン

サAstroPix-V3の基礎特性評価 

深澤 須田 山口 

45 KIM DAE 

HYUN 

相対論的強束縛近似における飛び移り積分に

関する研究 

樋口 樋口 両角 

46 濱田海輝 一次元モアレ超格子実現に向けたNbSe₃超薄膜

のファンデルワールス接合形成 

八木 八木 吉田 

47 古家寛人 高濃度Yb系金属間化合物YbCo2の合成と極低

温磁気冷凍 

志村 志村 黒田 

48 中西康太 炭酸イオンを層間に含む層状複水酸化物の結

晶構造 

森吉 森吉 鬼丸 

49 竹岡大輝 CTA 大口径望遠鏡による宇宙線観測に向けた

解析手法の検討 

深澤 須田 檜垣 

50 東野 希 分数Chern絶縁体の研究 多田 多田 島田 

51 別所賢志朗 極低温一軸圧力下電気抵抗測定による立方晶

PrIr2Zn20の反強四極子秩序と超伝導の相関 

梅尾 梅尾 和田 

52 堂園敦矢 BCS理論におけるギャップ方程式 樋口 樋口 木村 

53 横田雅人 アルゴンガス検出器のガンマ線に対する蛍光

信号の取得と基礎特性評価 

深澤 深澤 高橋 

（徹） 

54 赤澤伸之輔 ジグザグ構造をもつRCo2In (R=Y, Nd, Gd)の強

磁性秩序 

鬼丸 鬼丸 関谷 

55 中島由宇丞 FexTiS2(x=0,0.33)の角度分解光電子分光 佐藤 佐藤 田中 

56 鏡 鈴 有限密度格子Gross-Neveu模型の相分類 -形状

ベースクラスタリング手法の応用- 

野中 野中 山口 

57 石川あゆみ 次世代赤外線天文観測装置に用いる非球面鏡

の鏡面精度測定の検討 

深澤 稲見 Liptak 

58 野田眞太郎 固相反応法によるSnTiO₃の作製とX線吸収分光

法を用いた試料評価 

中島 中島 松尾 

59 浅野友彦 MgO基板上のPt薄膜作成とその電子状態の観

測 ～スピン角度分解光電子分光を用いたスピ

ンホール効果のオペランド測定へ向けて～ 

宮本 宮本 植村 

60 加藤 隼 TmTeの圧力下交流磁化率測定による絶縁体金

属転移と強磁性発現機構の探索 

松村 松村 奥田 

61 出浦主雅 放射光角度分解光電子分光によるディラック

線ノード超伝導体ZrP1-ySiySeの電子構造の解明 

木村 木村 岡部 

62 呉屋和保 かにパルサー・パルサー風星雲のX線偏光解析 深澤 水野 木坂 
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63 中村太陽 光波面鏡による冷たい暗黒物質の長距離誘導

崩壊探索系の計測原理検証 

本間 本間 石川 

64 妹尾祐希 光子の直進性の破れの実証に向けた量子状態

の生成 

高橋 

（徹） 

飯沼 本間 

65 古川 令 強誘電体コア－シェルナノ粒子の結晶構造と

誘電物性 

黒岩 黒岩 飯沼 

66 川上侑真 右巻きニュートリノとCP対称性の破れ 両角 両角 樋口 

67 正路 真 キラル磁性体DyNi₃Al₉における強四極子秩序

と逐次相転移 

石井 石井 中島 

 

物理学科就職情報 

進 学：広島大学大学院博士課程前期 48名，大阪大学 3名，京都大学 2名， 

名古屋大学 1名，奈良先端科学技術大学院大学 1名， 

東京工業大学 1名 

企 業：TOPエンジニアリング 1名，（株）アイヴィス 1名， 

三菱電機エンジニアリング（株） 1名，（株）ジャネックス 1名， 

東日本高速道路（株） 1名，フジケンエンジニアリング（株） 1名， 

（株）富士テクニカルリサーチ 1名，goodcolor 1名 

   その他：滋賀県教育委員会 1名 ，（独）労働者健康安全機構 1名 

学生の表彰 

広島大学 理学部長表彰者：2名 

 

2-4 リカレント教育を推進するための社会人向けプログラムの提供 

    該当無し 

 

2-5 その他特記事項 

    該当無し 
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